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　五　続・死霊の入浴。







　数秒間、茫ぼう乎ことしてたたずんでいた二人を冷たい現実に回帰させたのは、これも暖かさとはほど遠い冷れい笑しようであった。

「やっと来たようだね、小鳥遊たかなしさん」

　浴室、いや、消毒室の片かた隅すみで肩かたを抱だいてがたがた震ふるえているのは、安やす永なが瑛あきらであった。

「や、安永くん!?」

　眞ま子こが目をぱちくりさせる暇ひまもあればこそ、穂ほ稀まれは風のように動いていた。

　無言のまま、必要最小限の動きと最短の距きよ離りを選せん択たくして瑛の間合いに入った彼女の右みぎ肘ひじが、瑛の水月みぞおちにめり込む。げぇっ、と嗚お咽えつに近い叫さけびを吐はいて身を折ったところに、左の掌しよう底ていがあごを突つき上げた。

　腰こしにタオルを巻いただけの瑛の体が、優ゆう雅がな軌き跡せきを残して消毒槽そうに水柱をあげた。

「いいことを教えてあげる。──女湯よ」

　穂稀が若草色の髪かみをかき上げたとき、水面から水しぶきとともに瑛の上半身が飛びだした。

「ぶはっ……口で言えば済むことだろう、それは！」

「何かほかに言い残すことはあるかしら？　現行犯も現行犯。冤えん罪ざいを主張するにはかなり厳しい状じよう況きようよ？」

「ふっ、勘かん違ちがいしてもらっては困る。ぼくは痴ち漢かんじゃない」

　派手にずれた眼鏡めがねを直し、濡ぬれた髪を神経質に整える瑛の鼻び孔こうからは、たいへんな量の血がしたたっている。それを瞥べつ見けんする穂稀は冷ややかだ。

「ゾンビじゃない、の次は、痴漢じゃない、ですか」

「どちらも真実さ。ついでに言えば、ぼくが用があるのはきみじゃない。小鳥遊さんだ」

「へっ!?　いやいや、わたしなんてとても……お、お見せするようなものでは！　穂稀さんのほうが美人で、スタイルも抜ばつ群ぐんですし！」

「こ、こら！　隠かくしなさい！」

　動どう揺ようしてタオルを握にぎりしめた手をぱたぱた振ふる眞子に、穂稀が叱しつ責せきを浴びせた。

「ん……!?」

　瑛がフェルマーの最終定理に匹ひつ敵てきする数学上の重大な発見でもしたかのように眉まゆを険しくし、眼鏡を持ち上げたときには、すでに穂稀の手によってタオルは眞子の胴どうを一周し、即そく席せきのワンピースと化していた。ただし、丈たけはマイクロミニであるが。

　五分後、三人は作業員用の扉とびらから裏のポンプ室へと入り、さらに狭せまい通路を進んでいた。

「男湯、といっても同じような消毒室だが、そっちからこの通路を通ってきたのさ」

「鍵かぎはどうしたの？」

「男湯のほうは壊こわした。拾って隠しておいた石でね。ポンプ室側からは鍵がなくても開くから、女湯には簡単に入れたよ」

「自じ慢まんげに言うことではないわね」

「うるさいな。だいたい緒お澤ざわさん、なんできみまでついてくるんだ？」

「それはまぁ……いちおう班長ですから」

　穂稀が眞子にそっと目配せするのは、前を行く瑛には見えなかっただろう。そうでなくとも、通路は明るくない。かなりの間かん隔かくをおいて天てん井じように並ぶ電球だけが光源だ。

　道みち幅はばは狭く、ふたりが並ぶと肩がこすれそうである。壁かべを走るいくつもの配管は、その先を闇やみに埋まい没ぼつさせている。

「さ、さすがに寒いな」

「そうですか？」

　眞子にも通路の空気がひんやりとしていることは感じられるが、関節が凍いてつくほどではない。タオル一枚でも、さほど違い和わ感かんはなかった。

「ゾンビのきみらにはわからないんだよ」

「それなら服を取りにもどれば……」

「服は残しておくほうがいいんだ。もし教師が見まわりにきても、脱だつ衣い所に服を置いておけば時間が稼かせげるじゃないか。向こうだって、まさか真まっ裸ぱだかで逃にげだすなんて思いはしないだろ？」

　そうなのだ。

　瑛は、今からこの合宿所を脱走しようというのだ。

「昼間、きみといっしょに敷しき地ち内を調べたときわかったんだが、この施し設せつの周囲には学校の校舎のような有ゆう刺し鉄線が張りめぐらされている。電気が流れているかどうかまではわからないけどね」

「それじゃあ、逃げられないんじゃ……」

「だから、浴場なんだ。かけ流しの温泉だから排はい水すいは常時されてるはずだろ？　その配管を見つけてたどれば、外には着かないまでも、下水道のマンホールは見つかる」

　下水道をくぐって地上の有刺鉄線を通り抜ぬけようというのだろう。だが、はたしてそううまくいくだろうか？　楽天的な眞子でさえ、瑛の計画を手放しで褒ほめる気にはなれない。そして、眞子の隣となりにはもっと辛しん辣らつな舌の持ち主がいる。

「馬ば鹿かね、安永くん。たとえ外へ出られたとしても、その格好でどうするつもり？　警察に通報されて、一晩、留置所のお世話になるのが関の山よ」

「抜かりはないさ。来るとき、駅のコインロッカーに服と現金を預けてきた。靴くつはそのへんでスニーカーでも買えばいい」

「あら、用意周しゆう到とうね」

「駅前の店できみらの服も調達してやれる。脱走後すぐカードを使うのは危険だから、ＡＴＭでそれなりの金額を引き出してきたんだ」

「助かります」

　穂稀はにっこりと曇くもりのない微笑ほほえみを見せた。その笑顔のまま、横の眞子に顔を寄せて耳打ちする。

「頃ころ合あいね。本当は敷地から出る直前がいいのだけれど、駅のロッカーに脱走の証しよう拠こがあるとわかった以上、わざわざつき合うこともないわ。──よろしいかしら？」

「はぁ……」

　穂稀の左胸に花開いている寄生植物が、半ば閉じていたその花弁を、さながら呼吸するかのように拡ひろげた。それに呼応して、彼女の右みぎ腕うでに幾いく筋すじもの緑の血管が浮ふ上じようし、てのひらの付け根から青々とした蔓つるが突きだした。

　二本、三本……みるみる伸しん長ちようした触しよく手しゆたちが、たがいにからみ合って親指ほどの太さの紐ひもを縒よっていく。否いな、それは鞭むちだった。

　背後からその鞭でしこたま打ちすえ、そのまま縛しばり上げる。それで一件落着だ。

　しかし、穂稀が振りかぶった右手を振りおろすより、瑛が不ふ審しんそうに首を巡めぐらせたのが先であった。

「なんか花の香かおりがしないかい？　きみら、シャンプーでも……おぅわ!?」

　瑛の姿が消え、緑の鞭は床ゆかを叩たたいた。

　驚おどろいて横に身をかわした瑛は肩を壁に強くぶつけたのだが、そこは壁ではなかった。錆さびが浮ういた金属の扉だ。温泉の湿しつ気けで傷いたんでいた蝶ちよう番つがいがはじけ、瑛の体ごと扉が向こう側に倒たおれたのだ。

「悪あがきはおよしなさい！」

　間かん髪はつ入れず、瑛のあとを追って扉をくぐった穂稀が見たのは、盛せい大だいな水しぶきであった。

　瑛が転げ落ちたのは、霧きりにけぶる池、ではなく、湯を満たした広い浴よく槽そうだ。

　どうやら、作業用通路と壁一枚隔へだてたこちら側は、建物と隣りん接せつした露ろ天てん風ぶ呂ろだったようだ。階上からの視線をさえぎるために屋根が張り出しているが、脱衣所からみて正面は背の低い植え込みがあるだけで、開放的である。そちらは海に面した断だん崖がいなので、あと一時間も早ければ夕ゆう陽ひに染まる海原うなばらが眺ちよう望ぼうできたはずだ。奥に竹を縦に並べた高い垣かき根ねがあるのは、おそらく男湯と女湯の仕切りだろう。

「あきらめて出てらっしゃい！　わたしとしても乱暴なことはしたくありませんから」

　穂稀が右手を薙なぐと、甲かん高だかい空気の悲鳴とともに、湯気が斜ななめに裂さけた。

　湯が動いた。

　すかさず穂稀の鋭するどい両眼がそれを捕ほ捉そくし、しなやかな鞭の一いつ閃せんが乳白色の靄もやにかすんだ人ひと影かげを急きゆう襲しゆうする。

　かぽーん、と風ふ情ぜいある音おん響きようが湿しつ度どの高い空気を震わせた。払はらい落とされた鞭が、水面を激しく毛羽立たせた。

「なっ、なんだよ、いきなり!?」

「あなたは……！」

　穂稀の一いち撃げきを防いだ手て桶おけを盾たてのようにかまえているのは、胸の下まで湯につかった指宿いぶすき孝たか晴はるであった。

　ということは、男湯！

　浴槽と洗い場を隔てる岩のひとつに片かた脚あしをかけたまま、穂稀はたじろいだ。

　湯の中に落ちた瑛がどこに姿を消したかはもちろん気がかりだが、ここでの第三者の登場は歓かん迎げいできない。なんと説明すればことを穏おん便びんに済ませ、かつ納なつ得とくさせられるか……いや、そんなことよりもっとまずいのは、今の自分の風ふう体ていだ。

　裸はだか同然。そして悪いことに、それは相手も同じなのだ。

「誤解しないでください。わたしは……」

「穂稀さん、安永くんは──きゃっ！」

「!!」

　後ろから聞こえた眞子の小さな叫びに、穂稀はきわめて迅じん速そくに反応した。

　入学式のときと同じ手は二度とは喰くわない。

　闘とう牛ぎゆう士しのごとく華か麗れいに身をかわした穂稀の真横を、案の定、出入口の段差につまずいた眞子が前のめりに倒れこむ。眞子の手は、とっさに何かにつかまろうと動いたが、紙かみ一ひと重えの差で穂稀のタオルに届かず、むなしく空をつかんだ。

　──勝った！

　無様に洗い場にヘッドスライディングをかます眞子を横目に、穂稀が邪じや悪あくな運命から輝かがやかしい勝利をもぎ取ったことを確信した、その刹せつ那な。

　穂稀の左足の踵かかとが、床の片かた隅すみにまとめられていたボディソープの箱を踏ふみつけた。体のバランスがいっぺんに崩ほう壊かいする。

「くっ……負けるものかっ」

　並みの精神力の持ち主であれば、この時点で運命に屈くつ服ぷくし、お祈いのりでもしながら重力に身を任せていたはずだが、穂稀の闘志は並みではなかった。身をひねり、迫せまり来る石いし畳だたみに鞭を叩きつけ、その反動でなんとか体勢を立て直す。

　だが、あたりの床石は噴ふきだしたボディソープをたっぷりと浴びて、非常に滑すべりやすい状態なのだ。まるで溶とけかけた氷の上に立ったように、踏ん張った足がつるつると空転し、穂稀は大きくつんのめった。

「わっ、あっ、だめっ……馬鹿にゃあぁぁっ！」

「……くそっ、何も見えない。めがね、めがね……ん？」

　湯の中から瑛が顔を出したのは、そのやや前であった。そして、落とした眼鏡を探して浴槽の底を手で探さぐる彼が、ようやくそれを探し当てて顔にもどしたとき、穂稀が涙なみだの粒つぶを空中の道しるべにしながら浴槽に飛びこんできたのだった。

　魚ぎよ雷らいが命中したように水面が爆ばく発はつした。

　ときならぬ豪ごう雨うが植え込みの葉を打ち、石畳を洗う。

「うわわっ」

「何が起きてるんだよ！　これもなんかの訓練なのか？」

「た、孝晴くん!?　なっ、なんでそんな格好で……！」

　熱帯雨林のようなスコール降りしきる中で、眞子が孝晴と鉢はち合あわせ、真っ赤になって顔を覆おおった。

「そりゃこっちの台詞せりふだ！　お、おまえ、どういうつもりで男湯なんかに……」

「あっ、違ちがうんです、何もやましいことは！……ああっ、に、逃げないで！　わたし、そんなつもりじゃあ……！　ご、誤解で……」

　こういった場合、性別は関係ない。たいていの男は、たとえ相手が魅み力りよく的な異性であったとしても、入浴中に突とつ然ぜん乱入されたら、十中八九、逃げ腰ごしになる。

　自分の無実を主張しようと、眞子が手を伸のばして前進すればするほど、孝晴は怯おびえたように後退していく。二人はざぶざぶと湯を分けながら、一定の距きよ離りを保ち、広い浴槽の中を何度も回った。

「た、孝晴くん！　お願いですから、話を……」

「わ、わかったから、とりあえず落ちつけ。なんで追ってくるんだよ？」

「だって、孝晴くんが逃げるから……」

「話なら、そこでもできるだろ！　おい、なんだよ、その手は」

「これは、その……捕つかまえるために」

「な、なんで捕まえる必要があるんだよ？」

「だって、逃げるから……」

　こうなってくると、最初は半泣きで身の潔白を訴うつたえていた眞子のほうでも、だんだん自分が何をしようとしているのかわからなくなってしまう。事情を説明するために孝晴を捕まえるのが、いつの間にか、捕まえることが目的に変化していた。

　もちろん、捕まえてどうしようという料りよう簡けんなどないのだが、なんとなく捕まえなきゃいけない、がんばって捕まえよう、捕まえるのが楽しい、というふうに推移して、目は熱に浮かされたように貪どん婪らんな光を宿し、唇くちびるにはなまめかしい微び笑しようが張りついていたりする。

「孝晴くん……どうして逃げるの？　わたしが怖こわいの？　ゾンビだから？　こんな体だけど、わたしだって女の子なんだよ？」

「おまえ、おかしいぞ！　昔にもどったみたいな──」

　ひたすら後ずさる孝晴の言葉が中断し、その体が不意によろめいた。

「な、なんか踏んだ？　……おわっ！」

　右みぎ脚あしで湯を蹴けりあげるようにして、孝晴が背中から倒れこんだ。それが本人の意思による行動でないことは、足首を鷲わしづかみにしているしなやかな腕を見ればあきらかだ。

「……小鳥遊さん！　人の頭を足あし蹴げに……あら」

　水中から起きあがった穂稀が、手でつかんでいる脚に目をやり、きょとんとした。十代半ばの少女の脚にしては、やけに筋肉質で骨張っている。

　その穂稀の顔が、瞬しゆん時じに赤熱した。

　脚をつかんで逆さ吊づりにされた孝晴が腰こしに巻いていたタオルは、地球上のすべての物体がそうであるように、重力の支配を受けているのだ。

「こ……これ、は……」

「見ちゃだめっ！」

　至し極ごく真っ当なことを叫さけび、飛びかかった眞子が両手で穂稀の目を覆う。もちろん、眞子自身も固く目ま蓋ぶたを閉じながら、だ。

　眞子と穂稀が二人ながらに浴槽に横倒しになったのと入れ代わりに、脚が自由になった孝晴が水すい没ぼつしていた上半身を跳はねあげた。げほげほと気管に入った湯を咳せきといっしょに吐はいてから、血走った目で闖ちん入にゆう者たちの姿を探す。

「いい加減にしろよ、てめぇら！　これで先生にでも見つかったら、どうせ悪者にされるのは男なんだからな！」

　ややしばらくの静せい寂じやくをはさんでから、眞子が申し訳なさそうに水面から顔をのぞかせ、穂稀がしずくを引いて立ちあがった。

「……ごめんなさい」

「わ、わたしはべつに……その、見ようと思ったわけでは……むしろ見せられたというか……女性の純潔を精神的な部分にまで拡大解かい釈しやくするならば、わたしのほうこそ被ひ害がい者しやです」

「そりゃあれか、言い訳のつもり……」

　刺とげ々とげしく言いつのった孝晴が、そこで口ごもった。

「まぁ……おまえが言うのももっともかもな。……うん、たしかに見ようと思ってなかったんだし、不ふ可か抗こう力りよくってやつだよな」

　赤くなった耳を穂稀に向け、湯に浮いていたタオルをつかむと、それを彼女に突つきだす。

　上品な幾き何か学模様のパターンが織りこまれた高級ブランドのタオルが、穂稀の所持品であることは本人の証言を待たない。

「え……」

　くちびるを半開きにしてタオルを受けとった穂稀が、おそろしい未来を予感しながら、ぎこちなく視線を下方へと移動させた。

　もちろん、彼女が予期したとおりの光景が、そこにはあった。

　たくさんの水すい滴てきが、彼女の肉体の黄金比を賛美しながら、柔やわ肌はだの上を滑り落ちていく。今、その肌を隠かくすものがあるとしたら、それは左胸に咲さく花だけだ。

「………っ!!」

「だめぇっ！」

　穂稀が鼻まで湯に沈しずめたのと、眞子の手が今度は孝晴の目をふさいだのは同時だった。

　目をふさぐといっても、それはほとんど突進である。孝晴は身の危険を感じてのけぞり、勢い余った眞子ともつれて背後の壁かべに激げき突とつした。

　幸いだったのは、背にしていたのがコンクリートの壁ではなく、竹を並べた仕切り板だったことだ。もしコンクリートだったら、孝晴は赤い絵の具をふんだんに使用した壁へき画がになっていたかもしれない。

　頑がん丈じようで弾だん力りよく性にも富む青竹が、みしみしと不平を漏もらす。

「……ま、まぁ、あれね、考えてみれば、人間の裸ら体たいは美術絵画や彫ちよう刻こくの題材にもなっていますし、ことさら隠す必要もないのよね。そう、美術品を鑑かん賞しようしたと思いなさい、指宿くん。それで、なるべく早く忘れなさい。わかった？」

　かなり苦しい理り屈くつで自分自身の説得に成功した穂稀が、体を再浮ふ上じようさせた。まだ顔は赤いが、水中でしっかりとタオルを巻いており、腰に手をやって前まえ髪がみの水滴を指で払はらう挙きよ措そは堂々としたものだ。

　だが、孝晴はそれに答えることはできなかった。竹の繊せん維いがはじける破は裂れつ音が連続し、それに続いて仕切り板が轟ごう然ぜんと倒たおれたからだ。

「きゃあぁぁっ！」

「うおぉ……っ!?　こうなる気がしてたぜ！　ちくしょう！」

　背中を支えていた板いた壁かべが、断りもなしにその義務を放ほう棄きしたのだ。たまらず眞子と孝晴は、傾けい斜しやする仕切り板とともに仰あお向むけざまに倒れこむ。二人の狼ろう狽ばいの声が尾おを引いた。

　巨きよ大だいな仕切り板によって押しのけられた空気が、あたり一帯の湯気という湯気を吹ふき散らす。

　着水によって浴よく槽そうに津つ波なみが発生し、あふれた湯が岩の縁ふちを越こえて、洗い場に重ねられていた手て桶おけを押し流した。

　洗い場を蹂じゆう躙りんした洪こう水ずいが、排はい水すい口こうの嗚お咽えつを最後に収まると、その後はただ、湯が注ぎ口から流れる音だけが残された。倒れた仕切り板は、湯の上に筏いかだのように浮うかんでいる。その上に寝ねそべったまま、眞子と孝晴は見た。

　女湯の洗い場にいる二人の人物を。

「……………」

　誰だれもが、その数秒間は無言だった。

　仕切り板の上で半ば抱だきあっている眞子と孝晴も、蛇じや口ぐちの前で腰かけに座っているアスリンも、その後ろで彼女の髪を泡あわ立だててやっている瑠る佳かも。

　女湯は男湯よりも若じやつ干かん広く、洗い場にも十数基の鏡と蛇口が並んでいるが、今、使用者を迎むかえているのはそのうちのひとつだけだ。男湯が孝晴ひとりに占せん有ゆうされていたように、夕食時の事件によって、五組の女子生徒も二人を残して寝込んでしまっているのだ。

　瑠佳の唇が、わなわなと震ふるえた。

「な、なんで……アンタ……」

　その次に出るのは、罵ば詈り雑ぞう言ごんの機き銃じゆう掃そう射しやと手桶や腰かけの手しゆ榴りゆう弾だん──そのはずだったが、瑠佳の選んだ行動は眞子や孝晴の意表をつくものだった。

「……み、見るなよぉ」

　タオルをかき寄せ、膝ひざを曲げてしゃがみ込んだ瑠佳は、朱しゆに染まった顔を伏ふせて、あろうことか泣きだしたのである。

　孝晴は言うにおよばず、眞子も目を見開いて言葉を失った。

「なんでだよぉ……お父さんと弟にしか見せたことないのに……ひどいじゃんかよぉ……」

「……目がぁ……目がぁ……」

　ガラスビーズみたいな涙なみだをぽろぽろこぼして、洟はなをすすり上げる瑠佳の前で、アスリンが目を閉じたまま両手で阿あ波わ踊おどりを踊っている。シャンプーが目に入って苦しんでいるらしい。
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「あの、瑠佳さん。わたし……」

「す、すまねぇ、宮みや川がわ。すぐ出てくから」

　孝晴は眞子の腕をつかみ、不安定な仕切り板の上で膝立ちになった。アスリンが目を開いたらさらにややこしいことになるのは自明のことである。その前に退散するのが賢けん明めいだ。眞子も、両手をついて深々とお辞じ儀ぎをしてから、すなおにそれに従う。

　だがしかし、その判断は少々遅おそきに失したと言わざるを得ない。

　脱だつ衣い所のドアが横に開き、現れた三人目の人物が、その優美な流線型の脚あしで石いし畳だたみを踏ふんだ。

「あらあら、にぎやかね。でも、指宿くん。知ってたかしら？　男湯はあっち」

「せ、先生……」

「それと、小鳥遊さんも、候補生用のお風ふ呂ろに入っちゃだめよ。お鍋なべの出汁だしになっちゃったら困るでしょ？」

　にこやかな微笑ほほえみを絶やさずに、エカテリーナは人差し指を男湯の浴槽に向けた。

「ところで、あの子──生きてるのかな？」

　背中を上にして、子供用のオモチャのようにぷかぷか浮いているのは、おそらくであるが、安永瑛であった。




「それじゃ、指宿くんと小鳥遊さんと緒澤さん。お風呂掃そう除じよろしくね」

　濡ぬれたミルクティ色の髪をドライヤーで乾かわかしながら、エカテリーナが女子脱衣所から顔だけをのぞかせた。その一言で、廊ろう下かに正座をしていた孝晴たち三人は、ようやく足のしびれから解放される。もっとも、眞子と穂稀にはたいした苦痛でもなかっただろうが。

　解放といっても、懲ちよう罰ばつとして男女浴場の掃除を命じられたのだから、自由の身とは言いがたい。全クラスの生徒と教師が入浴を終え、無人となった浴場の床ゆかをデッキブラシでこすりながら、孝晴は慨がい嘆たんした。

「なんで俺までこんなことさせられてんだ……」

「ごめんなさい……」

　膝をついてハンドブラシをかけていた眞子が、しおらしく頭を下げた。孝晴や穂稀もそうだが、今はちゃんと体操着を身につけ、ジャージの袖そでと裾すそをまくっている。

「説明しろよ。昼間、安永といっしょに敷しき地ち内をいろいろ調べたのと関係あるんだろ？」

「そう、なんですけど……わたしの目的とは微び妙みように違ちがってるというか……」

　眞子はちらちらと穂稀の顔色をうかがいながら、言葉を濁にごした。

　お湯を抜ぬいた浴槽の底を、腹立ちまぎれだろう、槍やりで突くようにデッキブラシでこすりつけている穂稀に、孝晴は冷ややかな視線を送った。

「なんだ、緒澤が黒幕か」

「失礼な言い方ね。べつに無理やりこの子を誘さそったわけじゃありません」

「それじゃあ、安永を誘ったのか？　男湯のぞきに行こうって？」

「のっ！　のぞくつもりは……！」

　自身の名めい誉よを守るために決然と孝晴のほうに向き直った穂稀が、すぐに視線を外す。

「け、結果的にはおあいこですし……むしろ美的観点から言えば、あなたのほうが一方的に得をしたとも……」

　何やら、自分は美しくないものを見たとでも言いたげな様子であるが、それを指し摘てきするのは孝晴としてもはばかられた。穂稀のほうも、自分が口にしていることが恥はずかしくなってきたらしい。急に忙いそがしそうにブラシの棒を前後させはじめる。

「わたしたちは、安永くんの無む謀ぼうな脱走を止めようとしただけです！　こうなってしまったのは不ふ慮りよの事故！　計算外！　邪じや悪あくな運命のいたずらよ！」

「安永の脱走なぁ……」

　それはどうやら、事実だったようだ。穂稀が教師たちに直じき訴そしたとおり、駅のコインロッカーから安永の所持品や現金が発見されたと、孝晴もエカテリーナから聞かされていた。

　そうであるなら、安永も風呂掃除に加わるのが当然なのだが、湯にのぼせたのかどうなのか、意識を失って医務室へ運ばれてしまった。

「ゾンビのくせにのぼせるなんて、おかしなやつだよな」

「孝晴くん、知ってます？　学園七十七不思議の……」

「ゾンビが風呂に入ったら溶とけちまったって話だろ？　安永は溶けなくてよかったな」

　孝晴は肩かたをすくめ、ブラシの棒の先せん端たんにあごを載のせた。

「おまえ、なんでそんな熱心に怪かい談だんなんて調べてんだ？　協賛生のクラスではそういう課題でも出てるのか？」

「そういうわけじゃないんですけど、事情が……」

　曖あい昧まいな笑顔で孝晴を見上げて、眞子は頭を搔かく。

　伸のばした首の表面に、赤黒いムカデが這はっている。手術の名残なごりだろうか、ひどくはっきりとした縫ほう合ごう痕こんである。白い皮ひ膚ふを真横に断たち、それはぐるりと首を一周していた。

　先ほど、男湯で出くわしたとき、孝晴はその疵きず痕あとに気がついたのだった。

　孝晴と再会した朝もげた腕うでも、同じように縫合されているはずだが、そちらは庄しよう司じが処置したらしく、痕こん跡せきはほとんど目立たなかった。つまり、首の傷は入学以前のものだ。

　もうマフラーが必要な季節ではないのに、普ふ段だんそれを首に巻いているのは、傷を隠かくすためなのだろう。それが、彼女の死因だったのかもしれない。

　いったい、どんな死に方をしたのか……。

「………？」

　あの朝と同じように、軽く首を傾斜させ、唇くちびるからかすかに白い歯をのぞかせて、不思議そうに瞳ひとみを向けていた眞子が、孝晴の視線の意味を気取って、恥ずかしげに顔を伏せた。ジャージのジッパーを襟えりまで上げ、首をすっかり隠してしまう。

「……なぁ、その怪け我が──」

　しばらく躊ちゆう躇ちよしてから、思いきって孝晴が尋たずねようとしたとき、浅い水たまりを長なが靴ぐつで思いっきり踏んだような音が、がらんとした浴場に響ひびいた。

　倒れて撤てつ去きよされた仕切り板の代わりに、青いビニールシートが男湯と女湯を遮しや断だんしているのだが、その手前にいたはずの穂稀の姿がない。

「……緒澤？」

　穂稀の姿は、浴槽の底にあった。

　横よこ倒だおしになり、ぐったりと全身を虚きよ脱だつさせて、目を閉じている。排水口から流れきらず、わずかに石畳を浸ひたしている水が、水色のジャージと若草色の髪に吸われていた。

「穂稀さん!?」

「お、おい！　どうしたんだよ？」

　孝晴に助け起こされ、穂稀は目ま蓋ぶたを上げたが、青みがかった瞳は焦しよう点てんを結ぼうとしない。死人は息をしないはずだが、彼女の小刻みな呼吸は苦しげに空気を求めていた。額が汗あせばみ、唇の色もよくない。

　そして、体操服のシャツにわざわざ開けた穴から頭を出している花が、その色つやを失ってしおれているのを、孝晴は見てとった。まるで安物の造花だ。

「熱があるみてぇだ。あんな格好でうろうろしてるから……」

　孝晴は舌打ちし、穂稀の体を抱きあげた。身長も低くなく、発育もよい彼女の体は、それなりに重い。いわゆる〝お姫ひめさまだっこ〟では無理がある。

「やっぱ背中におぶってくから、ちょっと手伝ってくれ」

「え？　あ、はいっ」

　うらやましそうに孝晴の腕の中の穂稀を見ていた眞子が、あわてて首しゆ肯こうする。

　眞子の手を借りて、穂稀の体を背中に移し、改めて孝晴は立ちあがった。

「ちょっと医務室まで運んでくる」

「あの、わたしは？」

「掃除してろよ。緒澤置いて、すぐもどってくるから」

　そう言い残して、脱衣所のドアをくぐった。

　ぽつん、と露ろ天てん風呂に取り残された眞子が、口をとがらせた。

「……ずるい、穂稀さん」

　もちろん、穂稀は仮け病びようを使っているわけではなかった。

　医務室に担かつぎこまれた彼女をひとしきり診しん察さつしたのち、庄司がくだした結論は明確であった。

「茹ゆであがっちゃったんだね、うん」

「つまり、湯当たり……？」

「いやいや、言葉どおりの意味さ。彼女はだって、ほら、植物だから。野菜を鍋で茹でると、くたくたになるだろ？」

　聴ちよう診しん器を白衣のポケットにしまい、庄司は薬品棚だなに足を向ける。

　孝晴は、ベッドの上で眠ねむっている穂稀に目を落とした。その胸に咲さいた花が、彼女の身の上を思い出させる。

「ま、心配するほどじゃないよ。動物よりも熱に弱いとはいっても、植物にはすぐれた再生能力があるからね。とりあえず、活力素を点てん滴てきしとくから、一晩寝ねたら元気になってると思うよ」

「しかし、なんでこいつ息してんだろ。ゾンビなんでしょ？」

「ゾンビだって呼吸する子は珍めずらしくないよ。たいていは生きてたときの癖くせが抜けないってだけなんだけど、この子の場合は肺はい胞ほうから二酸化炭素を吸収してるんだね」

「酸素じゃなくて？」

「指宿くん、小学校の理科からやり直すかい？」

　手て際ぎわよく点滴装置を用意し、穂稀の左腕の手首に翼よく状じよう針を刺さした庄司が、孝晴の基き礎そ学力に疑問を呈ていする。植物と動物は完かん璧ぺきな共生関係を形成しているのだ。

「地下の実験室は今、ほかの協賛生の治ち療りようでちょっとごたごたしてるから、緒澤さんはこっちで寝かせておくよ。心配なら、しばらく看みててもいいけど」

「いや、俺、風呂掃除あるんで……」

　眞子ひとりに押しつけるのは、あまりに気の毒だ。

　それに、この医務室は穂稀のほかにも里り緒お菜なや、そのほか数人の候補生がベッドで休んでいる。自室で安静にしている大部分の生徒たちに比べて、彼女たちは具合がよくないのである。看護師ならともかく、ただの素人しろうとがいても邪じや魔まなだけだろう。

「そういや、先生、安永のやつは？」

「それが、キミ、驚おどろくべき発見があった」

　去り際に、何気なく尋ねたところ、庄司は由々しげな表情で唇のピアスに手をやった。王おう冠かんをかぶった骸がい骨こつと蛇へびがからみついた十じゆう字じ架かの指輪が、照明を反射する。

「こっちへ来たまえ」

　庄司に誘われ、孝晴は部屋の奥──白い清潔なカーテンで仕切られた一いち隅ぐうへと移動した。

　カーテンが横に払はらわれると、ベッドの様子があきらかになる。

　眼鏡めがねをかけた男子生徒が、まるで博物館のミイラみたいに横たわっていた。ミイラとの相そう違い点は、彼の顔は乾かん燥そうするどころか汗で光っていることと、彼の体を覆おおっているのが包帯のような布ではなく、白い拘こう束そく着だということである。

「安永!?」

「………むぐぅ」

　返事が不明めい瞭りようなのは、口に嚙かまされた猿さる轡ぐつわのためである。

　眼鏡のレンズ越ごしに血走った目で睨ねめつけられ、孝晴は尻しり込ごみした。起きあがろうとした瑛を拘束着につながれたベルトが引きもどし、ベッドの脚あしがきしむ。

「せ、先生。こいつ、いったい……」

「いやいや、ゾンビの本能に目覚めて凶きよう暴ぼう化したとかじゃないから、安心してくれていい。ただ、うるさいもんだから一時的にね。……さすがに落ちついたみたいだし、猿轡は取ってあげよう。ただし、また騒さわぐようなら、今度は舌を切除するよ？」

　首を上下させる瑛の口から、猿轡が取り除かれた。

「……庄司先生。これは重大な人権侵しん害がいですよ」

　さすがに舌を切られるのはいやだと見えて、瑛の言葉は険悪でこそあれ、声は大きくなかった。

「指宿くん、きみが証人だ。未成年者、しかも病人に対するこの不当な扱あつかいについて、いずれ法ほう廷ていで証言してもらうから、そのときは頼たのむよ」

「元気そうでよかったぜ。そんじゃ俺、掃そう除じがあるから」

「待たないか！　この状じよう況きようを見て、元気そうで済ますというのか、きみは！」

「元気っすよね？　先生」

「ああ、きわめて健康だ」

　診しん断だん書を確かく認にんしながらきっぱりと保証した庄司に、ベッドから瑛が抗こう議ぎする。

「健康なのが問題だと思いませんか!?　先生！」

「まぁ……ね。驚いたよ、ボクも」

　庄司が灰色の髪かみを搔き、むずかしげに口もとをゆがめる。無言で問いかける孝晴に、庄司は診断書を軽く振ふってみせた。

「健康なんだ。呼吸、脈みやく拍はく、心しん拍ぱく、体温、皮膚感覚……まるで、生きているみたいにね。非常に珍しい、いや、おそらく世界初の事例だよ。ゾンビがここまで人間に近い状態を維い持じしているなんてのは」

「普ふ通つうに、生きてる、っていう解かい釈しやくもありますよね!?」

　瑛の必死の訴うつたえに、庄司は重々しくうなずいた。

「うん。その点については、厳正なる精査がおこなわれねばならない。万が一、キミが再活性者ではなく一次活性中──生存中の人間だとしたら、こりゃたいへんな手て違ちがいだからね」

「それじゃあ……」

　この腐くさりきった（比ひ喩ゆではない）学校から抜ぬけ出せる。その希望が、瑛の面おもてを明るくした。

　庄司はかたわらの椅い子すに腰こしを下ろし、瑛の肩に手を置いた。そして、清すが々すがしい笑えみを彼の生徒に向け、ふたたびうなずく。

「前例のないことだし、調査には三年間ほどを要するけど、よろしくね？」

「さっ、三……!?」

「ボクとしてもね、なんとなく、キミは人間じゃないかなー、って気はしてたんだよ。でも、ほら、ウチみたいな学校だと区役所やら保健所やらの審しん査さ基準が厳しくてさ。いったんゾンビとして処理された以上、はい、人間でした、さようなら、ってわけにはいかないんだよねぇ……ま、寮りようの食事なんかには気を配るから、三年くらい我が慢まんしようよ？」

　ようするに、卒業までは協賛生のクラスで、ゾンビとして扱うと庄司は言っているのだ。

　もちろん、瑛は納なつ得とくできない。

「そ、そんな馬ば鹿かな！　横暴だ……！」

「そのとおりなんだけど、こればっかりはボクの一存ではねぇ。キミを再活性者として申しん請せいしたのはご両親だし、役所がそれで処理しちゃってるから……ごめんね？」

　一いつ片ぺんの後ろ暗さもない笑顔で、庄司は猿轡を瑛の口にもどした。

「候補生と違って協賛生はクラス替がえもないし、三年間、仲よくやろうよ」

「ぐく……っ。うぅぅ……！」

　憤ふん懣まんを声にすることもできず、瑛はベッドを激しく揺ゆすった。

　孝晴は同情をこめてそれを見守っていたが、眞子を待たせっぱなしにしていることを思い出し、瑛に軽く手をかかげてみせた。

「じゃあ安永、また明日あしたな。……なんつーか、まぁ、あんま気にすんなよ？」

　気の利きいた言葉を探したが見つからず、取ってつけたように笑って励はげますと、孝晴はベッドのそばを離はなれる。

　が、ふとその足を止めた。

「……先生。もう一個、訊きいていいっすか？」

「なんだい？」

　しばし逡しゆん巡じゆんの沈ちん黙もくを置いてから、孝晴は意を決して、庄司の怜れい悧りだが人のよさそうな顔をまっすぐに見つめた。

「小鳥遊の首の怪け我がって……」

「ああ。……んー、ほんとは生徒の個人情報だからいけないんだけど、キミは彼女と幼なじみだったかな？　ま、特別だよ」

　庄司は長ちよう軀くを少しかがめ、おそらく瑛の耳に届かないように声を落とした。

「あの疵きずはね、首をこう、ぐるっと一周してる。頭部を切断されたんだ」

「………」

「入学前にちょっと診断しただけだから、はっきりとはわからないけど、たぶん一年以上は前の怪我だね」

　一年以上前となると、眞子が中学生の頃ころだ。

「死因……ってことだよな、やっぱ」

「それが、わからない。本人が服脱ぬぐのいやがったもんだから、ちらっとセーラー服めくって見せてもらっただけだけど、腹部から胸にかけても縦に裂さかれたような縫ほう合ごう痕こんがあるし、腕うでだってストイチコフ先生が保護する以前に、一度切断された形けい跡せきがある」

「じゃあ、たとえば事故で死んで、検死解かい剖ぼうされたとか……」

「切開の仕方と縫合の具合からして、その可能性は低いね。はっきり言えるのは、過去に誰だれかが彼女をばらばらにした、それだけだ」




　明けた翌日、空は朝から高く晴れていた。

　朝食のあと、孝晴たち候補生は運動場へ出て、クラス単位ではなく各専せん攻こう科ごとに整列した。孝晴は戦術体育科の列である。

　その後、エカテリーナ（なんと彼女は体育教師だ）にラジオ体操を命じられたのだが、運動場を見わたせば、生徒の姿はかぞえるほどしかない。戦術体育科の孝晴、戦術研究科の瑠佳、人文科学科のアスリン、そのほか片手でたりる人数だ。

　体操で体をほぐしたあと、森林公園の遊歩道をジョギングで三周。

　先頭のエカテリーナは、貫かん禄ろくをつけるためだろうか、竹刀しないなど手にしている。

「はぁい、みんな。歩いちゃだめよ～」

　その後方、十メートル以上も遅おくれて、孝晴は重い脚を前へと運ぶ。中学時代はバスケ部に在ざい籍せきしてはいたものの、さして熱心な部員ではなかった。スポーツ自体は好きだが、体力は人並みに毛が生えた程度だろう。

　それに加え、昨晩はあまりよく寝つけなかった。庄司の話のせいか、それとも露ろ天てん風ぶ呂ろであんな無茶苦茶なことに巻きこまれたせいか、そこは孝晴自身にもわからない。

「だりーなー。このあとも柔じゆう道どうやったり持久走やったりじゃあ、今から気が滅め入いるよな。おまえらの科は頭痛くなるような勉強させられるんだろうけどさ」

「………」

　孝晴は瑠佳の横に並び、わざとらしく泣き言を吐はいたが、相手の同意は得られなかった。

　つん、とそっぽを向き、瑠佳は足を速めてどんどん先へ行ってしまう。

「……やっぱ怒おこってる？」

「かも……」

　孝晴の問いかけに、アスリンは自信なげに首をかしげた。ジャージのかわりに、体操服の上からチャコールグレーのフーデッドパーカを身につけている。

「まぁ、怒るよなぁ……」

　みごとな健けん脚きやくで見る間に遠ざかる瑠佳の背を、孝晴は嘆たん息そく混じりに見送った。長いハチミツ色の髪が、木こ洩もれ陽びを吸って白く輝かがやいている。

「わたしは……怒ってない、から……」

　地面を見ながら、聞き取りにくい声でアスリンがつけ加えた。

　うっ、と孝晴は声をつまらせた。

　瑠佳だけでなく、アスリンも激げき昂こうしてしかるべき立場なのだ。孝晴が望んであんなことをしたわけではないが、起きてしまった以上、手加減なしのパンチの数発は覚かく悟ごしていた。

「いや、その……悪かったな。おまえにも」

「……平気」

　アスリンはあまり体が丈じよう夫ぶではないようだ。まだ走りはじめて十分たらずなのに、もう息が上がっている。孝晴もそれほど速く走っているわけではないが、彼女は一生懸けん命めいに両りよう脚あしを動かしてなんとかついてきているといった印象である。

「……言ってくれたら……見せるし……」

　フードから垣かい間ま見みえる横顔が上気しているのは、運動のせいだけではないようだ。

「そ、そりゃご親切に……」

　言葉に表せない居づらさを感じ、孝晴はいったんはアスリンに合わせて落とした走行ペースを、一気に全速力にまで跳はねあげたい思いに駆かられた。

　ジョギング後、十五分ほどの休きゆう憩けい時間をはさみ、孝晴は屋内運動場内の柔じゆう剣けん道どう場へ移動した。アスリンや瑠佳たち他科の生徒には、それぞれべつの授業が待っている。

　戦術体育科の生き残りは孝晴ひとりきりであった。

「それじゃ、指宿くん。先生と乱取りしましょうか？」

「えっ？　そ、そりゃちょっと、まずいんじゃねーかな……」

　すでに柔道着に黒帯を締しめたエカテリーナに微笑ほほえみかけられ、孝晴は困こん惑わくした。普通、こういうものは男女で組み手などしないものではないだろうか？

「平気よ。先生強いんだから！　行くわよ？」

　エカテリーナの右手が孝晴の道衣の奥おく襟えりを取った。ぐい、と上体を牽けん引いんされると、ほとんど顔が相手の胸の谷間に埋うまった格好になる。やわらかな圧あつ迫ぱく感かんと香こう水すいのいい匂においに、思わず口もとを弛し緩かんさせた瞬しゆん間かん──。

「でぇぇいっ！」

「はぇ……？」

　巴ともえ投なげの餌え食じきとなって宙を一回転した孝晴は、受け身もできずに畳たたみに叩たたきつけられていた。

　なるほど、たしかにエカテリーナは強かった。孝晴はひたすら投げとばされ、一時間の半分を空中で過ごした。残りの半分は、絞しめ技わざを受けて地面でのたうち回った時間だ。

　柔剣道場を出るときには足あし腰こしはガタガタで、そうなると当然、次の再活性者分ぶん析せき学の授業に集中することなどできない。

「協賛生とともに過ごし、諸君ももうわかっていると思うが、一口に再活性者といっても、ちょっと見ただけでは普通の人間と見分けがつかないことが多い。ゾンビだからといって親切に腐っていてくれるわけでもないのでね」

　演えん壇だんに立つ幸こう谷たにのもったいぶった声が、がらんとした講堂に響ひびく。

　大学の講堂と同じく、前方の演壇から生徒の席が階段状に上へとつらなっているのだが、本来は優に百人以上を収容できる室内には、ほんの数人が腰かけているだけである。

「おもな再活性者の判定法は、以下の三つ」

　幸谷が黒板にチョークを走らせる都度、ほとんどむき出しの頭皮に照明が反射する。

「まずは形状判定法。これは基本だ。目で見て判断する。たとえば、即そく死しに相当するような大おお怪け我がをしているのにまったく平然としているだとか、あきらかに腐ふ敗はいしているとか、そういう場合に有効だ」

　幸谷はチョークで汚よごれた指で眼鏡めがねを直した。

「損傷の度合いが大きい再活性者ほど、知能の劣れつ化かが著いちじるしい傾けい向こうにあるので、覚えておくといい。次に、行動判定法だ。これは再活性者の身動きや外部情報への反応をみて判断する方法だ。代表的なロメロ型の場合、動きがかなり緩かん慢まんなので判別しやすいが、人間のように走るタイプ、人間以上の運動能力を有するタイプもあるので注意するように」

　眞子や穂稀がそうだが、協賛生には人間とあまり変わらず身動きをするゾンビが多い。ゾンビ全体を見れば、動作は鈍にぶいものが一いつ般ぱん的とはいっても、例外もまたすくなくないのだろう。

「最後が、感覚判定法だ。これは行動判定法の一部として語られることも多いが、重要なので別個に説明する。再活性者の大半は痛みを感じない。それを利用した方法だ。人間に有害な上位三種──甲きのえ乙きのと丙ひのえ種しゆの再活性者は、さっき述べたように身体的損傷が激しい場合が多く、形状判定法が有効なんだが、再活性直後は損傷が目立たないことが往々にしてある。そうした状じよう況きようで役立つのが、感覚判定法だ」

「銃じゆうで脚あしでも撃うって、痛がらなかったらゾンビってことか？」

「もし人間だったら……たいへん……」

　物もの憂うげに頰ほお杖づえをついた孝晴のつぶやきを耳に留め、隣りん席せきのアスリンがもっともな指し摘てきをした。瑠佳の姿ははるか遠く、対角線上の反対側の席にぽつんと見える。

　演壇の幸谷が、眼鏡の蔓つるをつまんで、こちらを見上げた。

「質問かね？　指宿くん」

「いや、すんません」

「ふむ。だが、その点は重要なことだ。再活性者なのか、単に怪我をした人間なのか、という点はな。銃で撃って確かく認にんするなど、もってのほか。素す手でで殴なぐりたまえ」

「それはそれで、怪我人だったらまずいような……ゾンビだったらもっとたいへんなことになりそうだけど」

「まぁ、購こう買ばい部にゴム弾だんを射出するガス銃が売っているので、それを使うのもいいだろう」

「先にそっちを教えてくださいよ」

「次に、死体が再活性する過程だが、こちらの映像を──」

「無視かよ」

　黒板に純白のスクリーンが下ろされ、スライド映写機が準備された。

　けっきょく、幸谷の講義は予定時間には収まらず、孝晴たちは二十分近くも余分にゾンビの知識を身につけることになった。

「これから十五分の休憩ののち、資料館を見学するので、各自、休憩時間中に移動を済ませるように」

　資料館は、この講堂があるＬ字型の宿舎とは運動場をはさんだ場所にある。いちおう宿舎の端はしから通路で連れん絡らくはされているのだが、遠回りになるため、いったん外へ出て運動場を横切るのが早い。

　玄げん関かんホールで運うん動どう靴ぐつに履はきかえた孝晴は、瑠佳がそのまま通路を直進していくのを見て声をかけた。台車に大きな木箱を載のせて、それを押している。

「おい、宮川。何やってんだよ？」

「……べつに。アンタには関係ないじゃん」

「あー、そうですか、まだお怒いかりは冷めませんか」

「うっさいな！」

　頰ほおを火ほ照てらせて、瑠佳は顔をそむけた。まともに孝晴の顔を見ることすらできないらしい。

「アタシは班長だし、授業の準備とかいろいろあんの！」

「そんなら手伝ってやるよ」

「けっこーです。アンタみたいな性欲の権ごん化げと二人きりになるなんて、おっかなくてしょうがないよ」

　孝晴の申し出をつっけんどんに辞退すると、瑠佳は憤ふん然ぜんとした足取りで廊ろう下かを去っていった。台車の車輪がいやな音をたて、それを人ひと気けがない通路に反はん響きようさせる。

　すげない対応に孝晴は腹が立ちはしたものの、風ふ呂ろ場ばで泣かせてしまったという負い目があるので、黙だまって引き下がるしかなかった。

「ったく……そんなはっきり見たわけじゃねぇっつの！」

「仲よく……万ばん事じ、仲よく……」

　玄関口で待っていたアスリンが、説教らしくもない説教を口にした。両手で楽器箱をさげて、まるで習い事の帰りに親の迎むかえを待つ小学生だ。

「おまえ、いつもその箱持ってんの？」

「だいたい……」

　さすがにジョギングやラジオ体操のときには手もとになかったようだが、わざわざ合宿にまで持参するのだから、よほど大切なものらしい。




　再活性者歴史資料館。

　名前だけは立派である。

　だが、三階建ての建物自体は、宿舎や屋内運動場などと同様、太平洋戦争以前の建築であり、非常にくたびれている。壁かべの漆しつ喰くいが落らく剝はくして煉れん瓦ががのぞいているなどいいほうで、窓ガラスのひびはテープで補強してあるだけだし、廊下の電灯はところどころ切れたり点てん滅めつしているし、階段のリノリウムは磨ま耗もうしてすっかり変色しているのだった。

　おまけに、かつて精神病院だったというだけあって、なんでもない窓や扉とびらに鉄てつ格ごう子しがはまっていたり、わけのわからない引っかき傷や文章の一部らしい文字が壁に残っていたりする。

　だがもちろん、資料館の看板にふさわしい部分もあった。

　かつて小部屋だったのをぶちぬいた各展示室には、それらしい品々がちゃんと配置されており、来館者にゾンビのなんたるかを知らしめている。

「まるで蠟ろう人にん形ぎよう館ね」

　うそ寒そうに、穂稀が眉まゆをひそめる。

「穂稀さん、マダム・タッソー行ったことあるんですか？」

「ないわよ。ロンドンでしょう？　わたし、海外旅行は一度も行ったことないの。観みたのは東京タワーの蠟人形館よ」

　マダム・タッソーの分館は東京にもあるが、本場ロンドンには歴史上の偉い人じん、有名なサッカー選手、俳優やコミックヒーローなどの蠟人形が客の目を楽しませている。

　この資料館は、そのゾンビ版だ。

　ただし、ここにあるものは蠟で造られた分身ではなく、本物である。

　入り口から入った廊下には、県内の貝かい塚づかで出土したゾンビを模した土ど偶ぐう、飢き饉きんの折に遺体がゾンビ化した惨さん事じを描えがいた平へい安あん時代の絵巻物、勇ゆう猛もうな武将によって切り落とされたゾンビの腕うでのミイラ、などなどがガラスケースの中に陳ちん列れつされ、案内板の矢印に従って進めば、戦国時代、江え戸ど時代、明治時代、戦前、戦後、現代のゾンビの剝製が、往時の衣い装しよう、あるいは副ふく葬そう品ひんなどとともに居並ぶ様子を観覧できる。

「ゾンビの剝製って……これ、人間の剝製ですよね」

「そうなるわね。いったん重殺されれば、ゾンビも普ふ通つうの死体も同じなわけですからね。まったく、誰だれがこんな悪あく趣しゆ味みな──」

「──無む駄だ口はひかえろ」

　眞子と穂稀は息を吞のんだ。いつの間にか、白い影かげが展示室の入り口にたたずんでいる。

　靴くつ音おとはなかった。

　廊下の窓から射さし入る明かりを背にしているため、防護服の輪りん郭かくが光に溶とけ、玉たま乃のの姿はぼんやりとした影に見えた。まるで、人の形をしたべつの何かのようだ。

　どこかで空調か換かん気きの音がしているのに、空気そのものは固体になったかのように動きを止めている。眞子は感じるはずのない息苦しさに、喉のどを鳴らした。

「あ、す、すみません……」

「おのれの役割を認識し、それ以外のことをするな」

　眞子の言い訳を聞くつもりはないらしい。すっ、と体を横に向け、壁の陰かげに消える。

　凝ぎよう結けつしていた空気が気体にもどった。

「……なんだっていうのよ。もう少し言い方ってものがあるでしょうに」

　穂稀がぶつくさ不満をこぼす。まだそう遠くへ行っていない相手の耳にも届くよう、意識した声だったが、どこかしら虚きよ勢せいの響きがある。

　眞子には、穂稀の恐おそれがわかった。自分も、あの老人が恐ろしかったから。

　理由はわからないし、心当たりもなかったが、あの人は自分のことを憎にくんでいる。そんな気がした。

「何やってんだ？　おまえら」

　今度の声は、まったくもって憎しみとは無む縁えんだった。

　展示ブースと通路を仕切る手すりの向こうに、孝晴が立っている。横にちょこんとくっついているのは、頭のフードからあんず色のおさげをのぞかせた少女──アスリンだ。

「見ればわかるでしょう」

「わからねぇから訊きいてるんだよ」

「ええと、展示物です」

　無愛想に突つき放はなした穂稀に代わって、眞子が説明した。

　彼女たちが今いる場所は、来館者が歩く床ゆかの上ではなく、室内の壁かべ際ぎわをぐるりと囲む展示ブースの一角である。もちろんそこは本来なら剝製や衣装や模型などの展示物が置かれるべき場所で、来館者が自由に出入りできるはずはない。外にいる孝晴たちから見れば、動物園の檻おりの中といったところだ。

　眞子たちが入っているブースは突き当たりで、右みぎ隣どなりのブースは『１９９０年代のゾンビ（十代女性）』という標札がある。中にいるのは、アフリカ人のように日焼けした肌はだに干し草のような髪かみを伸のばし、ブレザーの制服を着くずしてルーズソックスを穿はいた女子高生だ。

　当時、一部高校生の間で流行したメイクは、非常にゾンビとの見分けがつきにくく、重殺士泣かせだったと説明書きにはある。

　そのさらに右のブースは80年代のゾンビで、野暮ったいアイドルカットの黒髪に白いソックスを折り返し、〝なめネコ〟の免めん許きよ証しようとルービックキューブを手に持っている。

　その横は当然、70年代、60年代と時代をさかのぼっていくわけだが、反対側の２０００年代以降はひとまとめに、『現代・二十一世紀のゾンビ（十代女性）』と表示されており、そこが眞子たちの居場所なのだった。

「展示物って……なんで、おまえらが？　ほかのブースは剝製だぞ」

「昨日の罰ばつゲームです」

「罰？　虐ぎやく待たいよ！」

　安永の脱だつ走そうや浴場での乱らん闘とう騒さわぎの責任は、風呂掃そう除じだけで反ほ故ごにされたわけではなかったのだ。ほかのクラスメイトが地下室に監かん禁きん、いや、治ち療りようを受けている中、眞子たちはここで候補生たちの見学時間にあわせて展示物の役割をすることを命じられたのである。

「たまたまそこのブースの剝製が補修中でね、きみらに代役を頼たのむよ。壊こわした露ろ天てん風呂のドアや仕切り板のことはチャラにするからさ」

　ただ座ってればいい、と庄司は請うけ合ったが、それでもいい気分ではない。

　横三メートル、奥行き二メートルほどのブースは、なぜかカジュアルな喫きつ茶さ店てんの内装を模も倣ほうしており、壁にはかわいらしいアニメ調のキャラクターイラストが飾かざられている。そして、眞子はチアリーダーのノースリーブワンピース、穂稀はこちらもミニスカートの軍服──よりによってナチス第三帝国の親衛隊シユツツ・シユタツフエルだ──を身につけていた。

「……何よ？　ナチのＳＳ将校がそんなに珍めずらしいのかしら？」

「かなり珍しいぞ」

　穂稀が不ふ機き嫌げんなのは、見せ物にされているためだけでなく、その格好のせいでもあるらしい。一方の眞子はそれほど自分の身の上を嘆なげいてはいなかった。少々、スカートの丈たけが短すぎるのが気にはなるものの、普ふ段だん着慣れない衣装が新しん鮮せんですらある。

「コスプレ喫茶っていうらしいですよ、こういうの。東京で流行はやってるんですって！」

「知ってるよ。メイドカフェの親しん戚せきみてぇなもんだろ？」

「……ジャパン・カルチャー……」

　妙みように感心した様子のアスリンを尻しり目めに、孝晴は体を傾かたむけてブースの奥をのぞきこんだ。

　カウンター席の一番奥のストールに、もうひとりウェイトレス姿の少女が腰こしかけている。

　面識はないが、眞子たちのクラスメイトだろう。眞子より頭半分、そして穂稀よりも五、六センチは背が高いだろうか。女性としては長身の部類だが、パフスリーブから露出した二の腕やオーバーニーソックスに包まれた両りよう脚あしの曲線はたおやかだ。

　よほどこの扱あつかいが気にくわないのだろう、背中をまるめて居酒屋の酔すい客きやくのようにやさぐれている。それでも横顔の端たん麗れいなことは見てとれるし、眼鏡めがねのせいか、ずいぶんと聡そう明めいそうな印象を孝晴は受けた。

「なぁ、あっちの子はなんの罰で入れられてんだ？」

「え……？」

　眞子が体をひねって彼女のほうへ視線をやる。

「そういえば、安永はどうしたんだよ？　まだ医務室で縛しばられてるのか？」

「それが、その……」

　眞子は口ごもった。穂稀が妙にうれしそうに、にやにや笑っている。

「ご指名が入ったわよ、安永さん」

　奥の女子生徒が、びくっと身を震ふるわせ、錆さびついた機械のような動きで顔をこちらへ向けた。やわらかくカールした長い栗くり色いろの髪が肩かたに流れる。

「………？」

「……なんだい、その顔は」

「安永!?」

　声を聴きいて、はじめて彼女が彼であることに気づき、孝晴は飛びのいた。思わず、アスリンの背後に回りこみ、彼女を盾たてにしてしまう。

「お、おまえ、なんだよ、その格好は!?　いや、べつに他人の趣しゆ味みにとやかく言うつもりはねぇけど……そ、そういうのは誰も見てねぇとこでやれよ！」

「ぼくが自分の意志でこんな格好していると思うのか、きみは!?」

　カウンターテーブルに両手を叩たたきつけ、〝安永さん〟は血相を変えた。怒おこってもなお、声にさえ目をつぶれば女性にしか見えないところが恐ろしい。

「女装することを強しいられているんだ！　このブースに展示されていた剝製が女性だったからっていう理由でね！　さらし者にされるってだけでも屈くつ辱じよくなのに、こんなみっともない格好までさせられるなんて……。あまりの理り不ふ尽じんさに、さすがのぼくも理性が崩ほう壊かい寸前だよ……」

　力なく肩を落とし、吐と息いきする瑛。顔にかかった髪を払はらう仕草が、いやに色っぽい。

「せめて、そのカツラと胸パッドはどうにかしろよ……」

「男の格好でこの衣装じゃあ、まるで変態じゃないか！」

「今は変態じゃないみてぇな言い方だな！」

「整合性ってものがあるんだよ、世の中にはね。ま、幸いなことに、ぼくはそのあたりの女性よりも外見に恵めぐまれている。この姿でも他人を不快にすることがないのが唯ゆい一いつの救いさ」

　ふっと笑い、髪を搔かきあげる瑛の様子は、思ったほど悲観的なものではないように見えた。

「おまえ、やっぱり楽しんでるんじゃ……」

「そう思うのかい？」

　急に真顔になった瑛に見つめられ、孝晴の背を悪お寒かんが駆かけあがった。瑛の目は、世界が明日あした滅めつ亡ぼうすると知って貯金をすべて引き出した人間の目である。完全な自暴自じ棄きだ。

　ひかえめな口紅を点さした瑛の唇くちびるから、ひび割れた笑い声がこぼれた。

「どうせ、ぼくにはもう望みはないんだ。三年間、このクラスで過ごすだって？　このぼくが、ゾンビの中で？　このぼくが……ゾンビ……ああ！　明日よ、来ないでくれ！」

　絶望の重みに耐たえかねて、カウンターに突っ伏ぷしてしまう。置いてあったグラスを握にぎるが、展示ブースのサーバーは作り物なので、中身は空っぽだ。

　眞子が鉄てつ柵さくに身を乗りだし、孝晴に耳打ちした。

「今朝、医務室からもどってきてから、ずっとああなんです。何か想像を絶する悲しみに襲おそわれたとしか……」

「無理もねぇけどな……。しばらく、そっとしといてやってくれ」

　瑛の胸きよう裏りを慮おもんぱかり、目を伏せた孝晴は、ふと妙な違い和わ感かんを覚えて顔をあげた。

　隣となりの展示ブースに視線をやると、真っ黒に日焼けした90年代の女子高生と目が合う。携けい帯たい電話で通話中の格好で佇ちよ立りつする彼女は、映画『ピンク・フラミンゴ』の有名なドラァグ・クィーンみたいな顔をして孝晴を見つめている。

「………？」

　何かがおかしい。そう感じるのは、人体の剝はく製せいという気味の悪さのせいだろうか。

　すぐに孝晴は気づいた。剝製のポーズが先ほどとちがう。正面を向いていた頭部が、こちらに方向を変えているのだ。

「孝晴くん？　どうかしました？」

「いや……なぁ、この剝製って……」

　孝晴の声はそこで途と切ぎれた。

　女子高生の両眼の瞳ひとみが、滑すべるように動いたのだ。剝製の眼がん窩かにはめこまれた、ガラスの眼球が、である。

「……っ!?　う、うぉい！　こいつ、動くぞ！」

「はい？」

　思いきり飛びのいて手すりに腰をぶつけた孝晴に、眞子や穂稀が怪け訝げんそうな目をやる。

「う、動いたんだよ！　隣の剝製が！　いや、マジで！」

「またまたぁ、脅おどかそうとしても無む駄だですよ。ゾンビでもないのに動くわけが」

　眞子がほがらかに笑いながら手を振ふったとき、突とつ然ぜん、空のドラム缶かんでも叩いたような音が室内に響ひびきわたった。

「な……」

　もう一度、同じ轟ごう音おん。

「わぁああっ!?」

　眞子が絶ぜつ叫きようした。壁から突きだした腕うでが、彼女の首根っこを引っつかんでいる。

「な、何!?　何よ、その手は！」

　穂稀が反対側の壁に飛び下がり、瑛が腰を抜ぬかしてストールから落ちる。

　外にいる孝晴には、その腕が誰だれのものであるのかは一目瞭りよう然ぜんだった。隣りん接せつした展示ブースで、ベニヤ板の壁に腕を突っこんだ女子高生が、目玉をぎょろぎょろさせ、手足で床や壁を打ち、髪を振り乱している。

　再活性だ。

　先ほど、再活性者分ぶん析せき学の講義でスクリーンに映された映像と同じだ。すなわち、無害で寡か黙もくな死体が非生物の動物へと変化する、その瞬しゆん間かんである。

「ほら見ろ！　ほんとに動いてんだろ？」

「すいませぇん！　謝るので、これ取ってくださいぃ」

「いったいどうなっているのよ……!?」

「ア、アトラクションだ！　ドッキリに決まってる！　みんなカメラに注意しろ。毅き然ぜんとするんだ。無様におびえる姿を撮とられたら、あとで笑い者だぞ！」

　不意に、聴ちよう覚かく神経を逆なでするような騒そう音おんが館内の空気を波立たせた。

　サイレンだ。

　まるで地の底から空へと抜けるように、何度もくりかえし、響きわたる。

『えーっと……みなさん、ご注目。じゃなかった、ご傾けい聴ちよう願います』

「宮川!?」

　天てん井じよう近くのスピーカから降ってきた音声に、孝晴は耳を疑った。間ま違ちがいなく、瑠佳の声だ。

『あー、この放送は合宿所の建物ぜんぶに聞こえてると思います。……聞こえてるよね？　ま、いっか。単刀直入に言います。トライオキシン、なんだっけ……２３９型？　っていうのを資料館の通気口から流しました』

　トライオキシン。

　昨日の夕食時に、なんでもない肉にく片へんをゾンビ化させた危険な化学物質だ。

『これは昨日のヤツとはべつのタイプで、人間の死体にしか効果はないんだけど、そのかわり死体に対する再活性作用が非常に強力らしいです。あ、でも、重殺処理の方法は焼しよう却きやくでＯＫなので、倒たおすのは楽かも。あと、生きた人間には効果がないので、嚙かまれても平気っぽい』

　説明書でも読みながらマイクに向かっているのだろう、瑠佳の注ちゆう釈しやくは要領がよくない。

『まぁ、そんなわけなんで、候補生も協賛生も早めに敷しき地ち内から退たい避ひしてください。できれば、先生たちもね。警察とか呼ぶのは自由、ていうか、アタシが通報します。──そんじゃ、ヨロシク！』

　ぶつっ、と放送が途切れた。

「……な、なんだよ、宮川のやつ……何したって？」

「トライオキシンとかなんとか言ってたわね」

「ま、まさか。彼女なりのジョークだろ？」

「で、でも！　これ、手！　手がぁ！」

　眞子が自分の喉のど頸くびを鷲わしづかみにしている動かぬ証しよう拠こを指差し、訴うつたえた。

　通気口の換かん気き扇せんが運転する音が、全員の視線を頭上に招く。拡散したガスは無色透とう明めいで、その刺し激げき臭しゆうもきわめて微び弱じやくとなってしまう。それでも、効果は変わらないのだ。

「そうか……剝製も死体か！」

　重殺されたゾンビの剝製などと言っても、それは人間の死体を加工したものに過ぎない。そうなると、ここは死体だらけの墓地も同然だ。

　どこかべつの部屋で、ガラスの割れる音がした。ものが倒れる音、何かが立て続けに落下して床ゆかで砕くだけ散る音、壁かべを爪つめで搔く音、裸足はだしが床を踏ふむ音……。

　ぎぃぃぃぃ……。

　まるで悲鳴のようなきしみが、突とつ如じよとして室内に充じゆう満まんした。

　血を抜かれ、皮を剝はがれ、中身に肉以外のものを詰つめこまれた死体たちが、その自由にならぬ関節をいっせいに動かしはじめたのだ。

「に、逃にげよう！　逃げるんだ！」

「賛成です」

　瑛と穂稀が、それぞれ給仕服と軍服のスカートをひらめかせながら、手すりを越こえてブースから飛びだした。取り残された眞子が目を白黒させる。

「え？　ちょ、ま、待ってくださ……！」

「世話のかかる人ね！」

　穂稀の右手が宙空を薙ないだ。瞬時に成長した寄生植物の蔓つるが、鮮あざやかなライトグリーンの閃せん光こうとなって、眞子を捉とらえている腕を切断する。剝製の形を整えるため内部に詰めこまれていたウレタンが、綿毛のように舞まいあがった。

「た、助かりました」

「さっさと捨てなさい、そんなもの」

　軽々と手すりの上を跳ちよう躍やくした眞子が、穂稀の横に着地した。言われるままに、首からぶら下がっている腕をもぎ取って捨てる。切断面から太い針金がのぞいている。

　片腕を奪うばわれた女子高生が、ハリーハウゼンの手になるヒドラや骸がい骨こつ戦士の動きで、振り向いた。ガラスの眼球が、あべこべの方向へと動く。

　四方の壁に設営されているほかのブースでも、様々な年代の女子学生たちがその身をもだえさせながら、孝晴たち五人のほうへと興味を示しはじめていた。

「見えてるのか……？」

「皮ひ膚ふで空気の振しん動どうとか……温度差を感じて……動いてるから」

　アスリンの解説によれば、ゾンビにとっては必ずしも視覚は重要ではないというわけだ。腐ふ敗はいが進行して脳や視神経が機能していないゾンビが、生きた人間を区別し、襲しゆう撃げきする理由のひとつはその点にある。

　そして、動物の肉体が躍やく動どうするのは筋肉の伸しん縮しゆくによるものだという常識をも、この室内の剝製たちはくつがえしていた。皮膚がしわを寄せて縮み、ゴムのように伸のびては、骨格に当たる針金を動かしている。関節がないため、その動きはまるで軟なん体たい動物であった。

「こ、こえーよ……わりとマジで」

　人間の形をしたものが、人間にありうべからざる動き──指を手の甲こうにつけ、腰こしを螺ら旋せん階段のようにねじり、タコのごとくぺしゃんこになって床を這はい、頭部を腕よりも細く伸ばし──こちらに迫せまってくる。怖おぞ気けをもよおす光景だ。

　幸いなことに、その移動速度は生きた人間に及およばないため、逃げるのは容易たやすかった。

　しかし、廊ろう下かに出た孝晴たちは、事態が楽観できるものではないことを思い知らされた。

「予想はしていたけれど、困ったことになっているようね」

　穂稀の感想が、事態を率そつ直ちよくに表していた。

　廊下はすでに、ゾンビでいっぱいである。

　それにしても、たかがゾンビにこれほどの多様性があるとは、世の中の人は夢にも思わないだろう。剝製はもとより、体内の血液をすべて樹じゆ脂しに置換されたプラスティネーションの人体標本、べちゃべちゃと一歩ごとにホルマリン水すい溶よう液で床を濡ぬらす小学生ほどの少年、まるで生きているかのような屍し蠟ろうの美女……。数分前までは無害な展示品だったさまざまな死体たちが、不可視の糸にあやつられてうごめいている。

「前も後ろもだめだ。そ、そうだ、窓から……うわっ!?」

「落ちつけよ、安永。ここ二階だぞ！」

　瑛に向けて腕を伸ばした人体標本が、孝晴に背中を蹴けりつけられて横転する。

　もともと動くようには造られていない標本のため、亀き裂れつが入っていた関節部分がことごとく砕けて、起きあがることができない。

　穂稀の鞭むちがひらめき、数体の剝製の首を一度に刎はねた。

「窓からは無理よ。階段までもどるしかないわ！」

　二階であるということ以前に、元精神病院という建物の特とく徴ちようが、窓から外部への脱だつ出しゆつを不可能にしている。目に見える範はん囲いの窓には、どれも頑がん丈じような鉄てつ格ごう子しがはめこまれているのだ。

「厄やつ介かいだけど、逆にこれでゾンビが外に出ることもできないってわけか」

「でも、あの、孝晴くん」

　僧そう衣いを身にまとった即そく身しん仏ぶつの乾かん燥そうした頭部を、えいやっ、と握にぎりつぶしてから、眞子が言いづらそうな顔で窓の外を指さした。

　運動場にいくつかの人ひと影かげがある。

　旧帝てい国こく陸軍のカーキ色の軍衣が見てとれた。一階の展示室にあった、戦時中のゾンビたちだ。正午近くの強い陽ひ射ざしを浴びて、彼らは目的もなく、ぎくしゃくと往来している。

「どっから出やがった!?」

「普ふ通つうに玄げん関かんからだと思いますけど……」

　当然の結果であった。資料館の玄関は常に開放されているし、考えてみれば通路で宿舎とも連れん絡らくしている。ゾンビたちが外へあふれ出るのは、時間の問題だ。

「おいおい、こりゃけっこうやばいんじゃねーか？」

「心配するなよ、指宿くん。敷地の周囲には有ゆう刺し鉄線が張りめぐらされている。こいつらだってそこで行き止まりさ」

「そうだといいけどな！」

　孝晴は壁かべ際ぎわに置かれていた消火器をつかみ、それを手近な相手に叩たたきつけた。

　瑠佳の言葉を信じるならば、今再活性中のゾンビには人間に対する感かん染せん性はないらしいが、ゾンビが大量に外部へ流出すれば大おお騒さわぎになるのは確実だ。

「とにかく、下へ行こうぜ！」

「そうね。こういうとき上へ逃げると、屋上に追いつめられたりするのを映画でよく見ますもの」

　穂稀の鞭が旋せん転てんし、囚しゆう人じん服の巨きよ漢かんの頭部にしゅるしゅると巻きついた。そのまま腕うでを引くと、男の頭は西瓜すいかのように爆ばく発はつする。果か汁じゆうではなく、発はつ泡ぽうスチロールが飛び散った。

　ロメロ型と呼ばれるもっとも一いつ般ぱん的なゾンビであれば、これで行動は停止したはずだ。だが、トライオキシンに冒おかされた彼らはそうではない。

　倒れない。そればかりか、腕うでを上げて鞭をつかむと、皮膚の伸縮力のみで動いているとは思えない力で、穂稀を引き寄せる。

「く……っ」

　大男とはいえ、剝はく製せいは生身より軽い。それなのに、前へ動いているのは穂稀のほうだ。

　見ると、男の裸足はだしの指先から突つきだした針金が床に食いこんでいる。さながら、地面に杭くいが打ちこまれているようなものだ。

「穂稀さん！──たぁぁっ！」

　汗あせばんだ穂稀の顔に恐きよう怖ふがよぎった瞬しゆん間かん、横合いから眞子が鞭をつかみ、力任せに引っぱった。かぎ爪のようにコンクリートの床を嚙んでいた針金が簡単に抜ぬけ、巨体が空中に躍おどる。

「ひぃっ」

　首をすくめた瑛の頭のカチューシャをかすめ、巨漢の体が棍こん棒ぼうのように振ふりまわされた。数体のゾンビが案山子かかしのようになぎ倒され、まとめて壁に激げき突とつした。

　廊下に道が開いた。

「立て、安永！」

　右手で瑛の襟えり首くびをつかまえて引き立たせ、もう一方の手でアスリンの手を握り、孝晴は走った。

「眞子と緒澤がいてくれて助かるぜ」

　重殺士候補生とはいっても、まだ見習い以下である。おまけに武器と言えるものも手もとにない。孝晴たちだけだったら、事態は絶望的だったはずだ。

　強力な前衛二名に率いられ、寄せ来る死者の群れを切りひらきつつ、一行はやがて建物の奥の階段までたどりついた。入り口に近い階段とは反対側だ。振り返れば、廊下は四し肢しを断たたれた剝製やら頭をつぶされたホルマリン標本やらが折り重なっている。

「こりゃひでぇな！　成じよう仏ぶつしてくれよ？」

「同情もいいけれど、それは安全な場所へ避ひ難なんしたあとでもできるわよ、指宿くん」

　穂稀が汗をぬぐい、階段へ踏みだす。上へ向かえば三階、下は一階だ。

「ちょ、ちょっと待て！　下から来るぞ」

　瑛が穂稀の軍衣の袖そでを引いた。階下からいくつかの足音が近づいてくる。このままではまともに遭そう遇ぐうしてしまう。といって、三階へ行くのも来た道をもどるのもまずい。

「みんな、こっち！」

　すぐ近くの展示室の入り口の前で、眞子がせわしなく手招きする。まず瑛が飛びこみ、孝晴はアスリンを押しこむ。さらに穂稀が扉とびらをくぐるのを待ってから、自分も中に入った。

　本当なら、そのあとドアを閉めて鍵かぎをかければ完かん璧ぺきなのだが、展示室にそんなものはない。

「隠かくれろ！」

　孝晴が促うながすまでもなく、全員が展示用ケースや棚たななどの物もの陰かげに身をかがめる。

　一階からやってきた足音は、まるで蹄てい鉄てつでもつけているかのように、重く金属的だ。おそらく、五、六体はくだらないだろう。

　柱の後ろへ身をひそめた孝晴は、自分が息を止めてることに気づかず、真横にしゃがんでいるアスリンを少しでも廊下の光から隠すため、その頭を抱だき寄せた。小動物のように彼女の体は熱く、心臓の早はや鐘がねが伝わってきた。あるいは、自分の鼓こ動どうだったかもしれない。

　複数の特徴的な足音は、まるですぐ横を通るかのように大きく聞こえたが、実際は二階を素す通どおりして、ほどなく階上へと遠ざかっていった。

「……行ったか」

　孝晴が肩かたの力を抜き、柱に後頭部をもたれさせる。ふと視線を感じて顔を動かすと、割れた展示ケースの台座の陰から、眞子がこちらを凝ぎよう視ししている。いや、睨にらんでいる。

　へそを曲げた子供みたいなその表情の意味を、孝晴はややあってから理解した。抱きしめていたアスリンの体から、あわてて両手を離はなす。

「な、なんだよ……？」

「なんでも、ないですっ！」

　チアリーダーのワンピースに合わせたハイカットスニーカーで床ゆかを踏ふみつけるようにして、眞子は立ちあがった。珍めずらしく立腹しているらしい。

「だって、仕方ねぇだろうがよ。ルフェテは生身の人間だし、体も弱よえぇし……」

「わ、わたしだって、火には弱いです！」

「そういう、吸きゆう血けつ鬼きの弱点は十じゆう字じ架か、みたいな話じゃねーから」

　そういえば、瑠佳も同じようなことで怒おこっていた。理り屈くつでいえば、眞子も瑠佳もアスリンよりは頑丈そうだから、孝晴の選せん択たくは合理的だ。それなのに、彼女たちにとっては了りよう承しようしかねることらしい。男からするとこのような心理は難解だった。

「………」

　アスリンが孝晴の顔を見上げた。そして、その困こん惑わくと──後こう悔かいを敏びん感かんに感じとったのか、小さく唇くちびるを嚙かみ、眞子を見すえる。あきらかに敵意のこもった眼まな差ざしだ。

　その視線に気づき、眞子はちょっと尻しり込ごみしたものの、口をへの字に曲げ、眉まゆ根ねを寄せて、せいいっぱいの対たい抗こう心しんを表明する。

「………」

　沈ちん黙もくのまま、アスリンが孝晴の腕に手をからめて体を密着させ、眞子の顔がひきつった。

「ちょっと……アスリンさん、でしたっけ？　くっつきすぎ……ですよね？」

「いや、こいつな、身の危険を感じると手近なもんにしがみつく習性があって……」

「孝晴くんとは話してないです」

　いつになく強い意志のこもった語気に、孝晴は一いつ蹴しゆうされた。眞子の大きな双そう眸ぼうは、たぎる溶よう岩がんの色だ。

「ちょっと、こんなときに小学生みたいな喧けん嘩かはよしてちょうだい」

「おい、来てみろよ。こっちにまだ無傷の展示品が残ってるぞ」

　腰に両手をあてて閉口する穂稀の奥で、室内の様子を調べていた瑛が手を振っている。

　この展示室は、建物の突き当たりである。途と中ちゆうに図書資料室や視し聴ちよう覚かく資料室などをはさんでいるため、観覧ルートからは少し外れたところにあって、おそらく来館者はあまり足を踏み入れたことがないはずだ。

　展示品の大半はすでにガラスの檻おりを破り、眞子と穂稀の手によって今は廊下に倒たおれているが、中にはその場に残されているものもあった。

　展示されていたゾンビに対応した時代の民族資料などがそれである。昭和初期、明治大正、江戸時代、それ以前の衣服、家庭用品が並んでいる様子は、ありふれた民みん俗ぞく博物館の風景である。ただ、壁に掲けい示じされたパネルの写真や絵が、人間を襲おそうゾンビだったり、修しゆ験げん者に調ちよう伏ぶくされる〝ぞんび〟であったりするのが、凡ぼん百ぴやくの博物館とは一線を画するところであろう。

　それぞれのパネルには丁てい寧ねいな説明文が添そえられており、たとえばその中のひとつ、農村の葬そう式しきで死体を奪うばおうとしている獣けもののような怪かい物ぶつを、僧そうや参列者が追い払はらおうとしている絵には、「うそうび」という表題がついている。

　その説明文によると、〝うそうび〟とは日ひ継つぎ市を中心とした県内で言い伝えられている妖よう怪かいであり、〝喪火〟または〝虚火〟と書く。ほかの地方で〝火か車しや〟と呼ばれているものに近く、葬そう儀ぎの際に遺体を盗ぬすみ喰くらうことで知られる。この〝うそうび〟が訛なまって、江戸時代前期には〝そうび〟となったのが、現在のゾンビの語源と考えられている。

　また日継市周辺地域では、人肉を喰らう餓が鬼きを〝損身〟（そこみ、そんみ。現在は差別用語）と呼び習わしていたことが、平安期の資料からうかがえる。これは、腐ふ敗はいして損そこなわれた肉体、または人間の遺体を損なう者という意味であり、一説にはこれがゾンビの語源とも言われていた。

　右のほか、ブードゥー教の悪あく魔まを意味する〝ゾンビ〟に起源を求める説も、依い然ぜんとして信しん憑ぴよう性せいが高い──。

　残されている展示物は、そうした資料や説明書きだけではなかった。

「……なんだ、これは」

　瑛がそれを見て、眼鏡めがねのブリッジを押し上げた。

　人間である。

　見たところ、年の頃ころは十代の半ば。少女だ。

　わずかに波を打ちながら、紫し紺こんのベルベットに流れる髪かみは、銀の色。閉とざした瞼まぶたの縁ふちで、長い睫まつ毛げが頰ほおに影かげを落としている。西洋人でも、ここまで白い──銀の髪が溶とけこむほどに──肌はだの持ち主は稀まれだろう。その中で一点、淡あわく朱しゆを点さしたような唇から、みずみずしい桃ももの香かおりが漂ただよってきそうだ。

　瑛の隣となりに並び、低い鉄てつ柵さく越ごしに彼女を見上げて、孝晴は眉まゆをひそめた。

「剝製……じゃねぇよな？」

「ああ。それなら、とっくに動きだしてるはずだからね」

「蠟ろう人にん形ぎよう？」

「違ちがうわね。蠟人形はもっとこう……本物っぽいのよ」

　孝晴の言葉を、穂稀が否定した。精せい巧こうな蠟人形は、まったく本物の人間と区別がつかない。だが、それゆえに、この少女が蠟人形である可能性は低かった。

　壁に立てかけられた西洋式の柩ひつぎを寝しん台だいに、両手をシュミーズドレスの胸に組んでいる彼女の姿は、人形だとしたら背筋が寒くなるほどの出来ではあるが、そのくせ人間にあるべきものが何か欠落していた。まるで、時間というものの支配の外にあるかのように隔かく絶ぜつされた雰ふん囲い気きが、彼女を死体よりも、人形よりも無機的に見せているのだ。

〝フランシーヌ、および死者蘇生術ネグロマンテイアについて〟という表題の説明文に孝晴が目を向けた、そのときだ。

「──っああぁ!!」







　六　不死姫、ユーフロジーヌ。







　信じがたい大声は、眞ま子この喉のどからほとばしり出た。

「みっ、見つけたっ！　こんなとこに堂々と……！　え、うそ!?　これならわざわざ怪かい談だん調べたりなんか……いいえ、それより早くアルマに……ああ、でもどこか壊こわれてないかしら！」

　孝たか晴はると瑛あきらの間に体をねじ込ませ、鉄てつ柵さくから身を乗りだしたかと思うと、狼ろう狽ばいしながら携けい帯たい電話を探して、メイド服のあちこちを手で探さぐる。それからまた一転して、柩ひつぎの中の少女にすがりつかんばかりにして、あちこちを目でなでまわす。

　その必死の形相は、孝晴たちを数秒間、啞あ然ぜんと棒立ちにさせていた。

「……ばっ、馬ば鹿か野や郎ろう！　でけぇ声出すなよ！」

　はっと気づいて、孝晴が眞子の口を押さえた。一時的な安全を得たとはいっても、まだそのあたりにゾンビがうろついていることに変わりはないのだ。

「どうしたんだよ？　その死体……人形か？　おまえ、知ってんのか？」

「もしかして、あなたの探し物っていうのは、これ？」

　孝晴と穂稀の問いかけに強くうなずいてから、眞子はあわてて首を横に振ふり、それから悩なやむように傾かたむけ、最後には申し訳なさそうにうつむいた。

　落ちついたとみて、孝晴が手を離すと、眞子はすでに幾いく度どか口にしてきた言い訳を、弱々しくつぶやいた。

「その……事情が……」

「なんだよ、はっきりしねぇな。その事情ってのは、俺らに言えねぇようなことなのか？」

「それは……はい」

　うつむいて数秒黙もつ考こうしたのち、眞子はこくりと首をうなずかせた。

「そーかよ」

　孝晴は奇き妙みような苛いら立だちを感じて、口をつぐんだ。眞子の言う事情とやらに、じつはそれほど興味があるわけではないのだが、彼女に言葉で拒きよ絶ぜつされたことが気に食わない。些さ細さいなことだし、何もこだわる必要はないのだが……自分でも不思議だった。眞子がいっさい反論せず、何かを我が慢まんするように唇くちびるを嚙かんでいるのも、なぜか腹立たしい。

　黙だまってしまった孝晴と眞子をさりげなく見比べ、穂ほ稀まれが小さく咳せき払ばらいをした。

「ま、込み入ったことは今話しあう必要もないでしょう。それより、人がいないうちにこれを運びだしてしまったらいかが？　小鳥遊たかなしさん」

「運びだすって……まさか盗むつもりかい!?」

「あら、安やす永ながくん、人聞きが悪いわね。ちょっと場所を移すだけよ。小鳥遊さんのご自宅にね。わたしはただ、それを見守っているだけ」

　穂稀の悪びれない言いように、瑛はいよいよ目を剝むいた。

「何言ってるんだ！　これは学校の備品だぞ。昨日の脱だつ走そう未み遂すいの矢先だっていうのに、今度何かやらかしたら……きっとウェイトレスどころか、もっと屈くつ辱じよく的な衣い装しようを……！　セーラー服？　いや、まさかスクール水着!?　あぁ、そんな拷ごう問もんにはとても……へぐ!?」

「気持ちが悪いので、黙っていてくれますか？」

　穂稀の冷たい言葉とともに、その手から伸のびた蔦つたが瑛の首を一周し、彼の顔色をみるみる紫むらさき色いろに近づけていく。

「ほら、小鳥遊さん。突つっ立っていても埒らちがあかないわよ。無理にどうこうしろとは言いませんけど。──指宿いぶすきくんも、いいわね？」

「………」

　さすがに穂稀は優等生だ。それに比べて、孝晴は自分の子供っぽさがいやになった。腹の底のもやもやしたものといっしょに大きく息を吐はき、舌打ちすると、眞子の頭に手をやり、湿しめったように艶つやのある黒髪を無造作にかき混ぜる。

「きゃ……!?」

「さっさとやっちまおうぜ。こんなでけぇもん、どうやって運ぶかわかんねぇけどよ」

「孝晴くん……」

　眞子が乱れた髪に手をやりつつ、三分の一ほどの笑え顔がおを垣かい間ま見みせたとき、この場にいるもうひとりの人間がおもむろに口を開いた。

「……だめ」

　低いつぶやきには、鋼はがねのような否定がこめられていた。

　両手で楽器箱の把とつ手てをにぎりしめ、アスリンはまるでこの世界にたったひとり残された人間のように、そこに立っていた。

「ルフェテ……？」

「だめだよ、タカハル。そいつにこの体を渡わたしちゃ」

　いつも猫ねこ背ぜ気味に丸まっている少女の背が、すっと伸び上がり、美しい曲線を描えがいた。小気味よくフードを手で払いのけ、灰色の瞳ひとみで孝晴の目を直視する。

　その自信にあふれた眼まな差ざしに、孝晴は気き後おくれした。穂稀と瑛が呆ぼう然ぜんと彼女を見つめ、眞子が何かを感じとって、びくりと肩かたを震ふるわせた。

　これが、本当にあの内気な少女だろうか？

　芋いも虫むしが蛹さなぎを飛び越こして蝶ちようになったような鮮せん烈れつさ。今のアスリン・ルフェテはまぎれもなく、情熱と太陽の国の少女だった。

「そいつはね、タカハル、ただのゾンビじゃないよ。あなたが知ったらびっくりするような化け物の中の化け物なんだ」

「いや、ていうか……おまえ……普ふ通つうにしゃべれたの？」

「ああ、もう！」

　アスリンは大きな足取りで孝晴に迫せまり、ずいっと顔を近づけた。

「今、いいとこなんだから、細かいことはほっといて！　彼女についてのことなら、質問に答えてあげてもいいけれど」

「やめて！」

　眞子の叫さけびには、恐きよう怖ふと敵意がみなぎっていた。

「ふふ、知られたくないよね？　あなたがどんなモノなのか知ったら、タカハルは怖こわがって、きっと逃にげちゃうもん。そうでしょ？──男だん爵しやく家のお嬢じようさま」

「やめてぇぇ……ッ！」

　恐おそろしい金切り声とともに巻き起こったつむじ風が、孝晴に目をふさがせた。

　空気を切り裂さいて疾しつ駆くした眞子が、ミニスカートをはためかせてアスリンにつかみかかる。

　鋭するどい音が響ひびき、楽器箱の留め金がはずれた。

　ふたつの影が交こう錯さくし、アスリンの体がスニーカーのゴム底の焼けるにおいを残して、数メートルも後退した。

「──せっかちだね。そんなに聞かれたくないなら、わたしの口からは言わない」

　壁かべ際ぎわまで押しこまれたアスリンは、左脚を床ゆかに、右みぎ脚あしを壁について体を支えている。首を鷲わしづかみにしようとした眞子の両手を受けとめているのは、楽器箱から出現した真っ黒な凶きよう器き──チェインソーだ。

　黒い外装は塗と装そうしたものではなく、金属そのものの色のようだ。ガイドバーを取り巻く銀色の外歯だけが、ぎらぎらと輝かがやいている。

「眞子……」

　孝晴は声を失った。アスリンが楽器箱の中にいつもこんな危険なものを入れて持ち歩いていたことも驚おどろきだが、眞子の面おも差ざしは孝晴がはじめて見るものだった。かつて他人をいたぶることを楽しむ彼女は何度も見たが、今の表情には怒いかりと、それよりはるかに強い怯おびえが入り交じっている。まるで身を護まもろうとする獣けものだ。

「秘密は秘密のまま、あなたの魂たましいを速すみやかに地獄の底ジユデツカへ導いてあげる！」

「ぐ……っ」

　壁を蹴けったアスリンの靴くつ底ぞこをみぞおちに受けて、眞子が後ろに吹ふき飛んだ。

　体勢を立てなおそうとしたところに突っこんできたアスリンが、スターターグリップを引くと同時に、チェインソーを旋せん回かいさせた。エンジンが吠ほえたて、ガイドバーの周囲の刃はが銀光となって眞子の髪かみを一ひと房ふさ、空中に散らす。

　宙を舞まって距きよ離りを取った眞子が、向かい側の壁際に着地した。

　チェインソーの質量に逆らわず、くるりと身を一回転させて眞子のほうに向き直ったアスリンが、ほがらかに笑う。

「やっぱり普通のゾンビと違うね。でも気のせいかな？　微び妙みように反応が鈍にぶい気がするけど。あなたがあれをほしがってる理由は、それ？」

「………」

　眞子の首筋に、真新しい裂れつ傷しようが口を開けている。頸けい動どう脈みやくに達していようかという深さであるが、出血はほとんど見られない。

「おい、ルフェテ！　いい加減にしろよ！」

「タカハル。あいつの肩を持つの？」

　顔だけで振り向いたアスリンの目は、とても悲しそうだった。彼女の二の腕うでをつかんだ孝晴が、思わず次の言葉をためらってしまうくらいに。

「たぶらかされてるよ、タカハル。あれはとっても恐ろしいモノ。わたしたち神の子とは決して相あい容いれない呪のろわれたモノ。お願いだから、わたしの役目を邪じや魔ましないで。あなたに改かい悛しゆんを強しいる役目を、わたしに追加させないで」

　アスリンの目つきの変化に、孝晴は気がついた。

　悲ひ哀あいに沈しずんでいた両眼が大きく目ま蓋ぶたを持ち上げ、その中で灰色の満月が小刻みに揺ゆれている。それと呼応するように、右手にぶら下げたチェインソーが排はい気き音を高くした。

「ルフェテ、どうしちまったんだ？　なんでいきなりこんな……」

「さっきの喧けん嘩かの続きなら、この騒さわぎが片づいてから素す手ででやりなさい。堂々とね」

「けしかけるんじゃねーよ、緒お澤ざわ！」

　偉えらそうに腕組みをした穂稀を一いつ喝かつしてから、孝晴はふたたびアスリンを見る。

　寒気がした。まるで動物のように爛らん々らんとした双そう眸ぼうが、まっすぐに見返してくる。

「わたしの大事な使命なの。この〝フランソネット〟を守らなきゃいけない。そのために、わたしはこの学園にやってきたんだから」

　彼女がスペインの修道院から入学してきたことは、孝晴も知っていることだ。それには理由があったらしい。

「わたしが所属する観想修道会モナスタリーは、聖地サンティアゴ・デ・コンポステーラの系列の中でも特別なところ。聖遺物ではなく、邪悪で危険な反キリストの遺物を監かん視しし、それを悪用する者には罰ばつを与あたえる権限を、聖ヤコブサン・テイアゴの名において許されているの。わたしの先任者は三年前、この学園に入学して今年卒業した。代わりに来たのが、わたし。聖ゲオルギウスサン・ジヨルデイと聖ケキリアサン・セシーリヤを守護聖人とする、カタルーニャ自治州の神罰代行人ボアネルゲス、アスリン・ルフェテ」

「邪悪で危険？　この人形がかよ？　ゾンビでもなんでもねぇんだぜ！」

「そうだね。この学園の人たちもそう思ってる。これが作られた理由を知らずにね。所持しているのは彼らだから、わたしたちは監視するだけしかできないけれど、ほんとは燃やしちゃったほうがいいと思うな、うん。彼女は困るかもしれないけど──」

　金属的な破は壊かい音が、眞子に向けられたアスリンの皮肉っぽい言葉を搔かき消した。

　と同時に、天てん井じようから二つのかたまりが落下し、床にぶち当たる。ひとつは天井板の一部、もうひとつは細長く変形した人体。

「上から!?」

　瑛が頭を手で守りながら、天井の穴を見やった。さらにもう一体の剝はく製せいが身を躍おどらせ、眞子とアスリンの間に落ちる。

「通気口か！　しかし、こんなろくに知能もないゾンビがどうして……」

「言ったでしょ。こいつらは皮ひ膚ふで空気の動きや湿しつ度どや温度を感知してるの。だから、通気口に入ったのは昆こん虫ちゆうが街灯に引き寄せられるのと同じ。ここでの物音や話し声が、通気口を通じて届いたんだ」

　アスリンが楽しそうに声をはずませる。その背後でも天井板がやぶれ、いくつもの剝製が床にかさなり合った。

「舞ぶ台たいが盛り上がってきたね。これも神のお導き。わたしはわたしに課せられた聖なる仕事を遂すい行こうするだけ。かくあれかしアーメン♪」

　アスリンが孝晴の手をやさしく振ふりほどき、ロザリオに口づけをして、前へ踏ふみだした。

　眞子が身がまえる。

　歩を急がせはせず、軽けい妙みようなステップを踏みながら、アスリンは進む。

　こぼれる鼻歌にあわせて跳はねあがったチェインソーが、起きあがろうとしたゾンビの一体を斜ななめに両断した。真っ白な発はつ泡ぽうスチロールの粉ふん塵じんが、粉雪となって降りそそぐ。

「それじゃ♪　聴きいてください♪」

　左右から躍りかかったゾンビたちの腕をくぐりながらも、少女の歩速は落ちない。折り重なりつつ前のめる彼らの腕から肩、肩から頭へ、とんとん、とピアノの鍵けん盤ばんを叩たたくように駆かけあがり、アスリンは跳ちよう躍やくした。

「呪のろいのカタラン・チェインソー♪　〝モーロ人殺しの聖ヤコブサンテイアゴ・マタモーロス〟のすてきな音色♪」

　着地するのを待たずに、ギターの弦げんをはじくようにスターターが引かれ、調律するようにスロットルトリガーが押しこまれた。

　空間が膨ぼう張ちようし、天井板やガラスが震しん撼かんする。床に散らばっている剝製の部品やガラス片へんが、フライパンの上の炒いため物みたいに跳ねまわった。

　耳を聾ろうする音曲だ。

　孝晴は両耳を押さえ、首をすくめた。

「………ッ!?」

　眞子が目をみはり、膝ひざを折った。大気が数万トンの水に変わってのしかかり、あるいは惑わく星せいがその質量を数十倍に増し、彼女を地べたに引きずり倒たおしたようだった。

　見ると、穂稀や瑛も床に四よつん這ばいになり、苦しげにあえいでいる。

「ど、どうしたんだよ!?」

「体が……重い……」

　呼吸することさえつらそうに、瑛がうめいた。

　彼や眞子たちばかりではない。部屋の中のすべてのゾンビたちもまた、床の上を這はいずる人型のオブジェと化していた。両りよう脚あしで立っているのは、アスリンをべつにすれば、ただ孝晴ひとりきりである。

「だいじょうぶ。タカハルはなんにも心配しないで。わたしの〝音〟は神の子には、ううん、あなたには絶対、罰を与えたりしないから」

「おまえが……？」

「そうだよ。隠かくす意味ないから教えてあげちゃう。わたしの〝モーロ人殺しの聖ヤコブ〟は神聖庁サント・オフイシオの秘蔵物なの。再征服レコンキスタで異教徒を何百人も刺さした名めい剣けんティソンとコラーダ、それに異い端たん審しん問もんで何千人もの血を吸ったトルケマダの拷ごう問もん具を融とかして、一番怨おん念ねんが刷りこまれている芯しんだけを集めて、叩き直して、そうやって造られた特製チェインソー。これは……効くよ♪」

　踵かかとを二度鳴らし、ひらっ、とアスリンが身を翻ほん転てんさせた。

　その細っこい右手一本で、漆しつ黒こくの凶きよう器きを振りかざす。エンジンが奮いたち、柱に接せつ触しよくした刃がコンクリートを搔きむしる。まばゆい火花。そして、轟ごう音おん。

　ふたたび靴底が床ゆかを打ち、今度は反対にひらりと一回転。そして、ひるがえったチェインソーが床を削けずる。火花。音。

「わたしの得意科目は呪じゆ術じゆつ。父方のサンソン家はパリの処刑人ムシユー・ド・パリ、母方の祖先は殉じゆん教きよう者ドミンギート。わたしは神の御み名なのもと、もっとも真しん摯しに、一番残ざん忍にんな、罰を加える。かわいそうなゾンビたち。天の父に愛されていない。煉れん獄ごくにしがみつくあなたたちを地獄に。それがわたしの役目。億年、地獄で炎ほのおに焼かれたら、神はあなたたちを憐あわれむかもしれない。それは正統じゃないけれど、赦ゆるされて天国へ行けるかも。そうなるように、わたしが毎日祈いのってあげる。望みは薄うすいけど♪」

　詩のように、歌うように、パーカとジャージ姿の修道女は語る。

　彼女の両足がフラメンコさながら、床の上に激しくリズムを刻み、それを受けてチェインソーが猛たけ々だけしく叫きよう喚かんする。舞踏バイレと歌謡カンテ、そして音楽トケだ。

「もの言えぬあなたたち、わたしを恨うらまないで。もしあなたたちが心の奥底で懺ざん悔げするなら、たとえそれが一いつ瞬しゆんでも、罪を悔くいて神にすべてを委ゆだねるのなら、きっと行けるよ。そう、楽しいきれいな天国に♪」

　まどろむように目蓋を落とし、陶とう然ぜんと笑えんだ唇くちびるから詩を紡つむぎ、アスリンは罪人たちの間を踊おどりながら歩いていく。
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　身動きできずに這いつくばったゾンビたちが、チェインソーの刃はを無抵てい抗こうに受け、ウレタンや綿毛やスチロールの臓物を飛散させた。

「でも、どうかな？　あなたたちは神を信じてる？　聖餅ホステイアの味を知ってる？　秘蹟サクラメントを感じたことは？　そして今、痛つう悔かいしてる？　でなきゃ、迷わず地じ獄ごく行きだよ。神の前でうそはつけないからね。特にそこのあなた♪」

　有う象ぞう無象のゾンビたちを、その背や頭を踏み台にして軽かろやかに飛び越こえ、アスリンが眞子の眼前に降り立った。

「やめろ、ルフェテ！」

　孝晴の制止がアスリンに届いたのかどうか、猛もう然ぜんと回転する刃が眞子の頰ほおに触ふれるか触れないかというところで、チェインソーが静止した。

「行くべきところへお行き、お嬢じようさま♪　それがいやなら──洗礼、受けてみる？」

　歌が止やんだ。

　眞子を睥へい睨げいするアスリンの表情には、慈じ悲ひと呼べるものはない。孝晴がなんと言おうと、彼女は神の敵を見み逃のがすことはしないだろう。チェインソーの先せん端たんから飛ぶ潤じゆん滑かつ油が、眞子の顔に血のような斑はん点てんを描えがく。

「やめろっ！」

　孝晴が走り、手を伸のばす。引き倒し、殴なぐりつけてでも止める覚かく悟ごだった。その結果、チェインソーの刃が自分に向けられることになっても。

　だが、孝晴の手がアスリンの体に達するより早く、眞子が口を開いた。

「あの……わたし、カトリック教徒ですけど」

「へ？」

「受けてます、洗礼。生まれたときに」

　アスリンが毒気を抜ぬかれたふうに、目をまたたいた。

「……あ、そうなの？」

　ちょっと考えてから、かさねて尋たずねる。

「破門とかは？」

「されてません。わたしは」

「じゃあ、まぁ……告解はちゃんとするっていうことで……。なんなら、今する？　ついでに重殺してあげるから、すぐ天国行けるよ？」

「あ、いえ、せっかくなんですけど、それはちょっと……」

　眞子が慎しん重ちように体を起こしながら、申し訳なさそうに首をひねった。

「あ、動ける」

「なんだっていうのよ、まったく……」

　瑛が信じられないといった顔で自分の両手を見る横で、凝こった肩かたをほぐすように腕うでを回しながら穂稀が舌打ちした。

　アスリンの背後で、右手の拳こぶしを振り上げた孝晴が、大きな溜ため息とともにその腕をもとの位置へ降ろす。寿じゆ命みようが縮まるとは、まさにこのことだ。

「……びびらせんじゃねぇよ！　マジで殺すつもりかと思ったぞ」

「うん。そのつもりだったよ。正しくは重殺だけどね」

　孝晴のほうへ向き直ったアスリンが、チェインソーのアイドリング音にあわせて小さく体を揺ゆらしながら、けろりとした顔で殺意を認めた。

「だけど、神の保護下にある者を罰ばつするのは、わたしの役目じゃないから。異教の巫女シヤーマンのあなたもね」

「そのわりには、ずいぶんなご挨あい拶さつだったわね」

　穂稀が友好的とはほど遠い微び笑しようを口もとに上らせ、右手を横へ払はらった。

　着流し姿の浪ろう人にん風の剝製が立ちあがりかけたところを、その鼻から上を鞭むちによって削そぎ飛ばされ、倒れる。アスリンの音の呪術による拘こう束そくが解けたのだ。

「神敵を罰するだけじゃなくて、永遠の責め苦に捕とらわれているゾンビたちを重殺して、魂たましいを救うのもわたしの役目だもん。でも天国か地獄か、それは本人の心がけ次し第だい」

　アスリンのチェインソーが跳ねあがり、ホルマリン標本らしい全ぜん裸らの少女を股こ間かんから真っ二つにした。

「それはわたしの役目でもあります。神しん道とうでは心がけ次第なんてケチなことは言いませんけれどね。亡なくなってお祀まつりされれば、みんな神さまよ」

「無節操。原始宗教アニミズムってこれだからいやだよね。一神教最高♪」

　指揮者がタクトを操あやつるように軽々とチェインソーを乱らん舞ぶさせ、周囲の敵数体を分解するアスリンに、瑛が食ってかかった。

「ちょっと待て！　納なつ得とくできないぞ。きみの呪いとやらがゾンビに効くのはわかった。だが、なんでぼくまで動けなくなったんだ！」

「だから、ゾンビには……」

「ぼくはゾンビじゃない！　これは先生も認めた事実だ」

「そうなの？　でも、そんなの知らなかったし、仕方ないよね。わたしの呪術は、わたしが神の法の外にいると認にん識しきしたものに満まん遍べんなく作用するの」

「指宿くんは敵じゃなかったってわけか？　彼はきみほど熱心にイエス・キリストを信じてないだろうし、ゾンビの友達をかばってたんだぞ」

「そ、それは……その……」

　瑛の意地悪な指し摘てきに、アスリンの声が急にしぼんだ。ちら、と孝晴を見やり、その視線から逃れるように左手でフードを頭にもどす。

　チェインソーのガイドバーが下を向き、余よ韻いんを残してエンジンの回転が停止した。

「……タカハルは……敵じゃないから……絶対」

　ぼそぼそと釈しやく明めいする様子には、今しがた歌い踊りながらゾンビを蹴け散ちらしていた彼女の面おも影かげはない。

「危ない！」

　アスリンの頭にかぶりつこうとした70年代ヒッピーふうの白人ゾンビが、眞子の平手打ちと穂稀の鞭の一いち撃げきを同時に受け、首から上を失ってもんどり打った。

「急におとなしくならないでちょうだい！　猫ねこの手も借りたいときに！」

「安永がよけいなこと言うからだ！」

　たしかに行動に問題はあったものの、アスリンは貴重な戦力だったのだ。それが今はどうだ。いそいそと楽器箱にチェインソーを収納し、孝晴の背中に身を寄せて、完全に戦せん闘とうから離り脱だつしてしまった。

　天てん井じようの通気口からはまだ新手のゾンビが降ってくるし、廊ろう下かからも緩かん慢まんな動きで部屋へ入ってくる人影がいくつもある。頭が半分ほど欠けているもの、腕がないもの、上半身だけで這っているもの。ここへ来る道のりで一度は排はい除じよしたが、彼らはまだ動くのだ。

「まずいぞ、指宿くん。この場所に留とどまるのは！」

「わかってるよ！」

　出口はひとつ。敵は増える一方。袋ふくろ小こう路じに追いつめられたも同然だ。もたもたしていると、唯ゆい一いつの退路すらゾンビでふさがれてしまう。その前に包囲を突とつ破ぱして廊下に出なくては。

「ルフェテ、さっきのもう一回頼たのむ！　ゾンビの動きを止めて、その間に部屋から出ようぜ」

「今度はちゃんと敵味方を区別しなさいよ！」

「………」

　アスリンが地面に楽器箱を置き、その前に膝ひざをついて蓋ふたを開いた。そしてチェインソーを調べて、何やら思案しているふうであったが、やがてかぶりを振ふる。

「無理……」

「なんで!?」

「……燃料切れ」

　多くの機械と同じく、チェインソーは燃料があってはじめて起動するのだ。

「あー、くそっ、仕方ねぇ！　ルフェテはうしろに隠かくれてろ！　安永は戦え！」

「どぅえあっ!?」

　突つき飛ばされた瑛が、上半身裸はだかにレザーパンツ、口ひげとニューヨーク市警の制せい帽ぼうという風ふう体ていのゾンビと抱だき合う。その隙すきに、孝晴は素す早ばやく展示ケースから木製の枠わく木ぎをもぎ取ると、それで瑛の頭越ごしにゾンビの頰を殴りつけた。

　剝はく製せいらしい軽い手て応ごたえとともに、内部の針金が折れて、首が回転する。

「見直したぜ、安永。自分の身を盾たてにして女子を守ったおまえは俺たちの誇ほこりだ」

「指宿くん！　きみがそういう人間だとは思わなかったよ！」

　髪かみを乱して立ちあがった瑛が、泣きそうな顔で嚙かみついた。

「あの、穂稀さん」

　つかみかかってきたネイティブ・アメリカンの腕を逆に捕つかまえ、簡単にもぎ取った眞子が、背中合わせの穂稀に声をかけた。

「何よ？　大事な用事じゃないなら、あとにしてくれないかしら！」

　穂稀の鞭がアフロヘアの黒人ダンサーの胴どうを絞しめあげ、そのまま後方へ投げとばした。見事なきりもみ飛行をしながら眞子や孝晴たちの頭上を越えたダンサーが、ゾンビの群れを巻きこみながら床ゆかに転がる。

「大事なことです。穂稀さんにお願いが──」

　戦いを続行しながら肩越しに眞子を見やった穂稀は、相手の緊きん迫ぱくした面持ちに、つい耳を傾かたむける。彼女の頼み事の内容は穂稀を驚おどろかせ、反射的に拒きよ否ひの言葉を吐はかせた。

「──お断りです！　あなた、わたしに卑ひ怯きよう者になれって言うの!?」

「わたしに復ふく讐しゆうできるって思ってください。……お願いします」

「わたしはそんな形で……」

　穂稀はぐっと言葉を飲みこんだ。眞子があまりにも切実な目をしていたからだろうか。

「わかったわよ。これは貸しですからね！」

　穂稀は眼前の敵を力任せになぎ払うと、やおら身をひるがえした。

　木の棒を武器に、寄せ来るゾンビを防いでいた孝晴が、当とう惑わくの声をあげた。

「な、なんだ!?　おい、緒澤！」

　突然、生きた緑色のロープによって、体を両腕ごと縛しばりあげられたのだ。二条の蔓つるは、穂稀の手首につながっている。

「謝らないわよ。こうでもしないと、あなたは言うことを聞かないでしょうから」

　反対の腕にはアスリンの小さな体を抱かかえ、穂稀はウェイトレス姿の瑛に鋭するどく言いつけた。

「安永くん、死ぬ気でついてらっしゃい！」

「緒澤、おまえ、まさか……！」

　孝晴の詰きつ問もんは、強い牽けん引いん力によって強制的に中断させられた。穂稀が矢のような加速で走りだしたのだ。

　だが、彼女の進行方向には剝製やらホルマリン標本やらミイラやらの壁かべがある。

　その壁が、横から投げつけられた展示ケースの土台によって崩ほう壊かいした。

「行って、穂稀さん！」

　さらにもうひとつ、ガラス部分が砕くだけた展示ケースを床から持ちあげ、眞子は穂稀の進路上に投じた。直ちよく撃げきを受けた腐ふ乱らん死体が背後の数体を道づれにしつつ押しつぶされ、ばらばらになったケースの破は片へんが周囲のゾンビたちの手足をえぐり取る。

　強力な支し援えん砲ほう撃げきを受け、穂稀は一直線に出口へと向かった。遅おくれまいと瑛がスカートの裾すそをまくりあげて走り、蔓で引きずられた孝晴が地べたを滑すべる。

「いでっ！　熱っ！　緒澤、放せ、てめぇ！」

「黙だまってなさい！」

　床を蹴けって穂稀が跳とんだ。黒いパンティストッキングにつつまれた脚あしが、閃せん光こうのようにスカートの内から伸のび、出入口の外から現れた肥満体のホルマリン標本の、体毛の一本すらない顔面に、黒くろ革かわのブーツを突き刺さした。

「いってぇ……っ！　ぐあっ!?」

　床の上ではずんだ孝晴の体が、倒たおれたゾンビの体をジャンプ台にして舞まいあがり、廊下の壁に激げき突とつした。

　それを振り返ることもせずに、すでに着地した穂稀は廊下を直角に折れ、疾しつ駆くしている。

「……眞子っ！」

　芋いも虫むしのように床に落ちた孝晴が、骨の芯しんに響ひびく痛みをこらえ、首を動かして眞子の姿を探す。

　いた。

　まだ展示室の中だ。十数体のゾンビに囲まれ、その隙すき間まからこちらを見て、微笑ほほえむ。

　決して暗い笑え顔がおではなかった。

　たぶん、孝晴が無事に包囲を抜ぬけたことに安心し、自然とこぼれた笑みだったろう。でも同時に、それは別れの表情にも見えた。

　孝晴が何か言おうと口を開きかけたときには、もう眞子の姿は消えていた。全力疾しつ走そうする穂稀に引かれ、孝晴は摩ま擦さつによる白はく煙えんを巻きたてながら廊下を移動する。

「ま、眞子……！──止まれ！　止まれ、緒澤！」

「しゃべると舌を嚙むわよ！　しゃべらなくても痛い思いはすると思うけれど！」

　その警告の意味を孝晴が理解したのは数秒後だ。

　性別年ねん齢れいの判別が難しいほど、白茶けた皮ひ膚ふをだぶつかせた水死体が、穂稀の行く手に立ちふさがる。汚お水すいを飛ばしながら振りまわされた太い腕うでを、身を沈しずめてかわし、回し蹴りを浴びせて壁に叩たたきつけてから、穂稀が跳ちよう躍やくする。

　その先は階段だった。




　ほぼ真まっ暗くら闇やみに近かった室内が、白い光に照らしだされた。

「倉庫のようね」

　右手で鍵かぎを回し、照明のスイッチを押した穂稀が、膝が折れそうになるのをなんとかこらえ、左の小こ脇わきに抱えていた荷物を床に降ろした。

　おとなしい小動物のようになすがままに運ばれてきたアスリンが、ぺたん、とコンクリートむき出しの床に尻しり餅もちをつく。楽器箱をしっかりと抱きしめたまま、彼女が目をやった先には、穂稀が二階の外れの展示室からここまで運んできたもうひとつの荷物がある。

　ボロ雑ぞう巾きん、ではなくて、それによく似た姿の人間だ。

「タカハル……怪け我が、ない？」

「ないように見えるのか……？」

　西部劇の拷ごう問もんよろしく、両手ごと胴どう体たいを縛られて引きずりまわされたのだ。いくら屋内とはいえ、床は硬かたく、ゾンビによって破壊されたさまざまな物品やゾンビそのものの体の一部が散乱しており、おまけに道中には階段まであった。これで無傷で済んだら奇き蹟せきだろう。

「文句はよしてちょうだい。むしろお礼くらい聞かせてもらいたいところよ」

　穂稀が右手を軽く払はらうと、孝晴の体を締しめつけていた蔓が波打ち、またたく間に手首の付け根に吸いこまれた。

「はぁ……ちょっと休ませてもらいます」

　汗あせで湿しめった制帽や軍衣の重さに耐たえきれなくなったかのように、穂稀が壁に背中をつけて、そのまま段ボール箱の横に腰こしを落とした。

　程度の差こそあれ、再活性者は生きた人間よりも力が強く、体も頑がん強きようだ。とはいえ、穂稀は植物に寄生されているという特とく殊しゆな由来ゆえか、純じゆん粋すいな死体であるほかのゾンビと比べれば腕わん力りよくは劣おとる。人間ふたりを運うん搬ぱんするのは相当な負担だったろう。

「緒澤……だいじょぶかよ？」

「ご心配なく。疲つかれただけです。……ここは暗いわね」

「そんなことねぇと思うけど……」

　孝晴は痛む肘ひじをさすりながら、天井の照明を見上げた。二組の蛍けい光こう灯とうは太陽のようにとはいかないものの、縦横七、八メートルほどの部屋の様子が把は握あくできる程度の光は提供してくれている。ただ、壁に窓がひとつもないため、閉へい塞そく感かんは強い。

「ああ、やっぱりだめね。人工の光はわたしには合わないみたい」

　細く息を漏もらす穂稀の顔色は、なるほど疲れているように見えた。胸の花びらもいくらか色あせ、本来の艶つやを失っているだろうか。

「喉のどが渇かわいたわ。水道は……ないわよね、こんなところには」

　先ほど、穂稀が倉庫だと見てとったように、室内には雑多な品々が大量に、そして節操なく詰つめこまれている。入り口近くには段ボール箱、奥には木箱が山積し、壁かべ際ぎわに並ぶ棚たなにはガラス瓶びんや紙包みやさまざまな大きさの箱が収納されている。そのほか、各種ゾンビのマネキンやモノクロ写真パネル、ゾンビと自衛隊の戦いを現したジオラマといった、かつては資料館の展示物であったらしい品々、さらに古い薪まきストーブや蓄ちく音おん機きや真空管ラジオや農機具や画材や医い療りよう器具や航空機のエンジンや陸軍の連隊旗など、この施し設せつの過去の混こん沌とんを形にしたようなものが空間いっぱいに横おう溢いつしていた。

　背中や膝ひざや肘の生き地じが毛羽立ってぼろぼろになったジャージのポケットを探さぐり、孝晴は携けい帯たい電話の無事を確かめた。

「圏けん外がいか……」

　だが、受信フォルダに新着メールがひとつだけ登録されていた。

　フォルダを開いてテキストを読むより先に、発信者の名前を一いち瞥べつして孝晴は驚いた。

　宮みや川がわ瑠る佳か──。

　孝晴は膝を伸ばし、あわただしく周囲に目を馳はせた。

「安永、邪じや魔まだぞ」

「う……いな……ここ……全力……して……んだぞ。もう……が……しそうだ」

　地べたに大の字になった瑛が、息も絶え絶えに反論するが、それは声にさえなっていなかった。バタフライカラーのシャツは汗と埃ほこりで変色し、エプロンやスカートは裂さけ、ニーハイソックスは穴だらけ、眼鏡めがねはずれて栗くり色いろの髪は派手に乱れている。ここに至るまでの彼がいかに危ない橋を渡わたり、また数々の幸運に恵めぐまれていたかを物語る有様だ。

「うぅ……い、息が……酸素が……」

「大げさなやつだな。ほら、これでも吸ってろ」

　瑛の体をまたいでそこらの段ボール箱を片かたっ端ぱしから物色していた孝晴が、箱の中で見つけたスプレー缶かんを放ほうった。

「た、助かるよ」

　受けとったスプレーの吸飲口を口にあてた瑛の声は、宇宙人のように裏返っていた。

「……ヘリウムガスじゃないか！」

　テレビのお笑い番組でおなじみのガススプレーを、瑛は床に投げ捨てた。かーん、と白けた音が響く。

「酸素ボンベなんて都合よくあるわけねぇだろ。そんなに酸素がほしけりゃ、緒澤のそばにくっついてたらいいんじゃねぇか？」

「お断りよ」

　二酸化炭素を吸って酸素を吐く植物体質の少女は、にべもなく孝晴の提案を却きやつ下かした。その穂稀の顔に、冷たいものが押しつけられた。

「ひゃっ!?　な、何よ！」

「水だよ。こういう倉庫なら非常食と水くらいあると思ったら案の定だ」

　孝晴が手でぶら下げ、穂稀の頰ほおに密着させたのは、５００ミリリットルのペットボトルだ。

「あ、なんかおまえのまわりって……」

「な、なんですか？」

　目を閉じ、おもむろに深呼吸をしはじめた孝晴に、穂稀が気味悪そうな目を向ける。

「やっぱ酸素とマイナスイオン出てんじゃねーか？　なんか癒いやされるわー」

「どれどれ」

「……いい匂におい」

　瑛とアスリンがにじり寄り、雨後の森林の空気を彷ほう彿ふつとさせる穂稀の汗の香かおりを、同じように呼吸する。穂稀は顔を赤くして、膝を曲げ、三人から身を引いた。

「ちょ、ちょっとやめなさい！　恥はずかしいでしょ！　何か漠ばく然ぜんと！」

「きみにこんな才能があるとはな、緒澤さん。待てよ……お客に癒しを提供するコスプレ喫きつ茶さとして秋あき葉は原ばらで売り出せないか？　森林浴できるコスプレ喫茶！　これは新しいぞ」

「バイトは先生の許可がないとできねぇし、こんな特異体質の店員ほかにいないだろ」

「この寄生植物、どこかに売ってないのかい？」

「ロシアの……湿しつ地ち帯に行けば……見つかる、かも……」

「手に入ったとしても、どうするつもりだよ？　死体にしか寄生しないんだぜ」

「ゾンビになら寄生するかもしれない。星組の女子、たとえば小鳥遊さんに寄生させて……」

「おまえ、ひどい人間だってよく言われるだろ？」

「あなた自身がいっぺん死んで、自分に寄生させたらいいんじゃないかしら？　森林浴できる女装男子コスプレ喫茶。とっても新しいと思うわ！」

　にこにこ笑う穂稀の腕から蔓つるが鎌かま首くびをもたげ、瑛の首を絞しめて宙ちゆう吊づりにした。

「ぐ……や、やめ……ただのビジネスプランじゃ……ないか」

「そんなことを考える暇ひまがあるなら、今のわたしたちがどうすべきかを考えてちょうだい。このまま、ここで一晩明かしたいならべつですけど」

　四人がいるのは、残念ながら資料館の外ではない。

　人間と同様、外へ出ようとするゾンビたちが玄げん関かんに集中していたため、脱だつ出しゆつをあきらめて地階にある倉庫へと逃にげこんだのだ。ドアと鍵があるぶん、そのあたりの展示室に隠かくれるよりはずっと安全だが、それはこの雑然とした室内にいる間のみ保証された安全にすぎない。

「おまえらはここにいろよ。一晩かかるかどうかはわかんねーけど、先生たちがゾンビはなんとかしてくれんだろ」

「あなたはどうするつもりなの？」

「あのアホをほっとくわけにいかねぇからな」

　孝晴は室内で搔かき集めたものを段ボール箱の上に並べながら、背中で穂稀に応こたえた。

　かつて帝てい国こく陸軍で採用されていた三八式歩兵銃じゆうと銃じゆう剣けん。

　ガソリン混合燃料の缶に古いビール瓶がいくつか。

　金かな槌づちに釘くぎ抜ぬき、モンキーレンチ、電動ドリル、果物ナイフ、鉈なた、砲ほう丸がん投なげの鉄球、アーチェリーの弓、竹刀しない、クリケットのクラブ。

　武器になりそうなものはそんなところだった。

「やめなさい。せっかくあなたを助けたわたしの苦労が水の泡あわになるわ」

「感謝はしてる。でも、なんつーのかな……納なつ得とくいかねーんだ」

　孝晴は一メートル以上もある歩兵銃を手に取り、着剣した。弾たまがないのは不満だが、槍やりだと思えば我が慢まんできる。

「小鳥遊さんがあなたを逃がしたのよ。彼女の好意を無にするつもり？」

「こっちが頭さげて頼たのんだわけじゃねぇんだよ！」

　だからこそ、気持ちが晴れないのだ。今、自分たちはこうしてひとまず危険から距きよ離りを置いているわけだが、眞子だけはここにいない。

「勝手にいらねぇ気回しやがって、自己犠ぎ牲せいのつもりか？　こんな助かり方しても、諸もろ手てをあげて万ばん歳ざいなんてわけねーだろ。一生あいつに恩を感じながら生きるなんて、俺はやだね」

「まるで子供の理り屈くつだわ。あなたはまだ生きているのよ？　それがどんなに幸せなことか、理解できないでしょうね。死ぬまでは」

　穂稀の語気には、苛いら立だちと軽けい蔑べつに近い感情が見え隠れしていた。ペットボトルのキャップをひねり、一息に五分の一ほどを喉に流しこんでから、あごのしずくを手の甲こうで拭ぬぐう。

「どうせなら、その勇気を脱出のために使うつもりはない？」

　一階の玄関ホールですし詰めになっていたゾンビたちも、そろそろ大半が建物の外へと出ているだろう。それは巨きよ視し的には施設内の治安を乱すものであるが、資料館に閉じこめられている孝晴たちにとっては敵の数が減ってくれるということだ。歓かん迎げいすべきだった。

「脱出はできるかもしれねぇけど、それで一安心ってわけにはいかねぇと思うぜ？」

　孝晴は漏ろう斗とをビール瓶の口に差しこみ、ガソリンを注ぐ。穂稀が提供してくれていた森と朝あさ霧ぎりの香りを、化石燃料の刺し激げき臭しゆうが無ぶ遠えん慮りよに塗ぬりつぶした。

「この建物から出てったゾンビがそこらじゅうを徘はい徊かいしてるわけだろ？　へたに外へ逃げるより、ここに隠れてたほうが安全なんじゃねぇか？」

「ぼくも同意見だね。見たところ非常食も水も毛布もあるし、なんの問題もない。──ルフェテさん、きみはどう思う？」

　瑛に水を向けられたアスリンは、彼の視線を避さけて孝晴の背後に回った。

「……わたしは……タカハルといっしょに……」

　楽器箱の中のチェインソーに必要な混合燃料も、ここにはある。

「なるほどね。その指宿くんは小鳥遊さんを助けにいきたいわけだ。ぼくは行かないよ」

「頼まねーよ。ルフェテもここで待ってろ。眞子をつかまえたあと、先生たちつれてもどってくるからよ」

「先生たちを？　指宿くん、あなた宿舎まで行くつもり？」

　教員控ひかえ室がある宿舎とこの資料館は、運動場をはさんで向かいあっているが、通路で連れん絡らくしている。宿舎がＬ字型の建物のため、上空から見下ろせばコの字を形づくっているはずだ。

「その前に、眞子と宮川引きずってここに寄るから、そんときはドア開けてくれよ？」

　穂稀の体が震ふるえ、ペットボトルの中で波が起きた。

「……宮川さんを？」

　子供のような穂稀の顔つきに気づかず、孝晴は段ボール箱の上に置いたビール瓶の口に布きれをつっこみ、火か炎えん瓶びんをこしらえる作業を続ける。

「この建物にトライオキシンを流したってことは、まだ近くにいるってことだろ？　宿舎に行ったら先生に捕つかまって大目玉喰らうだろうし、外はまだ危ねぇし」

「でも、それなら……いいえ、どうして？　彼女のせいでこんな目に遭あってるのよ？」

「べつにあいつが無実だなんて言わねぇけど、理由もなしにこんなことするやつだとは思えねぇんだ。おまえだって、ほんとはそう思ってんじゃねーか？」

「わたしは……」

　孝晴が顔を向けるのと前後して、穂稀はあわてて目を逸そらした。何かをごまかすようにペットボトルの水を飲む。

「特にあの子と親しいわけじゃありませんもの」

「あいつはおまえのこと、けっこう好きみたいだけどな」

「………」

　穂稀は気むずかしげに眉まゆを寄せ、口を結んだ。

　孝晴はジャージのポケットから携帯電話を出し、それを穂稀に差しだした。穂稀がそれを受け取り、液えき晶しよう画面に目を落とす。

　瑠佳から孝晴に送られたメールだ。




　入学式でアンタ言ってたよね？　小鳥遊はゾンビだけど、ほっとけないって。

　アタシ、その気持ちよくわかる。

　大事な人が死んで、ヒトと違ちがうものになっちゃっても、簡単に割り切れないよね。

　……自分がやってるのが悪いことだってわかってる。でも、ほかにどうしようもないんだ。アタシ、バカだからさ。

　ゴメンね、指宿。ルフェテといっしょに早く逃げて。

　あと、もし緒澤に会ったら、アイツにも謝っといて。




　記号も絵文字もない、まったく簡潔な文章。ちっとも瑠佳らしくない。だが、それだけに彼女が真しん剣けんに悩なやんだ末、気持ちを文字にしたことが見てとれた。

「………」

　穂稀はずいぶん長い間、同じ姿勢を保っていた。画面を注視する瞳ひとみは動かず、仏ぶつ頂ちよう面づらにも変化はない。

「誰だれからのメールなんだい？　もしかして先生が何か……」

「──あああっ、もう！」

「な、なんだよ!?」

　横から携けい帯たい電話をのぞきこもうとした瑛が、突とつ発ぱつ的に顔をあげた穂稀の頭ず突つきを間かん一いつ髪ぱつで回かい避ひした。

「あの子をひっつかまえて、二、三発ほっぺたを叩たたいて目を覚まして、ついでに小鳥遊さんを助けて、全員でここから脱出して、先生に報告して、あとは自衛隊にでも任せる！　これで万事解決！　完かん璧ぺきでしょう!?」

　穂稀がペットボトルを叩きつけるように段ボール箱に置き、立てかけてあったアーチェリーの弓に手を伸のばした。

「いいのか？　緒澤」

「そうね、悪くないわ。ええ、悪くありませんとも。安永くんを捕まえて先生に突きだすことはできなかったけれど、宮川さんを捕まえたら、もっとわたしの評価は上がりそうですし」

「ぼくを捕まえ……そんなことを考えてたのか、きみは！」

「ええ、そうよ。文句ありますか？」

「いや、その、そういうわけじゃないが……」

　洋弓を左手に移し、電動ドリルを右手につかんだ穂稀から、瑛は半歩ほど間合いを取った。電池式のようで、コンセントから電力の供給を受けずとも、穂稀がスイッチを押すと銀色のドリルが回転する。

　穂稀は、ちょうど拳けん銃じゆうを受け渡わたすときのようにグリップを相手に向けて、それを瑛に差しだした。

「どうぞ。武器に使えそうよ」

「へ？」

「必要でしょう？　止めはしないけれど、素す手ででゾンビの相手をするのは骨が折れるわよ」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。ぼくは行くとは一言も……」

「残るの？　ひとりで？　ゾンビの中に？」

　じっと相手の目を見つめて、穂稀が強く念を入れる。

「い、いや、しかし……きみらが無事に脱出したら、助けを呼んでくれるんだろ？」

「無事に脱出できたら、ね。できなかったら？　先生たちだって忙いそがしいのよ。昨日から医務室で寝ね込こんでいる生徒が大勢いるんですからね。彼らを避ひ難なんさせたり、逃げたゾンビの捜そう索さくをしたり、することはたくさんあるでしょう？　わたしたちが教えなかったら、あなたはかわいそうに、ゾンビに食べられてしまったのね……っていうことで学生名めい簿ぼから消されて、それっきり忘れられてしまうかもしれないわね」

「………」

　瑛は心細げに穂稀から孝晴、アスリンへと視線を移し、最後にうつむいて、押しつけられた電動ドリルを凝ぎよう視しした。そして、やおら顔を上げ、お姫ひめさまのような豊かな髪かみを搔き上げつつ笑ったが、その声はかすれ気味だった。

「……まぁ、そうだな。きみらの無む謀ぼうな行動を止めることができないなら、せめて同行して力になってやるのが、同じ班員としての義務かもしれないな。ぼくが最さい後こう尾びで背後の安全を確保するので、きみらは思う存分、ゾンビを蹴け散ちらしてくれ」




　もはや、そこに立っているものは彼女以外にはいなかった。

　伝でん染せん病に感染して殺処分された家か畜ちくのように、無数の人間の死体が床ゆかに折り重なっている。

　まるで雌し雄ゆう決し、骸むくろ打ち捨てられた合戦場の光景。

　だが、この死体たちはただ腐ふ敗はいして虫に喰くわれ、バクテリアの餌えさとなるのを待っているほど従順ではない。まだ動いている。彼らが立ちあがることができないのは、その手足がねじ切られ、頭が叩きつぶされ、胴どうが穿うがちぬかれているためだ。

　正式な重殺の処置をおこなわないかぎり、このゾンビたちは活動を停止しない。

「ひとまず、あなたで最後……と」

　右手にぶら下げた剝はく製せい──古くさい形のランドセルを背負った七つか八つほどの男の子の頭を、眞子は壁かべに押しつけた。

　眞子の腕うでが横に動くと、熱したフライパンに油を引いたときのような音とともに、男の子の頭部がその体積を減らした。摩ま擦さつ音と白はく煙えん、それに壁に真っ黒な焦こげ目めの帯を残して、下あごから上を喪そう失しつした彼の体を、床に横たわる仲間たちの上に放ほうる。

　男の子は頭を失ってなお、ほかのゾンビたちと同様、手足を動かしている。だがそれも、ものの十秒ほどだ。壁にこすりつけられた断面に小さな火が芽を出し、それが内部の羽う毛もうを餌に急成長すると、彼はたちまち体内から炎ほのおに食いやぶられて、人型のたいまつになってしまった。

　その炎があっという間にほかのゾンビたちに燃え移り、火だるまとなった人間の体があちらこちらでのたうち回る。痛みも知能もないというのに、何がそんなに恐おそろしいのだろう。

　消えてしまうから？　もう死んでいるのに？

「本当に中ちゆう途と半はん端ぱなものなのよね。わたしたちって」

　焼かれて虚きよ無むに落ちていく同どう胞ほうたちを見下ろす眞子の唇くちびるから、冷めた言葉がこぼれた。

　この火の中に飛びこめば、すべてすっきりするかもしれないのに、ちっともそんな気にならないのが不思議だ。

「怖こわい……のかしら？」

　すこし違うような気がする。たぶん惜おしいのだ。

　こんなに長くこの世にへばりついているのに、まだものたりない。何か自分が知らないすばらしいことが、この世界にはたくさん隠かくされているような気がする。それを絶対につかんでやる、という強い欲望があるわけではないけれど、もしかしたらだらだら時を過ごしているだけで、不意にそれが目の前に現れるんじゃないか、そんな淡あわい期待を捨てきれない。

　孝晴と出会ったのが、まさにそうだった。

　あの人ほど自分にやさしくしてくれた人間は、今までお父さま以外にいなかった。入学式のステージの上から彼の顔を見たときの、あの気持ち！

　その瞬しゆん間かん、ものを感じるのは頭じゃなくて心だと確信した。だって、もうなくなってしまった心臓があんなに高く脈打ったんだもの。

　それに、そう、おしるこを買ってくれた。ときどき言葉はきつくなるけど、思いやりが深い人だ。何より、ゾンビである自分を普ふ通つうの目で見てくれる。

　出会ってから、まだたったの数日。もっとあの人のことを知りたい。

　彼が子供だったときのこと、好きな歌や趣しゆ味みのこと、友達のこと、家族のこと、どういう女の子が好き？　将来の夢は……？

　でも、お別れだ。

　眞子は手すりの向こうに展示されている柩ひつぎに目を向けた。

　照明に溶とけるような白銀の髪を枕まくらに、目を閉じた少女。そのくちびるから息の音が聞こえてきそうなほど、緻ち密みつな人間の造形。シュトゥディオン男だん爵しやくの遺物、〝フランソネット〟。

　彼女を発見した以上、眞子がこの学園に留とどまる理由はない。これで、この危険な学校ともさようならだ。三年間の予定がほんの数日。願ってもない幸運だ。

　それなのに──。

「──……」

　このとき、眞子の頭の中に、とんでもない思いがよぎった。

　突然、本当に突然、天てん啓けいのように。

「………」

　真剣な目で、〝フランソネット〟の、よく見知った貌かおを見つめる。

　彼女を探すのがこの学園に入学した目的なら、見つからなければ……そう、ずっといられる。この危険で過激で常識が通用しない、古くさい寮りようと高圧線に囲まれた校舎と無責任な教育方針がごた混ぜになった学校に、ずっと。

　どうして？

　決まっている。孝晴くんがいるから！

「……そうだ。そうよ！　そうなのよ！」

　雨雲が晴れて、太陽が光を投げかけたようだった。

　単純なことなのだ。何も変える必要なんてない。小鳥遊眞子は、明日あしたからも椛祢学園一年星組の協賛生で、指宿孝晴の幼なじみだ。それでいい。

　もちろん、そのためにはやらねばならないことがある。眞子は、ぼろ雑ぞう巾きんのようになったワンピースのポケットから、携帯電話を取りだした。そして、ひとつ咳せき払ばらい。

「えーと……あー、もしもし、アルマ？　ええ、わたし。今日はいい天気よね。ご機き嫌げんいかが？　じつは〝フランソネット〟のことなんだけど。そう、そうなのよ～。全然、見つかってないから～。そう、心配しないでちょうだい──だめだわ！」

　会話の予行演習を中断し、眞子はがっくりと突っ伏ぷした。

「不自然すぎる！　こんなしらじらしい調子じゃ、一瞬で見やぶられちゃう……」

　アルマ・Ｖ。彼女はただの侍じ女じよではない。非常に優ゆう秀しゆうな、そして主人に厳しい侍女なのだ。ちょっとやそっとの噓うそではごまかされてくれない。

　でも、なんとかアルマを煙けむに巻まかなくては……しあわせな学園生活のために！




　小鳥遊眞子が携帯電話をにぎって懊おう悩のうしているのと同じころ、宮川瑠佳の手の中にもやはり携けい帯たい電話があった。

　孝晴が使っているものよりやや旧型のスマートフォンは、少年向けのアニメキャラが意い匠しようされたカバーのせいで、どこか瑠佳には不似合いだ。

「………」

　着信メロディを無視して電源を切った携帯電話を、瑠佳はカーディガンのポケットにねじ込んだ。ジャージから制服に着き替がえ、荷物をまとめたのは、この合宿所から出ていくためだ。

　だが、それは待ち人が来てからである。

　瑠佳ひとりでは、この施し設せつから逃にげだすことなんてとてもできない。いや、そもそもトライオキシンなどという危険な物質を入手することすら不可能だったはずだ。

「待たせたかな」

　声は室内から聞こえた。

　瑠佳は机の上から鎖くさり鎌がまをつかみ上げるなり、体を反転させながらその場を飛び離はなれた。

　腰こしを低くして身がまえ、出入口を背にしてたたずむ人ひと影かげを睨にらむ。

　窓にブラインドがかかり、照明が切れているため、部屋の内部は闇やみが濃こい。かつてはこの精神病院の看守たちの詰つめ所のひとつだった場所で、同じような部屋は各階にあるが、この三階の部屋は院内連れん絡らくのための放送設備が設けられていた。それは今現在も使用されているもので、宿舎の一階にあるべつの放送室を除けば、放送機器があるのはここだけである。

「電話に出ないのか？」

「……出なきゃいけない義務でもあんの？」

「いや、きみの自由だ」

　玉たま乃のはそこに立ったまま、瑠佳の険がある反はん駁ばくを受け流した。ここへ至るまでに何度かはゾンビと遭そう遇ぐうしたであろうに、純白の防護服には汚よごれひとつない。

　瑠佳は鎖鎌の鎖を輪にして肩かたにかけ、ポケットに手を入れて、触さわり慣れた携帯電話の形に指をなぞらせた。

　孝晴からの着信はメールを含ふくめて、もう十回を超こえていた。それから穂稀から一回、エカテリーナから四回……。電源を切らなければ、その回数はもっと増えただろう。

　最初は彼らが無事だということに安心したが、そのあと瑠佳は通話ボタンを押したい気持ちをこらえるのに苦労した。

　友達の声をこんなに聞きたいと思ったことは今までなかった。

　話をしたいわけじゃなくて、ただ単純に孝晴や穂稀の声を聞きたい。

　でも、それはだめだ。もし孝晴や穂稀に問いつめられたら、怒ど鳴なられたら、全部ぶちまけてしまいそうだから。

　ここまでやってしまったのだ。後もどりなんてできない。

「玉乃サン、先生たちはどう？」

　声の抑よく揚ようを消して、瑠佳は尋たずねた。

「わたしの教え子たちだ。この程度のことでは動じないさ」

「じゃあ先生たちがしゃしゃり出てくるってことはないんだね？」

「ああ、彼らは優秀な重殺士だからな。このような閉へい鎖さされた環かん境きよう内なら、五十や百のゾンビはいつでも全処分できる。そのおかげで、きみはこうして放置されているわけだ」

　瑠佳はこの老人を知っている。

　死んだ母親の元パートナーだった重殺士だ。この学園の教師たちと同じく、瑠佳の母親も玉乃に鍛きたえられ、卒業時の試験に合格して免めん許きよを取得した。瑠佳にとっても師し匠しよう筋ということになる。

　玉乃は、結ゆ花か──瑠佳の母親の才能を買っていたようだ。何十人もの教え子の中からパートナーに選んだのだ。選ばれた結花もふたりの子を産み、育てながら女性重殺士としては出色の働きをしたのだから、玉乃の目は確かだったのだろう。

　結花が死んでから、玉乃はその娘むすめを援えん助じよしていた。宮川家の銀行口座には、ときに離り婚こんして形ばかりの扶ふ養よう者となった父親よりも多額の振ふり込みがあったのだ。

　その金額の一部を、瑠佳は興信所に支し払はらい、振り込み相手を特定した。

　はじめて玉乃に会ったのは、中学三年のとき。最初はお礼を言うつもりだったが、そのときはもう以前と状じよう況きようが変わっていた。

　だから、瑠佳は無理を承知で、玉乃にこの話を持ちかけた。

　ゾンビを世間に解き放ち、その存在を大っぴらにする。

　むちゃくちゃなことだ。たとえ母親の親友だったとしても、最高の重殺士が首を縦に振るわけがない。聞いた話では、玉乃の重殺処理数は53万を超える。その記録を超える者は出ていない。それほど彼はゾンビを葬ほうむる仕事に熱心なのだ。

　ところが、玉乃は協力を約束し、そして実行してくれた。

「教えてほしいんだけどさ。昨日の晩ごはんの肉に吹ふきかけたスプレー。あれって睡すい眠みん薬やくか何かだと思ってたんだけど、どういうこと？」

　フライング・キラー・ミートと俗ぞくに呼ばれる部位限定型の再活性現象。あんなことになるとは、瑠佳自身も思いも寄らないことだった。

「わたしたちの目的が済むまで、生徒たちをおとなしくさせるためのものだと説明した。間ま違ちがっていなかっただろう？」

「家長は寝ね込こんじゃったんだよ！」

　アンプやサウンドリピーターといった機材が置かれている机を、瑠佳は平手で叩たたいた。

　家長班のほかのふたりの班員も自室待機の憂うき目を見ているし、ほかの班やクラスの生徒も同様だ。幸い、重じゆう篤とくな症しよう状じようにおちいった生徒はいなかったものの、玉乃が家いえ長なが里り緒お菜なに銃じゆう口こうを向けたときの寒気は忘れがたい。

「寝込んでいる候補生がいるから、教師たちは宿舎から離れられない。そして、わたしは彼らに咎とがめられることもなく、合宿所を取り囲む有ゆう刺し鉄線の電流を切ることができた。これでゾンビは外へ出ていく。きみの目的も達成だ」

　玉乃はドアの前に立ったまま動かず、声もまた揺ゆらぐことはない。頭ず巾きんの向こうにある口は、この部屋にある機器と同じように金属でできているんじゃないかと瑠佳には感じられた。

「候補生たちにとっても、ゾンビの危険性を知るいい機会になっただろう。協賛生などと、飼いならされた下位のゾンビと過ごしたところで、本当の怖こわさはわからんよ」

「……アンタは、なんでアタシに手を貸してくれるの？」

「またその話か」

　玉乃の体がようやく動いた。木にヤスリをかけたような音は、どうやら溜ため息らしい。

「わたしときみの目的が一いつ致ちしている。それだけだ」

　そう。瑠佳がこの質問をするたびに、玉乃もまた同じ返答を口にする。

　だが、どうしても腑ふに落ちない。この老人ほどゾンビを目の敵かたきにしている人間が、なぜゾンビの拡散を容よう認にんするのか。

　防護服のせいで、玉乃がどんな顔をしているのか見えない。だが、その視線に心臓を突つかれているような気がして、瑠佳は唾だ液えきで喉のどを湿しめした。

　瑠佳の背後には荷物を運ぶ台車が停とめられており、上には大きな木箱がある。貨物車の荷物にまぎれこませて、この合宿所まで運んできたものだ。

　中身は、瑠佳にとって自分よりも大切なものだった。

　それを玉乃の視線から守るために、瑠佳は震ふるえそうになる膝ひざに力を込めた。




「──うわっ!?」

　地下室のドアを開けた直後、孝晴は声をあげて三八式歩兵銃を頭上にかかげた。

　その銃身に、黄ばんだ歯が食いこむ。

「どきなさい！　右に一歩！」

　穂稀の指示に応じて、右へと体を動かした孝晴の右耳に、風のうなりが響ひびいた。

　と同時に、ドアの板に火花が散り、銃に喰らいついていた腐くさりかけのサラリーマンの額に鮮あざやかな色しき彩さいの矢が突き立つ。

「またあなたを助けてしまったわね、指宿くん」

「ちょっと待て！　今、矢が右側通っていかなかったか!?」

　右に避さけた孝晴の、右側である。もし、もう十センチも横にいたら、矢が命中していたのはゾンビの頭ではなかっただろう。

「気のせいです」

「そんなわけあるか！　見ろ！　ドアに跳はね返った傷が……」

「大目に見てちょうだい。洋弓を使うのははじめてなんですもの。それと、たぶん箆へらが曲がるか矢羽が歪ゆがんでいたのね。次からは調節するわ」

　真っ青になってドアを指さす孝晴とは裏腹に、穂稀は落ちついたものだ。冷静に分ぶん析せきする彼女の右手から青々とした三本の蔓つるが生じ、それがくるくると縒より合わさって一本の矢となる。

「便利な体だなぁ」

　瑛が感心して、眼鏡めがねに指をやった。

「だんだんこの植物の使い方がわかってきたわ。不本意ですけどね」

「弾たま切ぎれの心配がねぇのはいいよな」

　もとから弾だん丸がんが装そう塡てんされていない銃を手に、孝晴が穂稀をうらやむ。

「そうでもないわ。光と水と栄養は消費するのよ。二本作っただけで、もうおなかがすいてきたわ」

「じゃあ、おまえが餓が死ししないうちに、宮川のとこに行かなきゃな」

　仰あお向むけざまに倒たおれて壁かべにぶつかったゾンビが、早くも起きあがろうとしている。孝晴はリュックサックを背負った瑛から火か炎えん瓶びんを受けとり、これも倉庫にあったデュポンの真しん鍮ちゆう製のライターで火をつけてから、それを投げつけた。

　壁に砕くだけた瓶が、破は片へんとともに灯油をばらまき、ゾンビの全身を炎ほのおに捧ささげた。剝はく製せいの中身のウレタンが焼けるいやな臭においが立ちこめる。

「一酸化炭素とシアンガスで中毒になったらことだ。行こう」

　瑛に急せかされるまでもなかった。孝晴はもう二度と不意打ちを受けてあわてないように、歩兵銃をかまえて慎しん重ちように階段を上る。洋弓にお手製の矢をつがえた穂稀と楽器箱をさげたアスリンが続き、最後に電動ドリルを握にぎりしめた瑛がおっかなびっくりでついてくる。

　一階の廊ろう下かは静かだった。

　といっても、まったくの平へい穏おんというわけではない。鉄てつ格ごう子しがはめこまれた窓のガラスはことごとく割れて床ゆかに散り、書類や展示室の備品らしいさまざまな物品、剝製や標本から剝はがれ落ちた装そう飾しよく品などが大量に散乱している。さながら、暴動のあとだ。

　床が濡ぬれているのは、どこかの水道が壊こわれたか、あるいはスプリンクラーが作動したのかもしれない。いずれ地階も水みず浸びたしになるだろう。

　そして、廊下の先に見える玄げん関かんではいまだに無数の人影がうごめき、その中の数体が、生きた人間の気配でも嗅かぎとったのか、ゆっくりとこちらへ振り返った。

「気づかれたぞ！」

「上へ！」

「けっきょく上へ行くのね。逃にげ場がないっていうのに」

　やたら大きな足音をたて、不格好に体を揺すりながら、ホルマリン標本の黒人の男や包丁をつかんだ中年主婦の剝製が、猛もう然ぜんと向かってくる。ゾンビも個体によって移動速度にかなり差があるが、食べ物を見つけたときの彼らが足を速めるのは共通していた。

「やばい、やばいよ！　だから、いやだったんだ！」

　最さい後こう尾びにいたはずの瑛が真っ先に階段を上り、孝晴がアスリンの背中を押すようにして彼を追う。しんがりに残った穂稀が、弓ゆ弦づるで涼すずやかな音を奏かなでた。

　階段にほど近い展示室の窓をやぶり、廊下に飛びだしてきた上半身裸はだかのゾンビが、こめかみを穿うがたれて横倒しになる。それが玄関からやってきた仲間たちの足をさらい、前列の数体がばたばたと転がった。

「緒澤、早く！」

　階段を駆かけあがる穂稀と、踊おどり場で待っていた孝晴がすれ違う。

　展示室の入り口から現れた人ひと影かげが、こちらへ顔を向けた。首や脚あしが破損した女子学生の剝製だ。そのゾンビめがけて火炎瓶を投げつけようとして、孝晴は一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよした。

　冬服のセーラーに黒くろ髪かみ。すこし眞子に似ていた。

　だが、違う。知能を失った危険なゾンビだ。重殺してやるほかに、方法はない。

　孝晴は火炎瓶を階下に投じた。

　少女の足もとで瓶が破散し、青い炎が彼女の両脚から上へと瞬時に舞まいあがる。身を守ろうとするような挙動はいっさいなく、彼女は炎を受け入れ、そしてふらふらと歩きだした。

　彼女が倒れるまで見とどけずに、孝晴は二階へと向かう。

　二階の廊下から手すり越ごしに弓をかまえていた穂稀が、孝晴の到とう着ちやくを待ってから、鏃やじりを上に向ける。

「遅おそいわよ！」

「足止めしといた！」

「さっさと行こう、指宿くん！　下のやつらが来ないうちに」

「待て、安永！」

　足を止めるのは一秒でも耐たえられないという様子で、二階の廊下を走りだす瑛の肩かたを、孝晴はつかんだ。

「どうしたんだい？」

「聞こえねぇか？　……なんの音だ？」

　どこからか、かすかな音が漏もれている。すきま風のような、あるいは何かがこすれるような……。気のせいではない。音は移動している。

　四人は口を結び、しばしあたりの気配を五感で探さぐった。穂稀がにぎる洋弓の弦つるが、きりり、と小さく空気をきしませる。

「………」

　アスリンが無言のまま、ふと顔を横に動かした。

　その直後である。

　一番手前の展示室の出入口から、やおら人影が躍おどりでた。見覚えがある。展示ブースで眞子の首をつかんだ女子高生の剝製だ。

「ルフェテ、下がれ！」

　孝晴が歩兵銃の銃じゆう剣けんを突きだし、アスリンの前に出る。穂稀が標的を求めて振り返る。だが、ふたりが攻こう撃げきに移る前に、まったく予期せぬ形でゾンビを屠ほふるという目的は達せられた。

　女子高生の体が、その背後に盛りあがった巨きよ大だいなかたまりによって跳ね飛ばされ、孝晴たちの眼前を斜ななめに横切った。ばちん！　と天てん井じよう近くの壁に叩きつけられた彼女が、床へと落下する、その途と中ちゆう、黒々とした柱が室内から伸のび上がり、彼女の体をかっさらった。

「な……」

　孝晴は口をあんぐりと開け、空中に大きく弧こを描えがいて廊下へと降りたもの──その生き物を凝ぎよう視しした。長大な体が波打つように床を滑すべり、美しい斑はん点てん模様が描かれた体表がきらきらと光る。

「な、なんだ、ありゃあ!?」

「見ればわかるだろ！　蛇へびだよ！」

　そのとおり、それは蛇だった。

　ただし、人間の剝製を頭からくわえこみ、そのままつま先までひと吞のみにしてしまう大きさの、だ。

「いや、蛇ったって……でかすぎだろ！」

　オオアナコンダやアミメニシキヘビという最大級の蛇でさえ、全長は10メートルがいいところだというのに、これはひかえめに見ても二回りは大きい。その胴どうにいたっては、大人の両手が回るかどうかといった太さだ。うねる体によってほとんど廊下がふさがれていることからも、その巨大さがわかる。

「動物園から逃げてきた……わけではないわよね。ここにいる以上は」

「ま、まさか、昨日の熊くまと同類だっていうのかい!?」

　穂稀のつぶやきに、瑛がおののいた。

「ちがう……これは……」

　アスリンが小さな手で指さした途と端たん、それが合図だったかのように、大だい蛇じやが体を震わせた。その白い喉が膨ぼう張ちようし、異様な音とともに、口こう蓋がいから大量のかたまりが吐はきだされる。胃液で濡れた発はつ泡ぽうスチロールと針金とガラス玉……吞まれた剝製の中身だ。数体ぶんはある。

　外側、つまり皮ひ膚ふや髪の毛といった有機物は、いうまでもなく強力な胃酸によって消化されてしまったにちがいない。人間にしか効果がないトライオキシン２３９型はこの蛇には無害だろう。つまり、完全に重殺状態にあるということだ。

「ゾ、ゾンビを喰くっちまったのかよ……」

　強きよう烈れつな酸の臭しゆう気きに顔をしかめつつ、孝晴は呆ぼう然ぜんとうめいた。ゾンビを食べる生き物などが、この世に存在していたとは。

「ゾンビを食べたというより、人間を食べたんじゃないのか？」

　瑛の指し摘てきはもっともだ。蛇が人間とゾンビを区別しているかどうかは疑わしい。何しろどちらも同じ形をしているのだ。今まではたまたまゾンビだけを食べていたからといって、新しん鮮せんな生きた人間に興味がないという保証はなかった。

「よし……なんでこんな化け物がここにいるんだとか、そういう話はあとだ。とにかく、こいつを刺し激げきしねぇように……」




　残念ながら孝晴の提案は、その言葉半ばで実現不可能なものとなってしまった。

　その宝石のように美しい両眼で、注意深くこちらをうかがっていた爬は虫ちゆう類るいが、おもむろに首をもたげたのだ。まったく異質な生物の意思を感じ取ることができる瞬間というものが、稀まれにある。相手が強い欲望を抱いだいている場合がそれだ。

　そう、たとえば、食欲である。

「走れ！」

　孝晴がそう叫さけぶより先に、瑛はすでに回れ右をしている。孝晴はアスリンの小しよう軀くを抱だきあげ、穂稀が引き絞しぼった弓から矢を放つ。

　蛇の体が竜たつ巻まきのようにうねった。頭部を狙ねらった矢が胴体に突つき刺ささるが、角度が浅く、表皮をわずかに傷つけただけに留とどまった。

　驚おどろきに目をみはった穂稀を、太い尾おがなぎ払はらう。とっさに飛びのいた彼女の影を裂さき、筋肉でできた鞭むちが壁を叩たたいた。

「緒澤、そいつはほっとけ！　逃にげるぞ！」

「ええ」

　穂稀は軍衣をひるがえし、きびすを返した。階段を降りる瑛に続きながら、孝晴はとなりに並んだ穂稀の顔を見やった。細く美しい眉まゆが、不ふ審しんを表している。

「どうした？」

「あの蛇……わたしが矢を放つことを知っていたわ」

「そりゃ、目の前で弓かまえてりゃわかるだろ」

「いいえ。動物には弓矢が危険な道具であることなんてわかりっこないのよ。学習していなければ、頭を守って矢を鱗うろこではじくなんて芸当できないわ」

「それじゃあ……」

「うわぁぁっ!?」

　前を行く瑛が、一階に到着したとたん立ち止まり、絶ぜつ叫きようした。

「おい！　危ねぇな、安永──」

　彼の背中にぶつかり、アスリンの体を取り落としそうになった孝晴は、それ以上の非難を吞みこんだ。

「な、なんとかしてくれぇ！」

　無数の手が、瑛の腕うでやウェイトレスの衣い装しようをつかまえている。まだ火か炎えん瓶びんの火がくすぶる一階の廊ろう下かには、幾いく体たいものゾンビが徘はい徊かいしており、瑛はその真まっ直ただ中なかに突っこんでしまったのだった。

「馬ば鹿か！　なんで一階にもどってきたんだよ！」

「き、きみだって止めなかったじゃないか！　いいから早く助けてくれ！」

「じっとしてなさい、安永くん！」

　穂稀が弓の狙いを定め、射る。瑛の首に爪つめをたてていた中年サラリーマンがこめかみをつらぬかれて横よこ倒だおしになる。その手がブラウスの襟えりにかかり、ボタンを飛ばした。

「いやぁぁっ」

「ちょっと……何よ、その女性的な反応は……」

　ぞっとした様子で、穂稀が思わず弓を引く手を止めた。

　孝晴はベルトで肩にかけた歩兵銃を手に取ろうとするが、そのためにはアスリンを抱きかかえているのは不都合だった。

「ルフェテ、降りろ！」

「拒きよ否ひ……」

「拒否じゃねーよ！　安永が喰われちまうだろ！」

「それは……やむをえない犠ぎ牲せい」

「おまえ、ほんとに修道女か!?」

　顔を赤くしながらも、しっかりと首に両手を回してしがみつくアスリンを左手で支えたまま、やむなく孝晴は瑛が落とした電動ドリルを右手で拾いあげた。

「喰らえ！」

　引き金を押し込みながら、半はん裸らの男の後頭部にドリルを突き刺す。ホルマリン標本らしいぶよぶよとした皮膚を突きやぶり、さらに頭ず蓋がい骨こつすら簡単に貫かん通つうして、肉にく片へんが飛び散った。

　むろんこの程度では一時しのぎにすぎないが、火炎瓶の入ったリュックを背負っている瑛が捕つかまってしまった以上、どうしようもない。

　瑛を悲劇から救ったのは、思わぬ援えん軍ぐんだった。

　階段から躍りあがった大蛇が、黒い奔ほん流りゆうとなってあたりのゾンビたちをはじき飛ばしたのだ。体の一部を喰いちぎられ、あるいは頭を叩きつぶされ、尾の一撃で空中に舞いあげられたゾンビたちが、そこかしこに転がる。

　ぐるり、と床ゆかに円を描いた蛇体の中心に、取り残されたように、瑛だけが突っ立っている。驚いたことに、無傷だ。

「安永、今だ！　早くこっちへ」

「あ、ああ」

　我に返った瑛が、あわてて蛇の背を踏ふみ越えた。だが、自分の体を踏みつけにして逃げていく人間に見向きもしないほど相手も寛かん容ようではない。倒れたゾンビの一体を口にくわえこんだ蛇が、それを嚥えん下かしてから、瑛の姿を目で捉とらえた。

「やべぇ……走れ！」

「えっ？　おい、ちょっと！」

　電動ドリルを瑛に手て渡わたすや否いなや、孝晴は床を蹴ける。瑛も乱れた髪かみや着衣のまま、スカートをからげて追う。だが、蛇の狙いは彼らではなかった。

　しゅるしゅると摩ま擦さつ音を奏かなでながら、泳ぐように廊下を滑すべる大蛇の先には、孝晴と並んで遠ざかる穂稀の背中がある。

「緒澤、気をつけろ！」

「な……なんでわたしに!?」

　軽く振ふり向いて敵てき襲しゆうを確かく認にんした穂稀が、横に跳とんだ。その真横を巨大な槍やりと化して、蛇体が擦過する。そのまま弧を描えがき、今度は正面から襲おそいかかる蛇の牙きばを、穂稀は壁かべを蹴りつけて宙に舞まうことでかわした。

　弓を抱き、体を丸めて、くるん、と一転しながら着地した穂稀は、無む駄だのない動きですぐさま逃とう走そうを再開する。ところが、蛇は執しつ拗ようだった。廊下の幅はばいっぱいを使って向きを変えると、孝晴や瑛を無視して、穂稀を追つい尾びする。

「待てよ！　ひょっとして、この蛇は……」

「どうした、安永！」

「雄おすなんじゃないのか？」

「神しん妙みような顔して出した結論がそれかよ！」

「お目が高い！　と言いたいところだけど、しつこいわよ！　あっちを食べなさい、あっちを！　いなくなっても社会の損失とは言えないから！」

「な、なんだとぅ!?」

　穂稀に指さされた瑛が顔色を変える。だが、彼にとっては幸いなことに、そして穂稀にとっては不幸なことに、蛇の意思は揺ゆるぎないもののようだった。

　おそろしい速さで廊下を蛇だ行こうし、穂稀の背後に肉にく薄はくした蛇が、白い腹で床を打ち、まるで波に乗るサーファーのように壁へと這はいのぼった。

「緒澤、上だ！」

　肩かた越ごしに後方を確認した穂稀が、一いつ瞬しゆんの戸と惑まどいののち、頭上へと視線を馳はせる。

　しかし、遅おそい。

　穂稀の秀しゆう麗れいな顔に影かげが落ち、その表情が凍こおりついた。大きく縦に開いた蛇の顎門あぎとが、その口こう腔こうの鮮せん烈れつな赤さを誇ほこりつつ、迫せまる。

　孝晴は腕を伸のばし、穂稀を突き飛ばそうとした。が、届かない。そう思った時には、体が勝手に動いていた。

「ルフェテ！　許せ！」

「ゆ……」

　アスリンの小さな体を肩かたまでかかえ上げ、全力で投とう擲てきする。アスリンは無表情のまま滑かつ空くうし、横から穂稀の脇わき腹ばらに激げき突とつした。

「……ぅごっ!?」

　外見にそぐわぬ声をあげて、穂稀がアスリンもろともぶっ倒れる。その直後、穂稀を頭から丸まる吞のみにしようとした巨きよ大だいな口蓋が、空気だけを嚙かみちぎって通りすぎた。

「いたた……な、何がいったい……」

　壁にもたれるような格好で倒れた穂稀が、身を起こそうともがく。その上にぐったりと寝ねそべったアスリンが、緩かん慢まんな動作で顔を動かした。

　ふたたび、廊下の奥で激しく体の向きを変えた蛇へびが、こちらめがけて急接近してくる。

「くそっ。俺らになんか恨うらみでもあんのかよ！」

「指宿くん、よせ！」

　瑛の警告を聞き流し、孝晴は穂稀とアスリンの前に立ちふさがった。右みぎ脚あしを引いて、歩兵銃じゆうを腰こし溜だめにかまえる。

　咆ほう哮こうも上げず、威い嚇かくの動作もなく、ただ左右に胴体をうねらせながら直進してくる大だい蛇じやの姿には、脚をすくませるような威い圧あつ感かんがあった。迷うほどの時間が与あたえられなかったのは幸運だ。たちまち眼前に接近した蛇の頭めがけて、孝晴は無我夢中で銃じゆう剣けんを突いた。

「！」

　その瞬間の蛇の動きは、異様だった。まるで、孝晴の動きを予測していたように、螺ら旋せん運動を取って矛ほこ先さきをやりすごし、そのまま足もとをすり抜ぬける。

「こいつ……！」

　穂稀が言っていたように、あきらかに人間の武器に対応した挙動だ。人間の攻こう撃げきの方法を理解しているのだ。

　孝晴が狼ろう狽ばいを殺し、歩兵銃をかまえ直して振り返ったとき、大蛇はもう穂稀とアスリンめがけて躍おどりかかっていた。

　穂稀がアスリンを守るように両手で抱き寄せる。アスリンのほうは、だが自身の置かれた絶体絶命の危地に無む頓とん着ちやくだった。

「だめ……」

　一条の槍と化して降下してくる大蛇を見上げ、諭さとすようにつぶやいた。

　そのささやきがもたらした光景は、劇的であった。

　限界まで裂け、牙を剝むき出しにした蛇の頭部が、アスリンの顔の手前二十センチで静止している。それはさながら、彼女の言葉が時を止めたようにすら見えた。

　だが、空気中のさまざまな匂においの情報を求めて、火のように揺れる舌が、時間の流れの正常なことを示している。

「食べちゃ、だめ……」

　ふたたび、アスリンが静かな声で告げた。穂稀の腕の中からもぞもぞと這いだし、立ちあがったアスリンが、右手を前へと差し伸べる。大蛇が首を突つきだし、その舌が少女のてのひらを何度か舐なめるようにかすめた。

「ちょ、ちょっと、あなた今、何を……」

　穂稀が背中を壁にこすりつけるように慎しん重ちような動きで膝ひざを伸ばしつつ、口をはさんだとき、今度はアスリンの手が下へ向き、人差し指で足もとを示した。

「……おすわり」

　アスリンの指先と蛇の頭は、透とう明めいな糸で結ばれているのかもしれない。ゆっくりと頭部を下げた蛇が、あごを床につける。さながら、女王の前に拝はい跪きする騎き士しのように。その目には犬や猫ねこのような感情は見あたらないが、態度で主人に対する従順さを表明していることに疑問の余地はなかった。

　油断なく銃剣を向けたまま、孝晴は緊きん張ちようで乾かわいた喉のどに唾だ液えきを嚥下した。

「どうなってんだ？　ルフェテ……」

「まさか、きみは野生動物の心がわかるのか？　ムツゴロウさんみたいな……」

「そんな馬鹿な！　またおかしな呪じゆ術じゆつで手なずけたのよ」

　アスリンが振り向き、めくれたフードの位置を手で直した。

「これは……わたしが所属する、神しん罰ばつ代行部門が育てあげた……ゾンビ捕ほ食しよく竜りゆう……」

「竜？」

「蛇だけど……竜……って呼ばれてる。……強そうだし、かっこいいから。人は襲わない……ゾンビだけ、食べるの」

「なるほどな。ゾンビの天敵ってわけだ。……じゃねぇよ！　おまえが実家からつれてきたのかよ!?　この化け物！」

　弓矢や銃剣をたやすく回かい避ひしたのは、そうした訓練を受けているためだろう。警察犬や軍馬と同じく、戦せん闘とう用に育成された動物なのだ。

「こんなものがよく検けん疫えきを通過したわね……」

「海を泳いで……勝手に来た、らしい。わたしの体の……匂いをたどって」

「よし、わかった。もはやこれは怪かい獣じゆうだ。そういうものなんだ」

　常識では計れない生き物なのだ。そう孝晴は納なつ得とくすることにした。

「でも、まぁ、これはこれで心強い味方じゃないか。よく見れば、おぞましい中にも独特の愛あい嬌きようがあるような、いや、そうでもないな──ひぃ!?」

　瑛に体をなでられた大蛇が、威嚇の声とともに牙を剝く。瑛は腰を抜かし、四よつん這ばいで孝晴の脚にすがりついた。

「この子はゾンビを無差別に……食べようとするから……うかつに接近するのは、危険」

「な、何度でも言うが、ぼくはゾンビじゃないぞ！」

「安永くんが食べられるのはともかく、わたしはこの蛇のそばにいるのは遠えん慮りよするわ」

　穂稀が警けい戒かい心しんもあらわに大蛇を見やる。彼女にしてみれば、いつ自分も丸吞みにされるかわからない相手と行動をともにするのは容認しかねることだろう。

「じゃあ……スペインに帰す……」

「犬じゃねーんだぞ。ちゃんと言うこと聞くのかよ？」

「躾しつけがいいから……だいじょうぶ」

「たった今、ぼくに嚙みつこうとしたけどな！」

　瑛の刺とげ々とげしい指し摘てきを黙もく殺さつし、アスリンは大蛇の鼻はな面づらに顔を寄せた。そっと息を吹ふきかけてから、スペイン語で何かをささやく。爬は虫ちゆう類るいの脳の大きさを考えると驚おどろくべきことだが、蛇は命令を理解したようだ。

　大木のごとき体を曲がりくねらせ、なめらかな動きで廊ろう下かを遠ざかっていく。行く手をさえぎる剝はく製せいや人体標本が、ボウリングのピンのようになぎ倒された。

「わたしたちも、早く逃げたほうがよさそうね」

　穂稀が廊下の玄げん関かん側を見返って、表情を硬かたくする。今しがた大蛇に蹴け散ちらされたゾンビたちが、懲こりずに身を起こしつつあるのだ。その数はすくなくない。

　孝晴は玄関とは反対側に顔を向けた。そちらの突き当たりにも階上へと向かう階段がある。

「こっちから上へ行くのが安全そうだな」

　急ぎ足で階段を上りながら、孝晴は穂稀たちに告げる。

「おまえら、このまま先に三階まで行ってくれ」

「二手に分かれるっていうの？」

「危険じゃないか？　第一、どうして三階になんて？　小鳥遊さんなら二階だ」

　穂稀が驚いて踊おどり場ばに足を止め、瑛が苛いら立だたしげに足あし踏ぶみをする。

　なぜかあたりの床ゆかは水みず浸びたしで、階段を流れて一階にも達している。地下室にいた孝晴たちは気づかなかったが、あるいはどこかで火災でも起きて、スプリンクラーが作動したのかもしれない。たしかに空気がこげ臭くさく、かすかに煙けむっているようだ。

「俺は眞子のとこへ寄ってから行くから、宮川のとこで合流しようぜ」

「宮川さんがどこにいるかわかってるの？」

「三階に放送室があるだろ」

　踊り場の壁に設置された見取り図を、孝晴はあごで示した。

　放送設備があるのは、館内でも三階の放送室だけだ。もし瑠佳がまだこの建物にいるなら、そこが一番可能性は高い。

「ありえるわね。馬ば鹿かほど高いところが好きって言うし」

　穂稀の体が素す早ばやくひるがえり、弓ゆ弦づるを弾はじいた。

　ガラス製の眼球を、鏃が貫つらぬいた。一階から上ってきたところを射られて、煤すすだらけの人体が階段を転がりながら来た道を引き返していく。

　ここで長々と相談している時間はなさそうだ。穂稀は迷わなかった。

「わかったわ。急ぎなさいよ。あなたが来る頃ころには、あの子はわたしの前に正座して反省文書いてるでしょうけれど」

「そりゃ頼たのもしいな。気をつけろよ」

　一気に階段を駆かけあがり、そこから三階へ向かう穂稀と二階の廊下に進む孝晴が、おたがいに背を向けた。

　瑛はもう上へ続く階段に足を踏みだしている。逆に孝晴を追って廊下へと向かおうとするアスリンの首根っこを、穂稀がつかまえた。

「あなたはこっち」

「でも……」

「小鳥遊さんのことは彼に任せなさい。こっちには足手まといがいるんだから、あなたにも働いてもらうわよ」

「足手まといっていうのは、まさかぼくのことじゃないだろうな？」

「あなたじゃなかったら、誰だれだっていうのよ？」

「離……して……愚おろかものぉ……」

「はいはい。わたしは愚かね。自分でもそう思うわ。こんなことにつきあうなんて」

　ナマケモノ並みの虚きよ弱じやくな抵てい抗こうを示すアスリンを引きずりながら、穂稀は瑛のあとに続いて階段を上った。

　三人と別れた孝晴は、窓側の壁かべを肩かたでこするようにして廊下を進んだ。

　トイレや用具室のドアから、いきなりゾンビが飛びだしてこないか怖こわかったのだ。弾たまが入っていないとはいえ、銃をかまえていると多少は心強い。

　眞子と別れたのは、こちらの階段から見て一番手前の展示室だ。その出入口はそこに見えるが、ひとりで周囲の安全を確保しながら移動するのは、想像した以上に疲つかれた。

　なおのこと、ひとりでいる眞子が心配になる。

　一階に比べて、二階はあまりにも静かだ。

　孝晴たちが逃にげたときには、すくなくとも二十体以上はゾンビの姿があったというのに。

　それらの姿が廊下になかった理由を孝晴が知ったのは、出入口をくぐり、薄うす暗ぐらい展示室へ足を踏み入れたときだ。

　こげ臭い白はく煙えんが、うっすらとよどんでいる。スプリンクラーを作動させた火災の火もとは、この部屋らしい。水で光る床の上に、黒こげのかたまりが折り重なっていた。すぐにはわからなかったが、それらは叩たたきつぶされ、引き裂さかれ、焼き捨てられた人体なのだった。

　どうやら、この階のゾンビはほとんどすべてが重殺されているようだ。

　それを銃剣の先でつついて危険がないことを確かめ、孝晴は展示室の奥へと向かう。

「眞子……？」

　あの白人の少女を納めた棺ひつぎの前に、眞子は座りこんでいた。孝晴の声に、びくりと背中をすくませ、恐おそる恐るという様子で振ふり返る。

「た、孝晴くん……どうして？」

　孝晴と目が交わった刹せつ那な、その瞳ひとみにさまざまな感情があふれた。

　驚きと戸と惑まどいと──歓かん喜き。

　孝晴は大きな歩ほ幅はばで眞子に歩み寄った。そして、藪やぶから棒に、彼女の頭を拳げん骨こつで殴なぐる。

「あいたっ!?」

「どうして、じゃねーよ！　おまえ、ふざけんなよ!?　なんであんなことしやがった、このドアホ！　死ぬつもりかよ！」

　息も切らさぬ語気で叱しつ咤た罵ば倒とうされ、眞子は両目をまんまるにして驚いていたが、やがて不満そうにくちびるを尖とがらせる。

「だって……孝晴くんに死んでほしくないんだもん」

「おまえな……」

「わたしはもう死んでるから平気！　どうなったって──」

「平気なわけねぇだろ！　おまえ、自分の格好よく見てみろよ！」

　う……、と眞子は言葉に詰つまり、両手で肘ひじを抱だくようにした。その手指が何本か欠けている。腕うでも、そして両の脚あしも、おびただしい傷で覆おおわれている。小さな引っかき傷から皮ひ膚ふがめくれるほどの裂れつ傷しよう、そして肉をえぐられた嚙かみ傷きず。ずたずたになったノースリーブのワンピースは、今や表面積において水着と大差がない。

「馬ば鹿か力ぢからだけで、あんな大勢相手にできると思ったのか？　無茶なんだよ！　ただでさえ、鈍どんくせぇやつだってのに……」

「孝晴くん」

「なんだよ！」

「わたしの、この姿を、どう思う？」

「はぁ!?　どう、って……」

　孝晴は言葉を濁にごらせた。いきなりの質問に面めん食くらったこともあるが、腰を浮うかせ、立ちあがった眞子の目に気け圧おされたせいでもある。おそろしく真しん剣けんな視線だ。

「そんな気にすんなよ。……乳がないって言ったのは、悪かったけどよ」

「そういう話じゃありません！」

「じゃあ、どういう話だよ？」

「わたしは！　──ほら、小鳥遊眞子でしょ？　それで、ゾンビなの。……それから、孝晴くんとは、その……お友達だし……。そういうの、どう思いますか？　わたしは孝晴くんといっしょにいると楽しくて……ずっとお友達でいてくれたらなぁ、なんて思うんだけど、もし、もし孝晴くんが違ちがうふうに思ってたら、って……。うん、そう、そうなの。だから、あなたの気持ちを教えてください」

　何かをひとつひとつ自分の中で確かく認にんするような、たどたどしい眞子の口ぶりは、しかし孝晴の答えを求めて餓うえていた。理由はわからない。ただ、その表情の硬さと声の響ひびきに覚かく悟ごを感じて、孝晴は自然、慎しん重ちようになった。

「わけわかんねぇこと言ってんじゃねーよ。今はそんなことより……」

「大事なことなの！　お願い、答えて！」

「………」

　眞子が──再会後の、つまり今の眞子だが──これほど強く何かを要求してきたことははじめてだ。孝晴は動どう揺ようしながらも、緋ひの色にきらめく彼女の瞳から目を離はなせなかった。

　だがしかし、なんと答えればいいのだろう？

　それが問題だ。

　孝晴を窮きゆう地ちから救ったのは、携けい帯たい電話の着信音だった。視線をからめ合っていた孝晴と眞子、どちらもが飛びあがりそうなほど驚き、音源に目を向ける。

「も、もうっ！　こんなときに！」

　携帯電話を耳にやった眞子が、今度はべつの緊きん張ちように身を硬かたくした。

「──あ、アルマ？　ど、どうしたの？　へっ？　ああ、〝フランソネット〟、そんなものもあったわね……。いやいやいや……み、見つかってませんよ？……な、なんで？　べつに不自然じゃないってば。やぁねぇ」
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　冷ひや汗あせを流しながら、何かを必死でごまかす眞子の横顔からは、もう先ほどの硬こう質しつの決意は見あたらない。だが、その表情がしだいに曇くもっていくのを、孝晴は見てとった。

「……うん、そうなの。ごめんなさい。わたし、噓うそついてた。うん……でも、聞いてちょうだい、アルマ・Ｖ」

　アルマという名前の家政婦と話しているはずなのに、眞子は顔をこちらに向ける。そのまっすぐな視線が、ふたたび孝晴をひるませた。

「もう〝フランソネット〟のことはおしまいにしましょう。わたし、このままでいいわ。ええ、わかってる。このままだと、わたしの体は……でもね、もし死んじゃうんだとしても、それでいいと思うの。わたし、今の自分がしあわせ──」

「おい……っ！」

　あわてて孝晴が伸のばした手が、眞子の手首をつかんだ。幸福感が染しみだすように微笑ほほえみ、それと同時にゆっくりと体を前ぜん傾けいさせた眞子の額が、ごん、と床にぶつかった。落ちた携帯電話が、まだ水で濡ぬれている床の上に踊る。

　眞子は自分が倒たおれたことにも、孝晴が腕をつかんでそれを止めようとしたことにも、気づかなかったようだ。

「……あら？」

「ど、どうしたんだよ!?　ふざけてんなら怒おこるぞ、てめぇ！」

「いえ、あの、真面まじ目めです。もしかすると、わたし──死ぬかもしれません」

　孝晴の手を借りてゆっくりと腰こしを下ろしながら、そう告げる眞子の顔には恐きよう怖ふも動揺もなく、ただどこか不思議そうだった。死という単語が夢のように浮いている。

「馬鹿言ってんじゃねぇ！　待ってろ！」

　孝晴は携帯電話を拾いあげた。どうやら、冗じよう談だんではないらしい。通話相手の家政婦ならば事情を知っているのだろう。

「おい！　あんた、眞子んとこの家政婦さんだろ？　なんかこいつ変なんだ。急に倒れちまって……」

『それは重ちよう畳じよう。グッド・タイミングです』

「あれ？　あんた……家政婦さん？　だよな？」

　電話口の声のあまりの幼さに、孝晴は気勢をそがれてしまった。

　どんなに想像力を豊かにしても、この声の持ち主に二十代の出で稼かせぎメイドや五十代の詮せん索さく好きの家政婦は思い浮かばない。小学生がいいところだ。

『指宿孝晴さまですね？　お嬢じようさまから、あなたのことはうかがっています。うちのアホな主人がいつもお世話になっているようで、篤あつくお礼を申し上げます』

「あ、いや、こちらこそ……」

「あの、アルマはなんて？　わたしの悪口言ってません？」

　会話の内容が気になるのだろう、眞子はそわそわと落ち着かない。だが、立ちあがろうとして、すぐ尻しり餅もちをついてしまう。まるで、酔よっぱらって平へい衡こう感覚がおかしくなったような具合だ。

　孝晴はちょっと携帯電話を手で覆って、うなずいてやった。

「賢かしこく美しい主人がお世話になってます、だってよ」

「あ！　噓ですね」

　あっさり見やぶられた。

「あの子、火か刑けい台に縛しばりつけられても、わたしのこと褒ほめませんから」

　自信満々の眞子をそのままに、孝晴はふたたびアルマに話しかける。

「それで、さっきの話だけど、どうなってんだ？　こいつ」

『お嬢さまのお体の変調は以前から起きていたことですので、お倒れになったことも驚おどろくには値あたいしません。いつか訪おとずれると思ってはいましたが、しかし〝フランソネット〟を見つけた直後に起こるとは……じつに好都合です』

「何のんきなこと言ってんだよ！　死ぬかもしれねぇとかほざいてんだぞ、こいつ！　てめぇ、ほんとに眞子の──」

『わたくしは常に、お嬢さまのお体の保全を何より優先して考えております。つきましては、あなたもご覧になっているでしょうが、そこにある柩ひつぎの中の人形、それがお嬢さまには必要なのです』

　孝晴は展示ブースに目を向けた。

　斜ななめに壁かべに固定された柩の中で眠ねむっている、西洋の少女。それが作り物だとは、いまだに信じられない。

「これが……？」

『はい。あなたさまは重殺士候補生ということですから、ゾンビについてはわたくしなどよりお詳くわしいでしょう。しかし、お嬢さまはただのゾンビとは違うのです。たしかに死者が再活性したという定義に当てはまりますが、お嬢さまは決して腐くさったり干ひからびたりはしません。また、頭をつぶそうが、焼いて灰にしようが、聖水をかけてお祈いのりしようが、銀の銃じゆう弾だんで撃うとうが、心臓に杭くいを打ちこもうが、除じよ霊れいの儀ぎ式しきをおこなおうが……絶対に滅ほろびません』

「絶対に？」

『ええ、絶対です』

「それじゃあ、どうして体の保全なんて……」

『そこが問題なのです。お嬢さまが滅ぶことはありませんが、お体は余よ裕ゆうで壊こわれます。そして、生きた人間と異なり、壊れた部分は治りません』

「治らない、でも死なない……？」

　孝晴は、かたわらの眞子に目をやる。心こころ許もとなさそうに孝晴と侍じ女じよの通話を見守っていた眞子が、取りつくろうように笑顔になった。

　彼女の頰ほおや首の傷、ミニスカートの裾すそから伸びるずたずたの両りよう脚あし。これらは、もう元にもどらないのだ。

『治りはしませんが、直すことはできます。自動車のドアがへこんだりバンパーがこすれたら修理するように』

　そうだ。現に、一度はちぎれた眞子の腕うでは、庄しよう司じの手によって修しゆう繕ぜんされていた。

『もうすこしひどい損傷の場合は、部品を交こう換かんしますよね？　人間でも皮ひ膚ふや臓器を移植することは珍めずらしくありません。お嬢さまもそれと同じことが可能です。そして、また人間の臓器移植と同じように、相性があります。相性が悪い部品は長くは使えません。数年は問題なくとも、やがて不具合が生じ、お嬢さまの機能を低下させていきます。お嬢さまがアホなのはもともとですが、運動機能や感覚の鈍どん化かは規格外の部品のせいです』

　部品を交換？

　体の壊れた場所を、べつの死体の部品で代用するということだ。それ自体は、アルマの言うとおり、人間の臓器移植となんら変わることがない。

　だが、重要なのは、どこを交換したのか、ということだ。

　眞子の体にはいくつもの縫ほう合ごう痕こんがある。腕や腹部、そして、首。

　首を切断された──庄司はそう言っていた。

　切断し、交換したのだ。

　だがそれでは、どちらがもともとの彼女の体なのだろう。

　頭なのか、首から下なのか。

「………」

　孝晴の視線の変化は、眞子にも伝わったようだ。

　眞子の顔が、死体なのに奇き妙みようだが、見る間に青ざめていく。唇くちびるが震ふるえ、目が涙なみだで潤うるむ。

　それでもまだ、眞子は笑おうとしていた。

『また、損そん壊かいの度合いがひどいと、部品の交換では間に合わないこともあります。自動車も同じでしょう。事故でぐしゃぐしゃになってしまったら、タイヤを換かえたりドアのへこみを直したところでどうにもなりません。そんなとき、どうしたらよいのでしょう？』

「車を買い換える」

『そのとおりです。丸ごと取り替かえてしまうのが一番理にかなっています』

　そこまで聞けば、孝晴にも答えはわかった。

　柩の中の少女は、新車なのだ。

　ぼろぼろになってしまった眞子の、新しい肉体。

　他人の死体の流用などではなく、彼女のために用意された、正規の体。

　これが、おそらく彼女の本当の姿。

　小鳥遊眞子は──。

　眞子の弱々しい笑顔は、もう笑顔と呼べなくなっていた。

　絶望が希望の反対の言葉だというのが、はっきりとわかる。希望は、眞子の両目から涙になってこぼれ落ちていった。

『あなたさまにお願いします。お嬢さまのお体を、そこにある真新しい正規品と交換してください。お嬢さまが動けない以上、その場で施せ術じゆつするしかありません。むしろ駄だ々だをこねる心配がなくて都合がよいくらいですが、施術には他人の手助けが必要です。ご心配なく。わたくしの指示どおりに実行していただければ、なんの問題も──』

　孝晴はもうアルマの声を聞いていなかった。

　涙を流し、しゃくり上げる眞子から目が離はなせない。

　──わたしの、この姿を、どう思う？

　そう尋たずねた彼女の意図を、孝晴は理解した。

「……ごめんなさい……」

　ようやく、眞子が嗚お咽えつの間に言葉をねじ込んだ。

「ごめんなさい……騙だましていて。ごめんなさい……眞子さんじゃなくて。ごめんなさい……眞子さんを、殺してしまって」

　眞子の顔をした少女の体が、途と方ほうもない痛みに耐たえようとして震えている。

「わ、わたしは……何から話せばいいのか……なんで、こんなことになっちゃったのか……ただ、普ふ通つうのことがしたくて……でもわたしは普通じゃないから……ごめんなさい。もっと早く言えばよかったのに、どうしても……あなたとお友達でいられるのが本当に楽しくて……憎にくまれるのが怖こわくて……」

　眞子が死んだ。殺された。

　今ここに座りこみ、うなだれて涙をこぼしている少女は、眞子の姿を借りた別人だ。眞子を殺して、外見と身分を奪うばったのだ。記き憶おくがなくて当然である。彼女は孝晴を知らない。

　殺人者。

　人間を殺す、本物の怪かい物ぶつ。

　だが……おかしい。

　恐おそろしくなかった。胸を灼やいてしかるべき嫌けん悪おがわいてこない。

　彼女は孝晴を知らない。幼なじみではない。カッターナイフの刃はを光らせて笑ったことも、氷の眼まな差ざしで見下ろしたこともない。

　孝晴も彼女を知らなかった。

　でも、出会って、知った。

　彼女は笑った。眞子が見せたことがない表情を見せた。たくさんの感情をのぞかせた。間ま抜ぬけなことをした。無茶もした。孝晴を守ろうとした。そして、また笑った。

　思い起こすと、なんて笑え顔がおが多いのだろう。たった数日間に、どれほど彼女は笑った？

　けれど、それは半分だ。見せていない部分があったのだ。暗い負い目が。それが今になって、あふれてしまった。ずっと隠かくして、抑おさえて、耐えていたにちがいないのに。

　奇妙な気持ちが孝晴の内部に起こり、奇妙な行動となって現れた。

「おい」

「………」

　年寄りのような緩かん慢まんな動きで、彼女が頭をもたげた。涙なみだに濡ぬれ、おびえた瞳ひとみには、いっさいの希望がない。本当に死人の目だった。

　こんな顔を見たいんじゃない。

　孝晴ははげしく思った。ほとんど怒いかりとも思えるような願望。そのすべてを込こめるように、息を大きく吸いこみ──。

「馬ばっ鹿か野や郎ろうっ！」

「あだっ!?」

　二度目の拳げん骨こつは一度目よりも容よう赦しやがなく、体の丈じよう夫ぶさを自じ慢まんしていた彼女でさえ、つい両手を頭にやって目をしばたたいたほどだ。

「もっと早く言えよ、そういうことは！　眞子じゃねぇんなら、そんならそれでいいじゃねーか！　この学校でわざわざ隠す必要あんのか!?　ったく、まぎらわしいんだよ！」

「ご、ごめんなさ……でも、わたし日本国こく籍せきないですし、仕方なく……」

「ゾンビが国籍とか小せぇこと気にしてんじゃねぇ！」

「う、それは、そうですけど……え？　でも重要なことのような気が……」

「だとしてもだよ……俺には教えてくれてもよかったんじゃねーか？」

　小さな舌打ちのあと、嘆たん息そくとともに声を落とし、そう訴うつたえかける。非難ではない。もし自分が彼女の立場でも、打ち明けることができたかどうか。だが、信用してほしかったという気持ちは否定できなかった。

「で、でも……」

　いつの間にか、彼女は孝晴をまっすぐに見ていた。困こん惑わくに揺ゆれてはいるが、もう空くう虚きよな死人の瞳ではない。そこにはちゃんと彼女の意思がある。

「怖かったんだもん。眞子さんじゃなかったら、孝晴くんはきっとわたしのこと嫌きらいになっちゃう。ううん、それどころか、わたしは眞子さんの敵かたき！　あなたに憎まれるかもしれないって思ったら……」

「なんでそういう考えになんだよ？　そりゃ、あいつとは幼なじみだけど……」

「だって、孝晴くんは……眞子さんのことが好き、でしょ？」

「な……」

　今度ばかりは、孝晴も一いつ瞬しゆん、日本語をすっかり忘れるほどに驚おどろいた。

「何？　何言ってんだ、てめぇ!?　気は確かかよ!?　俺が、あの眞子を!?　何度、殺されそうになったか知ってて言ってんのか!?」

「えっ？　え？　でも、わたしにやさしくしてくれたのは、わたしがこの姿だから……」

「馬鹿！　おまえ……」

　続く言葉がとっさに出ない。

　呆あきれて彼女を見つめること数秒、ついに孝晴は覚かく悟ごを決めた。

　彼女の前に膝ひざをつき、手をつかんで乱暴に引き寄せると、その華きや奢しやな体を抱だきしめる。

「………っ！」

　薄うすい肩かたが大きく震えるのがわかったが、孝晴のほうもこれはある意味、重大な挑ちよう戦せんだ。

「ま、眞子相手にゃこんなことできねーぞ？」

　したくなかったし、したら殺されるだろう。眞子ではなく、彼女だからできるのだ。それを口で伝えるのではなく、行動で証明したのだが、あまりにも柄がらではない行こう為いを強行したがために、早くも孝晴の頭と体はオーバーヒート寸前だ。

「孝晴くん……」

　陶とう然ぜんとした声には、涙が混じっていた。絶望ではなく、希望の涙。彼女の両手が、おそるおそる持ち上がり、何かを確かめるように孝晴の背中に触ふれる。

「おまえな、全っ然、眞子に似てねぇよ。あの朝、覚えてるか？　最初、おまえ見たとき思った。昔のあいつじゃねぇ、なんかちがう、って。……当たり前だよな。あいつじゃなくて、おまえだったんだから」

「孝晴くん……！」

　さっきよりも強く呼ぶ声。戦せん闘とうの末に爪つめがはがれ、傷だらけになったその手が、孝晴のジャージの上着をきつくつかんだ。顔を見なくてもわかった。

　きっと、今、彼女は笑っている。

　孝晴が一番好きな、小鳥遊眞子ではなく、彼女の表情だ。

　もう一度、腕うでに力をこめてから、孝晴は勢いよく彼女の体から身を離した。

「悪わりぃ、もう限界！　やっぱ柄じゃねぇ！」

　大きく息をつき、両手を腿ももにやる。無理をしたせいで、工事現場で三時間もセメント袋ぶくろを運びつづけたように疲つかれていた。彼女は名残なごり惜おしげな顔をしている。

「なぁ」

「は、はい」

「おまえの名前、教えろよ？」

　聞きたかった。小鳥遊眞子ではない、本当の彼女の名前を。

「わたし……」

　すぐには言葉は出なかった。ずっとそれを口にすることを忌いんできたのだろう。

　すこしの間、目を伏ふせていた彼女が、軽く唇を嚙かんで息をついた。

「……ユーフロジーヌ」

　まるで自分の名前を確かめるような、ぎこちない発音。

「ユーフロジーヌです」

　二度目は、はっきりと孝晴にも聞こえた。

「ユーフロジーヌ。よろしくな、俺は指宿孝晴。ゆびやど、じゃなくて、いぶすき」

「はい、知ってます。いぶすき、たかはるくん」

　ユーフロジーヌが笑った。まだ睫まつ毛げに涙なみだがからんでいるけれど、晴れやかな、いい笑顔だ。

　孝晴は、ぽん、と彼女の肩を叩たたき、腰こしを上げた。

「おまえ、運がいいぞ！　そんなにぼろくなっちまったけど、新品の体がここにあるんだからな。俺が手伝えば簡単に取り替えられるんだろ？」

「だけど……わたしは」

「さっさとおわらせて、宮川のとこ行こうぜ」

　通話中だったことを思い出し、携けい帯たい電話を耳もとにやると、家政婦さんは不ふ機き嫌げんだった。

『お済みになりましたか？　時間にして三分強。わたくしを無視していた間、お嬢じようさまとどんなことをなさっていたかは問いません。抱だきあって濃のう厚こうな接せつ吻ぷんのひとつも交かわすには充じゆう分ぶんな時間ではありますが』

「し、してねぇよ！　な、何、何を根こん拠きよに……！」

　だが、半分は言い当てられたわけで、孝晴の動どう揺ようは小さなものではない。前にいるユーフロジーヌが不思議そうに首を傾かたむける。

「とにかく！　今はこいつの体を取り替かえなきゃまずいんだろ？」

『左様です。では、取りかかりましょう。まずは、柩ひつぎの中の〝フランソネット〟を床ゆかに移動していただけますか？』

「フランソネット？」

『それをお造りになった方が、便べん宜ぎ上じようつけた呼こ称しようです。お嬢さまの予備のお体には、それぞれ銘めいがついているのです。曰いわく、フランソネット、ゲルトルーデ、ユールドナ、ベルナルディタ、エウリケ……ちなみに、今のお嬢さまのお体は〝セラフィタ〟です』

　正規の体とは、そういうことらしい。彼女のために誰だれかが造りだした人形なのだ。

　孝晴は苦労して、〝フランソネット〟の体を柩から引きずりだし、床へと移した。驚いたのは、その頭部が首から切り離されていたことで、危あやうく落としてしまうところだった。

『あらかじめ頭部が切断されているのは、これからおこなう作業を効率よくするためです』

「しかし、これほんとに作り物なのか？　ぜんぜんそんな感じしねーな……」

「あ、あんまり触さわらないでください。いちおう、その、わたしの体なので……」

「べ、べつにそういうつもりじゃ……」

『お嬢さま、〝フランソネット〟の横にお休みになってください』

　アルマの言葉を伝えるまでもなく、横たえられた〝フランソネット〟の隣となりに、ユーフロジーヌはみずから身を寝ねかせた。拡ひろがった漆うるし色いろの髪かみが、銀糸の髪と混じりあう。床に残っている水が、えんじ色のジャージと純白のドレスを浸ひたした。

　次にアルマが告げたのは、孝晴にとってかなり衝しよう撃げき的な命令だった。

『では、お嬢さまの首を切断してください』

「は!?」

『ですから、我が家のアホ娘むすめの頭をですね、斧おのか何かですっぱりやってしまってください』

「で、できねーよ！　なんでそんなこと……ていうか、斧とかねぇし！」

『適当な刃は物ものでも、ガラスの破は片へんでもできるでしょう』

「俺がやりたくねぇんだよ！」

『良心の呵か責しやくをお感じでしたら、それは無用です。お嬢さまはすでにお亡なくなりになっていますし、断頭台に……この国の刑けい罰ばつでしたら打ち首獄ごく門もんになって当然の、それはもう吐はき気を催もよおすほどの極ごく悪人ですから。正義の鉄てつ槌ついだと思って、どうぞひと思いに』

「あの、今、わたしの悪口言ってますよね？　アルマ・Ｖ」

　常つね日ひ頃ごろの鈍にぶさが噓うそのように、鋭するどい勘かんを働かせるユーフロジーヌに、孝晴は当とう惑わくの視線を向ける。

「ああ。おまえの首斬きれって……」

「あ、それなら、どうぞ。お願いします」

　安心したように、胸の上に手を置いて頭を床にもどす。かえって孝晴があわてた。

「だから、できねぇって！　もし失敗したら、おまえ、とんでもねぇことになるぞ？」

「平気です。わたし死にませんから」

「そりゃ死なねーかもしれねぇけど……」

　幼なじみの頭でスイカ割りをするようなことになったら、一生夢に見るだろう。

　ユーフロジーヌは、眞子の顔でにっこり微笑ほほえんだ。

「でも、孝晴くんを信じてますから」

　うっ、と孝晴は言葉に詰つまった。あまりにも重たい責任を押しつけられたような気がするが、この期ごに及およんで逃にげるわけにもいかない。

「わかったよ……やりゃいいんだろ！　知らねーぞ、どうなっても」

「あ、それより、あっちを使ったほうがいいかも……」

　憂ゆう鬱うつな気分で歩兵銃じゆうの銃じゆう剣けんを取り外そうとした孝晴は、ユーフロジーヌが遠えん慮りよがちに指さしているほうを瞥べつ見けんした。展示ブースのくだけたガラスの向こう側に、黒ずんだ鋼はがねの道具がたたずんでいる。

　巨きよ大だいな片刃の斧だ。説明書きによれば、ニュルンベルクの死刑執行人シヤルフリヒターとして有名なフランツ親方マイスター・フランツが、特にゾンビを重殺する目的で使用していたものらしい。

「あるんだ……斧」

　どうやら、すべてがアルマの指示を実行する方向へと孝晴を導いているようだ。孝晴は覚悟を決めた。フックにかけられている斧を手に取ると、その重さに驚きながら、ユーフロジーヌのかたわらに片かた膝ひざをつく。

「そんじゃあ、やるからな？」

「はい。ここの傷のところが斬りやすいと思います」

　ユーフロジーヌが髪を手でよけて、頸けい部ぶの縫ほう合ごう痕こんを露あらわにする。さながら、裁たち切り線といったところだ。

　孝晴は唾つばを嚥えん下かし、いったんその裁ち切り線に刃を触れたあと、斧を肩口にかかげた。柄と刃がともに金属で鋳ちゆう造ぞうされた手斧ちようなは、かなり大ぶりで、それ自体の重さだけでも人間の骨を断たつことは容易に思えた。

　よけいなことは考えず、落ちついて斧を振ふりおろせばいい。

　だが、それがむずかしい。

「………」

　子供の頃ころ、膝ひざ小こ僧ぞうの擦すり傷きずにしみる消毒液をつけるとき、手がなかなか動かなかった。あるいは、どうしてもほしいが値が張る買い物をするとき、何度も値札を確かく認にんしてしまう。

　今もそれと同じだった。重大な決断を下さねばならない直前、人間の体は素す直なおに意志に従ってはくれない。

「……あのぉ」

「っあぁぁ！　なんだよ!?　脅おどかすんじゃねーよ！」

　びくっ、と体を痙けい攣れんさせ、前のめりそうになった孝晴が、なんとか姿勢を回復する。

「いえ、言いにくいんですけど、あんまり時間がないみたいで……」

　彼女が言う意味を、孝晴はすぐに理解した。

　廊ろう下かから足音が聞こえる。

　穂稀や瑛たちではない。蹄てい鉄てつでも靴くつ底ぞこにくっついているような、金属的な響ひびきに聞き覚えがある。最初、この部屋に隠かくれたとき、一階から三階へと去っていった足音だ。

　今度は一体のようだが、今の状じよう況きようを考えると、それでも手に余る。そしてまずいことに、かなり距きよ離りが近い。

　今度も素通りしてくれることを孝晴は祈いのったが、それは聞き届けられなかった。

　足音が止まったのは、展示室の前だ。

　入り口に影かげが射さしている。

　がぢゃり……。

　ふたたび、鉄の靴を履はいた足音が歩を進める。

　足音の主が室内にその姿を現した。ゾンビには見えない。だが、人間にも見えなかった。

　鎧よろい具足で全身を固めた武者である。足音に聞こえたのは、鎧の錏しころや草くさ摺ずりが触ふれあう音だった。腰に佩はいた刀は鞘さやから抜ぬき放たれ、右手でだらりと切きつ尖さきを下に向けている。

「やべぇ……」

　孝晴のつぶやきが呼び水になったかのように、鎧武者が駆かけた。

　まるで関節の油が切れた機械のような、あるいは糸で吊つられた操あやつり人形のような、ひどく不格好な動きだが、決して鈍どん重じゆうではなかった。

　打うち刀がたなの切尖が床をこすり、火花が水たまりを照らす。

「た、孝晴くん、早く！　早く斬って！」

「動くなよ！」

　もう躊ちゆう躇ちよしている余よ裕ゆうなどない。孝晴は無我夢中で斧を振りおろした。

　がっ、と手首の骨にしみるような手て応ごたえがあったが、それは床のコンクリートを刃が打ったせいだ。肉と骨を断ち切る感かん触しよくはほとんどなかった。

「ええと、次！　次は!?」

『何やら騒そう々ぞうしいですね。次は今のお嬢さまの頭部を〝フランソネット〟の胴どう部ぶと密着させてください』

　携帯電話に向かって孝晴が指示を仰あおいでいる間に、それは実行されていた。

　ユーフロジーヌ本人の手によって、だ。

　彼女の右手が、分断されたみずからの頭──小鳥遊眞子の頭をつかみ、横の〝フランソネット〟の首の断面にくっつけたのだ。

　その瞬しゆん間かん、ユーフロジーヌの右みぎ腕うでが力を失って落ち、逆に〝フランソネット〟の腕が持ちあがった。

「うお……っ!?」

　突つき飛ばされた孝晴の背中すれすれを通過し、白はく刃じんが斜ななめに宙を断つ。目標を失った刀が落ちる先には、ユーフロジーヌの肉体が横たわっていた。首から上がないその体が刃を受け、肩口が割られるのを捨て置き、〝フランソネット〟は両りよう脚あしを跳はねあげた。

　首実検さながら、すぐそばに立てられていた銀ぎん髪ぱつの少女の頭を左手で回収しがてら、くるり、と後転して片膝立ちになる。

　大きく花弁を咲さかせたドレスが、ふわ、と空気を抱ほう擁ようし、ゆっくりと蕾つぼみへと返る。

　長い銀の髪が、霧きり雨さめのようにかすかにさざめいた。

　一秒前までは首の上に位置していた眞子の頭を床に置き、顔をあげた彼女の肩かたを銀髪が流れる。同色の睫まつ毛げが震ふるえ、ゆっくりと上じよう昇しようした。

　瞼まぶたの奥から現れた瞳ひとみは、その白はく蠟ろうの肌はだとは正反対の、鮮あざやかな血の色。

〝フランソネット〟ではない。

「──ユーフロジーヌ」

　地べたに倒たおれ伏ふしたまま、孝晴の舌がその名を発した、その刹せつ那な。

　少女が悠ゆう然ぜんと膝を伸のばした。薄うす桃もも色いろの唇くちびるがほのかな笑みを描えがき、不敵な光をたたえた双そう眸ぼうが、鎧武者を見すえる。

　まるで、挑ちよう発はつ。

　それを感じる知能はないはずなのに、鎧具足の中の死者は、刃を向ける先を孝晴から彼女へと変へん更こうしたらしい。

　もしかすると、それは危険から身を守ろうとする防衛本能だったかもしれない。

　奇き妙みように体をぐらつかせながら、武者がユーフロジーヌに襲おそいかかる。

「ユーフロジーヌ！」

　孝晴はとっさに斧を拾いあげ、それを投とう擲てきした。だが、腕の力だけでそう簡単に投げられる代しろ物ものではない。空中で失速し、いびつに回転してしまう。

　斧はかろうじて柄えの部分が兜かぶとに当たったが、面めん頰ぽおをはじきとばしただけである。腐ふ敗はいして歯や眼球が露ろ出しゆつした面相をさらしながらも、武者は刀を振りかぶる。

　ユーフロジーヌの手前に落下した斧が、重い刃を床ゆかに食いこませて倒とう立りつした。

　その柄を、ユーフロジーヌの裸足はだしが蹴ける。円を描きながら舞まいあがったそれを、彼女の右手が無造作につかんだ。

　垂直に立てれば自身の胸ほどまでもあろう斧を、くるくるとバトントワリングのごとく指先でもてあそびながら、ユーフロジーヌは相手に背中を見せた。バレリーナのように反転し、ふたたび正面に向き直った直後、その右腕が横に一いつ閃せん。
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　突とつ進しんしてきた武者の兜首が刎はね飛ばされた。

　むろん、それで死ぬようなゾンビではない。かまわず刀を眼前の少女に叩たたきこむ。

　が、ユーフロジーヌの体が風に押される柳やなぎみたいに傾けい斜しやし、独立した生き物のようにひるがえった斧おのが、今度は手てつ甲こうに覆おおわれた腕を刀ごと斬り飛ばした。

　細い腕と指に操られて旋せん転てんする斧が、猛もう禽きんとなって空中を縦横する。

　頑がん強きような金属が断たち割られる鈍どん音おんが、太たい鼓こでも叩くように絶え間なく連続し、武者の体が次々に削そがれていった。袖そで、籠こ手て、手甲、佩はい楯だて、草摺、胴どう……そして、それらの内部の肉体もまた、小さな欠片かけらとなって飛び散る。

　ユーフロジーヌは目を閉じていた。

　楽団を前にタクトを振るう指揮者のように、恍こう惚こつと。

　演奏がおわったとき、鎧武者の姿はそこにはなかった。ばらばらになった当世具足と肉にく片へんがあちらこちらに散乱しているばかりだ。

　そして、ユーフロジーヌの頭部も。

「──あら？」

　ちりちりと赤熱した斧を手に、棒立ちになった彼女の足もとで、ユーフロジーヌの生首がぱちくりとまばたきした。

「だ、だいじょぶかよ!?」

「あ、平気です。ほら、新しい体は縫合してないから……」

　首なし少女が身をかがめて自分の頭を拾い、それをあるべき場所へもどした。軽く左右に動かすと、こきん、と頸けい椎ついがはまりこむ音がして、安定する。

「縫ぬってないから、あんまり激しく動くと落ちちゃうんですよね」

　乱れた髪かみをなでつけ、美しいレースの頭飾りヘツドドレスを直しながら、ユーフロジーヌは照れくさそうに笑った。

　その笑え顔がおは、孝晴にとって小さな驚おどろきだった。

　同じだ。

　眞子の顔で笑っていたときと、まったく同じ表情だ。姿形はすっかり別人なのに。

　あの朝、あの場所で出会ったのは、小鳥遊眞子ではなく、やはり彼女だった。

　ユーフロジーヌ。




　では──小鳥遊眞子は？

「彼女は、わたしが殺したんです」

　床から眞子の頭を取りあげ、ユーフロジーヌはその顔を手でなでた。うつろな瞳が瞼の奥に消える。

「アルマはよくわたしのこと殺さつ人じん鬼きだとか極ごく悪人だって言うけれど、それ、本当のことなんです」

　眞子の頭を胸に抱だいて、ユーフロジーヌは孝晴のほうへ体を向けた。

「わたしは自分の意志で、人を殺したことがあります。最初はいやだったけれど……相手を憎にくんだら、殺すのが楽しくなって……人が苦しんで泣き叫さけぶのが気分よくて……わたしは怪かい物ぶつです」

　口調は静かで、表情は落ちついている。

　けれど、ユーフロジーヌの目の光は暗く、彼女自身を嫌けん悪おしていた。孝晴は何を言うべきかわからず、ただ黙だまって耳を傾かたむけた。

「眞子さんも、わたしが殺した一人。この人は、わたしの姉し妹まいみたいな子なの。たぶん、誰だれよりもわたしのことを理解してくれた人……そして、この世で一番怖こわい人」

　何を思い出したのだろう。ユーフロジーヌの顔に浮ふ上じようしたのは、まぎれもない恐きよう怖ふだった。それなのに、そこには敬意や親愛に近いものが混じりこんでいる。

「もしかしたら、わたしのほうが殺されてたかもしれない。あ、殺されるっていうのは、消えちゃうっていう意味でね。アルマはわたしが滅ほろびないって言うけど、わたしはそんな気がしないの。眞子さんだったら、わたしを殺してくれたんじゃないかな……。そうしたら、孝晴くんは眞子さんと再会できたのに……ごめんなさい」

「俺に謝るなよ。だいたい、もしそうなってたら……」

　ユーフロジーヌとは会えなかった。

　どんな確かく執しつがあって、彼女が眞子と殺しあうようなことになったのか、それはわからない。だが、もし彼女が敗れ、今ここに眞子が立っていたら、それを喜ぶことができたか、孝晴には自信がなかった。

　ユーフロジーヌは気まずそうに、だが孝晴の言葉の意味を敏びん感かんに覚さとって、ちょっぴりうれしそうに笑い、それから床に仰ぎよう臥がしている古い肉体に歩み寄った。

　眞子の頭をいったん地面に置き、首の欠落した体に手を伸ばす。ノースリーブ・ワンピースのあちこちに点在する破れ目のひとつを裂さいて拡ひろげると、胸から腹部にかけての起き伏ふくが露出した。その中央を縦に裂く古い傷を、ユーフロジーヌの指がなぞり、おもむろに力が込こめられた。

　ぶつっ、と縫ほう合ごう糸しが切れる。

　傷口に、手首までがすっかり埋まい没ぼつした。そして、濡ぬれた音とともに五本の指が腹ふく腔こうを探さぐり、やがて引き抜ぬかれたとき、潤じゆん滑かつ油のような体液で光る指先には、うずらの卵ほどの小石が、やはり濡れて照明を反射していた。

「は、恥はずかしいから……あんまり見ないでください」

「なんだよ、べつに裸はだか見てるわけじゃねーぞ」

「だって、わたしの体の中だし……お父さま以外の殿との方がたに見せたことないし……」

　ユーフロジーヌは頰を赤らめて四辺を見まわすと、剝はく製せいが身につけていたとおぼしいツイードの背広をつかみ、それで傷口を隠かくした。そして、濡れた手と石ころをドレスの裾すそでごしごし拭ふく。

　孝晴には理解できないが、彼女にとっては裸を見られるより重大なことのようだった。

「その石、なんだ？」

「これはね、わたしの心臓みたいなものです。体は壊こわれても直せるけど、これがなくなっちゃうとちょっと困るの。わたしが人を殺してしまったのも、これが原因」

　その小石をユーフロジーヌは口に含ふくみ、しばらく舌で転がしたあと、思いきって吞のみこんだ。

「んぐ……くっ」

　あわてて喉のどを両手で押さえたのは、石が首の切断面から飛びでないようにだろう。そのまま飲みくだすには大きすぎる異物がなんとか食道を通過したあと、彼女は涙なみだを浮うかべて苦く笑しようした。

「これがつらいから、おなかを裂いてるんです。アルマがときどき石の様子を確かく認にんするんですけど、口から出し入れするのはたいへんだから」

　胸の裂れつ傷しようは怪け我がではなく、整備メンテナンス用らしい。新しい体にあらかじめ裂け目があるかどうかは、衣服のせいでわからないが。

　必要なものを回収したユーフロジーヌは、最後に眞子の頭部を古い体の首にもどした。

　なつかしそうに髪をなでてから、孝晴を見上げる。

「すごかったんですよ、眞子さん。わたし、昔からいろんな人たちにつけ狙ねらわれて、何度もお屋や敷しきを焼かれたり、弓矢や鉄てつ砲ぽうで撃うたれたり、剣けんや槍やりで突つかれたりしてきたけど、あんなに怖い思いしたのはじめて！　ほんとに、死ぬぅ～、って思っちゃった」

「わかるぜ」

　孝晴は小さく笑った。

「俺も、いつかあいつに殺されるんじゃねーかって思ったから。でも、あいつなりに我が慢まんしてたんだろうな。おまえと会って、やっと本当のあいつになれたってことじゃねぇか？」

「なんだか、うれしくないです、それ……」

　眞子のような人間は社会の中では、充じゆう分ぶんに自分を表現することができない。彼女は他人を虐しいたげることが何より好きで、たぶんそれが自然なことだったはずだ。法律や道徳に制限されながら生きるのは苦痛だったろう。

　小学生のとき、担任の教師や警察官や近所の大人に叱しかられるたび、眞子は黙って薄うす笑わらいを浮かべているか、そうでなければ生意気な皮肉で相手を逆上させたりしていた。きっと、自分の考えを口にしても、それが否定されるとわかっていたからだ。周囲の誰も眞子を理解できず、眞子もまた他人すべてが愚おろかに見えただろう。それは優ゆう劣れつの問題ではなく、両者がまったくべつの価値観に身を捧ささげているためだ。

　眞子は孤こ独どくで、世界を身近に感じていなかった。

　ユーフロジーヌも同じだ。すくなくとも、眞子はそう直感したんじゃないかと孝晴は思う。それで、親愛の情を表したのだ。

　殺そうとすることによって。

「あいつ、笑ってただろ？」

「はい。とっても楽しそうに……」

「じゃあ、幸せだったんだな。おまえと殺しあってるときは」

　眞子にとっては、憎しみも愛いとおしみも同一線上のものだ。痛みを与あたえることも、与えられることも。ただひとつの欲望は、それを味わいつづけること。

　だから、最後は泣いただろう。負けて悔くやしくて、快楽が途と切ぎれることが我慢ならなくて。

「……もう行こうぜ」

「はい」

　名残なごり惜おしげに眞子の髪をひとなでしてから、ユーフロジーヌが膝ひざを伸のばした。

「ありがとう、眞子さん。あなたの姿を借りていた間、わたし普ふ通つうの女の子みたいに過ごせたんです。今はゾンビだってばれちゃったけど……孝晴くんと会えた」

　はにかみながらユーフロジーヌが隣となりの孝晴に顔を向ける。

　黙って幼なじみの亡なき骸がらを見下ろしていた孝晴は、ユーフロジーヌの眼まな差ざしにうながされ、しばらく躊ちゆう躇ちよしてから言葉をかけた。

「じゃあな、眞子。おまえにはずいぶん泣かされたよな？　けどまぁ、忘れねぇよ、おまえのこと。……ありがとな」

　子供の頃ころ、いじめられたことだけは忘れたいが、そうもいかない。あれが眞子なのだ。どうしようもなく屈くつ折せつしたサディストで、孝晴にとって忌いまわしい過去そのもの。

　だけど──ユーフロジーヌに新しい人生をくれた。

　孝晴は眞子から視線をはずして、彼女に背を向けた。

　ユーフロジーヌが満足そうに、小さくうなずいた。

　ふたりは並んで、前へと歩きだした。

「そういえば、おまえさ」

「はい？」

「ほんとは何歳なんだよ？」

「うぇぃ!?」

　ユーフロジーヌのしあわせそうな表情が凍こおりついた。

「なっ、なななんでそんなこと……！　ま、まぁ、いいじゃないですか、そんな些さ細さいなこと！　ね？」

「だって、その体がここに展示されてたのってかなり前からなんだろ？　ルフェテもなんか曰いわくありそうなこと言ってたし、気になるじゃねぇか」

「そ、それより、なんかおなか空すきません？」

「おまえ、飯食う必要ないんじゃなかったか？」

　汗あせだくになって話を逸そらそうとするユーフロジーヌを窮きゆう地ちから救ったのは、出入口のほうから届いたいくつもの足音だった。

　こわばった関節でぎこちなく歩く、死者たちの足の音だ。

「やれやれ、また面めん倒どうなことになってきやがった」

　孝晴は柱に立てかけておいた歩兵銃じゆうを手に取った。

「だいじょうぶ。孝晴くんには指一本、触さわらせないから」

「そいつは男の台詞せりふだろ……。でもまぁ、頼たよりにしてるぜ。強いんだろ？」

「はい。悪あく魔まと契けい約やくした不死身の怪物ですから」

　にっ、と笑った唇くちびるから鮫さめを連想させる歯がのぞく。引きずった斬ざん首しゆ斧おのの刃はにがりがりと床ゆかを削けずらせながら、少女は堂々と前進した。







　七　滅屍剣、ハイネエリゼ。







　窓のブラインドが陽光を拒こばんでいるため、放送室の中はかなり暗く、寒い。

　それだけに、音はよく響ひびく。

　鋭するどい空気の悲鳴に、瑠る佳かの体は瞬しゆん時じに反応した。

　肩かたにかけた鎖くさり鎌がまの柄えに右手を添そえ、素す早ばやく移動させる。

　涼りよう音おんが響き、額を狙ねらった矢が鎌の刃はにはじかれた。

「あっぶねーっ！　緒お澤ざわ、てめっ！」

　そう叫さけんだとき、瑠佳はすでにもとの場所にはいない。革かわ靴ぐつで床ゆかを蹴けり、壁かべ際ぎわに片かた膝ひざ立ちになって、ドアのほうを睨ねめつける。

「あら、外れ」

　さして残念そうでもない独白をこぼした穂ほ稀まれの姿もまた、もうドアの前にはなかった。重そうに楽器箱を両手でさげたアスリンと、面識のないウェイトレス姿の少女がひとり、取り残されているだけだ。

「──上だ」

　出入口のそばに佇ちよ立りつしている玉たま乃のの指し摘てきを聞く前に、瑠佳もそれを察知していた。

　こちらはなぜかナチスドイツの軍服に身をつつんだ穂稀が、機材を踏ふんで飛ひ翔しようし、天てん井じようすれすれで身をひねりながら弓を射る。

　同時につがえられた三本の矢が、わずかな時間差をおいて壁に林立した。

　体を側転させてそれをやりすごした瑠佳が、左ひだり腕うでを大きく振ふりはらう。

　穂稀の着地点を正確に襲おそった鎖分銅が、突とつ然ぜん、その蛇だ行こうを停止させ、床にのたうった。まるで蛇へびの頭を穿うがつように、穂稀が放った矢が鎖の輪の中を通り、絨じゆう毯たんに縫ぬい留めたのだ。

　安全を確保した床に、穂稀は余よ裕ゆうをもって着地した。

　奔ほん放ぽうに拡ひろがったスカートが、ふたたび惑わく星せいの引力に従順となる。すでに新たな矢を用意した穂稀が、ひたり、と鏃やじりをこちらに据すえた。

「抵てい抗こうすると、射るわよ？」

「もう射うたれたっつーの！」

「威い嚇かくです、威嚇」

「アンタの威嚇は頭狙うわけ!?　死ぬわ、ボケ！」

「最初の矢はきみの目を奪うばうためだ。故意に、はじきやすい速度で頭を狙った。鎌できみの視界が遮さえぎられたとき、もう彼女は優位になっていたんだ」

　さすがに重殺士を育てる教官らしく、玉乃はよく見ていた。

「一の矢ははじくのではなく、よけるべきだったな。きみなら崩くずれた体勢からでも反はん撃げきできただろう。いずれにせよ、彼女はきみが矢を防ぐことを確信して射た。信しん頼らいされているな」

「……どーだか。マジで殺そうとしたのかも」

「それも悪くないわね」

　玉乃の最後の一言は、瑠佳と穂稀、双そう方ほうにとって不本意なものだった。

　アスリンの背後にいるウェイトレスが、いかにも秀しゆう才さい然とした眼鏡めがねを指で上げた。

「おい、宮みや川がわさん。きみに勝ち目はないぞ。こっちには緒澤さんのほかに、もうひとり凶きよう暴ぼうなチェインソー使いがいるんだからな」

「ちょっと安やす永ながくん！　わたしも凶暴だって聞こえますけど？」

「わたしは……基本的に……非暴力」

「何、一番安全なとこから降こう伏ふく勧かん告こくしてんだ、安永！……安永？　って、安永!?」

　ウェイトレスを怒ど鳴なりつけてから、瑠佳は自分の言葉に耳を疑い、同時に目も疑った。

「ア、アンタ、なんなの!?　男湯のぞきに行ったとかいうから、もしかしてとは思ってたけど！　うわ、似合いすぎて、逆にキモい！　いや、でも心のバリアフリーっつーの？　いいよ、アタシは差別しないよ……でも、指宿いぶすきに手ぇ出すのはやめときなよ？」

「緒澤さん、ルフェテさん。彼女を殺してくれ」

　真顔での殺害依い頼らいを、穂稀は黙もく殺さつした。弓ゆ弦づるの緊きん張ちようを維い持じしたまま、玉乃の様子を横目でうかがう。

「玉乃教官とおっしゃいましたね。あなたも宮川さんの説得に？」

　好感を抱いだいていない相手も決して呼び捨てたりしないのは穂稀の美点だ。

「よろしければ、わたしたちに任せていただけませんか？　彼女はわたしが責任をもって反省させますから、あなたは逃にげたゾンビのほうを……」

「お断りだ」

　そっけない玉乃の返事は、穂稀にとって予想外だったろう。

　防護服の両腕が左右の腰こしにあるジッパーを下ろした。カーゴパンツのような収納袋ぶくろから、二十センチほどの二本の棒が現れる。それぞれを両手に握にぎり、玉乃が一振りすると、棒は倍ほどの長さに伸しん長ちようした。

　さらに持ちあげられた二本の棒が、胸の前で連結し、一体となる。

　まばたきを二度すれば見み逃のがしてしまうほどの手て際ぎわだった。今、玉乃の右手に握られているのは、一振りの剣つるぎだ。

　さしずめ、想像上の怪かい物ぶつの角だろうか。柄から刀身まで白い金属で形成されたそれは、鍔つばがなく、形だけ見れば槍やりに似ている。等とう間かん隔かくの起き伏ふくは、肉をえぐり、人体を破は壊かいするためのものだろう。にもかかわらず、それは工芸品のように繊せん細さいな輪りん郭かくを有していた。

「きみは本来なら、すぐれた重殺士となっただろう。それが今や小こ汚ぎたないゾンビとは、じつに遺い憾かんだ」

　穂稀は馬ば鹿かではない。その玉乃の言葉が何を意味するのか、即そく座ざに理解したはずだ。

　しかし、彼女が鏃の先を瑠佳から玉乃へ移すより、白い閃せん光こうがその眉み間けんへ吸いこまれるほうが早かった。

「やめてッ！」

　悲鳴に近い叫びとともに瑠佳が必死で振りおろした鎌が、玉乃の剣を叩たたき落とした。

　下に逸れた切きつ尖さきが、軍衣の胸に鉄十字章や突とつ撃げき章、戦傷章などとともに咲さく花から、花弁を一枚剝はぎ取った。顔をひきつらせつつ、上体を反らした穂稀が、弓の射程を得るため、間合いを取ろうとする。

　だが、玉乃はそれを許さない。すっ、と姿勢を低くしながら穂稀のふところへ滑すべりこみ、剣を逆手に握り直す。白い錐きりが、真下から穂稀のあごの下を突つきあげた。

「やめろって言ってんだ！」

　今度もまた、瑠佳の鎌が玉乃の目的を阻そ害がいした。

「やれやれ。相手を間ま違ちがえているぞ」

　軽く手首をひねって、玉乃は慨がい嘆たんした。穂稀の下あごから口こう腔こうを貫かん通つうし、その脳を破壊する予定だった刃が、瑠佳の斬ざん撃げきを受け流す。まばゆい火花が剣けん身しんを彩いろどった。

　そのまま玉乃は穂稀と体の位置を入れ換かえ、肩で軽く彼女の背を押した。

「あっ!?」

「バカ、緒澤……！」

　突き飛ばされた穂稀と、攻こう撃げきをあしらわれて前にのめった瑠佳が、真っ正面から激げき突とつし、抱だき合うようにして倒たおれた。すっぽ抜ぬけた矢が、あさっての方向に飛んでいく。

「どけ、この！　女同士じゃ、うれしくないっつの！」

「だ、黙だまりなさい！　わたしだって──」

「危ない！」

　上に乗っている穂稀を抱き、瑠佳は横に体を回転させた。

　穂稀の後頭部を狙った白はく刃じんが、瑠佳のハチミツ色の髪かみを貫つらぬき、絨毯に深々と埋うまる。

「……玉乃サン！　どういうつもりよ!?」

「きみこそ、どういうつもりだ？　それはゾンビだぞ？　わかっているのか？」

　がん！　と鎌の柄頭が床を打ちつけた。

「ゾンビかどうかは関係ない！」

　鎌を握りしめ、眦まなじりを怒いかりに燃やして、瑠佳は玉乃を睨にらみつけた。

　今は逆に瑠佳の体の下にいる穂稀が、小さくない驚おどろきがこもった瞳ひとみを瑠佳に向ける。

「………」

「コイツは人を傷つけるようなヤツじゃない！　なんでゾンビなんていう区別で判断すんの!?　そうじゃないでしょ、人って……！」

「美しい意見だ。しかし、きみはゾンビをよく知らないだろう？　連中に取り囲まれたことがあるか？　目の前で家族や友人を喰くわれたことは？　知能があるゾンビは無害？　なぜそれが絶対だと言える？」

　玉乃の語気が、次し第だいにその激しさを増していく。

「アルジャーノン現象だよ、宮川くん。再活性後、ほとんど知能の減げん衰すいが認められなかったゾンビが、数週間から数ヶ月をかけて馬鹿になっていく。それと同時に凶暴性が増し、やがて通常の食事を受けつけず、人肉を求めるようになる。甲きのえ乙きのと丙ひのえの上位種ゾンビのできあがりだ！　やつらに情愛など通じないぞ？　親も兄弟も恋こい人びとも、ただの肉だ！　抱ほう擁ようの腕を拡げた家族を、よだれをたらして喰い殺す！　そして増える！　際限なくだ！」

「だけど、それは……緒澤は違う……」

　瑠佳の顔から血の気が失うせている。体を起こそうとするが、がたがたと肩が揺ゆらぎ、穂稀が支えてやらねばならないほどだ。

「なるほど、そいつは特とく殊しゆな型だからな。太陽と水と空気があれば満足だろう。──だが、違うだろう？　わたしが何を言っているのか、わかるだろう？」

「うるさい！　うるさい！」

　金切り声をあげ、穂稀の手を振りほどいて、瑠佳が跳とびさがった。玉乃から逃げるように、そして何かを守るように。

「ゾンビをここから逃がして、みんなに本当のことを知ってもらうんだ！　東京のテレビ局が来て、総理大臣が記者会見して、偉えらい学者だとか教授が話し合って、権利とかも認められて……ゾンビもこの国で普ふ通つうに生活できるようになる！　アメリカとかでいろいろ研究されたら、きっと治ち療りよう法だって見つかるんだ！」

「ゾンビを逃がし、国民全体にその存在を知らしめる。そうだ。そのために、わたしはきみの子供じみた企くわだてに手を貸した」

「玉乃教官、あなたが……？」

　驚きよう愕がくに見ひらかれた穂稀の両眼が、白衣の老人を見つめる。

「不満かな？　協賛生の中にもこの学園から逃げだしたいと考えている者は多かろう。今なら簡単に外へ出られるぞ」

「ほんとですか？　それは！」

「よしなさい、安永くん。この人は本当に逃がす気なんてないのよ」

　玉乃から目を離はなさず、穂稀はゆっくりと立ちあがった。白い無機質な頭ず巾きんの向こう側で、玉乃の喉のどがいやな音を鳴らした。笑い声だ。

「わかるかね？　逃げて自由になれるなんて、ゾンビにそんな甘い未来が用意されているはずないだろう？　一時だよ、そんなものは。ゾンビが一いつ般ぱん市民に受け入れられる？　宮川くん、きみは子供だ。人間がそんなに異物に寛かん容ようなら、千年も前に差別という言葉は死語になっただろう」

　玉乃の脳のう裏りには、瑠佳とはべつの未来が思い描えがかれているのだ。その未来が、老人の声帯を痙けい攣れんさせ、喜き悦えつの笑いを発生させている。

「差別というのはね、理り屈くつじゃないんだ。感情だよ。怖こわい、気持ち悪い、汚きたない、醜みにくい、妬ねたましい、鬱うつ陶とうしい、おぞましい……そういう感情がまず起きて、そのあとで理由を探す。人種だったり民族だったり過去の歴史だったりをね。ゾンビを見て、なんの嫌けん悪おも恐きよう怖ふも脅きよう威いも感じないほど、日本人は感受性にとぼしいかね？　たしかに理性と調和を重んじる国民だ。知能を有するゾンビに限っては、受け入れようとする動きが主流となるかもしれない。だが、それも事件が起きるまでだよ。ちょっとしたいざこざでゾンビと人間が喧けん嘩かでもしたら？　ゾンビが住む地域でインフルエンザでも流行したら？」

　くっくくっ、とはっきりした笑いが頭巾を振しん動どうさせた。

「やっぱりだ！　ゾンビのせいで問題が起きた！　やつらは危険だ！　隔かく離りしよう。いや、それでは根本的解決にならない。他国の政府も納なつ得とくしない。根絶だ！　病原菌きんを死し滅めつさせるように、ゾンビを根絶やしにしよう！　それしかない。もともと不自然なものなんだから、これは正しいことだ。国のためだ！　子供たちのためだ！　人類全体の未来のためだ！」

　笑い声は、今や哄こう笑しように近かった。

「正しい！　まったくもって、それは正しい！　人類とゾンビとは適切な距きよ離りを保たねばならない。つまり、その距離というのは数字に表せるものであってはならない。やつらを絶滅させ、距離を無限に拡ひろげるんだ！　それが適切というものだよ！」

　穂稀や瑛が呆ぼう然ぜんと立ちすくみ、アスリンが小さな体を小刻みに震ふるわせる。

　台車に載のせられた木箱を背にして、瑠佳は溜ため息のように声をしぼり出した。

「……アンタ……頭おかしいよ」

　狂くるっている。

　この老人は狂っている。彼が歴代最高といわれる数の再活性者を屠ほふってきたのは、正義感や職業的な義務やサディズムなどではなく、憎ぞう悪お、ただ憎悪だけがあるからだ。

　ここまでゾンビを憎にくんでいる人間が、ほかにいるだろうか？

　玉乃が防護服で全身をつつみこんでいるのは、ゾンビと同じ世界に肌はだをさらすことさえ嫌悪しているから。そのようにすら思えた。

　そして、もうひとつ、瑠佳は自分の間違いにも気がついた。

　玉乃の言うように、もし人々がゾンビを根絶しようとしたら、それは瑠佳が望む世界とはまったく逆のものになってしまう。

「ちくしょ……アタシ、やっぱバカなんだな……」

　涙なみだが出そうになった。

　どうしても守りたいものがあるから、そのために最善のことをしたはずなのに。勇気を出して、人に迷めい惑わくをかけることも承知で、こんなテロみたいなことまでしたのに。

　こんなことなら、何もしないほうがよかった。

「しっかりしなさい！」

　頰ほおを張り飛ばされたように、清せい冽れつな声だった。

「まだ、間に合うわ！　やることがいくつか増えるだけでしょ？　この臆病なお年寄りを黙らせて、逃にげたゾンビが敷しき地ちから出る前に、ぜんぶ重殺する。ぜんぶよ。わたしとあなたでやるの」

　手首から生みだされた新しい矢を弓につがえ、穂稀が笑った。

　何年も見ていなかった表情だ。

「わたしとあなたなら──二人でならできるわ」

「ほっしゃん……」

　その笑え顔がおにつられて、瑠佳の口からなつかしいあだ名が漏もれた。その名で穂稀を呼ぶのも、何年ぶりだろう。小学生の頃ころから、もっと昔から、ふたりはいつもいっしょ、誰だれよりも仲がいい友達だった。

　大人に近づくと、子供はいろいろなことを知ってしまう。家いえ柄がらや親同士の関係、あの子の家は自分の家よりお金持ち、お寺の子孫と神社の娘むすめ、成績の差、趣しゆ味みの違い、まわりに集まる友人の種類……小さな違い和わ感かんが積み重なって、やがて壁かべになる。

　無色透とう明めい、硬かたさも柔やわらかさもないけれど、常に二人の間に立ちふさがっていた壁。

　それを壊こわすことはできない。壁はひたすら時間とともに分厚く成長するのだ。けれど、壁を通り抜けて手をつなぐことならできる。

　友達だから。

　瑠佳は息を吐はき、呼吸と心を整えて、左手をかかげた。まだ床ゆかに矢で射止められていた分銅が、その矢を引き抜いて、螺ら旋せんを描えがきながら瑠佳の手に収まる。

「わかった。今回はアンタに甘えさせてもらう。ぜんぶ片づいたら、アンタにキスしてプロポーズして、そのまま身を任せてもいいよ」

「願い下げよ。それより、反省文の内容をしっかり考えておくことね」

　穂稀が黒くろ革かわのブーツで絨じゆう毯たんをこすり、横へ移動する。彼女の呼吸を計りつつ、瑠佳も左手を小さく回転させる。きゅんきゅん、と分銅が音をたてて銀の円えん盤ばんとなる。

「……臆病と言ったか？」

　玉乃の声には、いつの間にか、笑いの余よ韻いんすらなかった。

「ええ。あなたは臆病です」

「知ったふうなことを。小しよう便べん臭くさい娘っ子が」

「子供だってわかる！　あなたはゾンビが怖いのよ！　差別は感情から、ですって？　そうね、あなたがいい見本だわ！」

　穂稀の叱しつ声せいは、年配者への敬意を決定的に欠いていた。

　ざわっ……。

　その場にいる者すべての産うぶ毛げが逆立つほどの、瞋しん恚いの空気。

　瑠佳と穂稀の手足が硬こう直ちよくし、瑛あきらが息苦しそうに胸を押さえ、アスリンがよろめいてドアに肩かたをぶつけた。

　こんな殺意を浴びせかけられるような経験は、誰にもない。

「きみはどちら側かね？」

　玉乃の問いは、フードの下で頰を汗あせばませたアスリンに向けてのものだ。

「人文科学科のルフェテくんだな？　きみのことは聞いている。サンティアゴ・デ・コンポステーラ系列の女子僧そう院いんから入学してきた、神罰代行人ボアネルゲスだな。地上の浄じよう化かが神の意志なら、わたしときみの目的は同じだと思わないか？」

「………」

　アスリンは黙もく然ぜんとして唇くちびるを嚙かんでいたが、ふと顔を上げ、フードの陰かげから瑠佳のほうに視線を送った。

「わ、わたしは……わたし……」

　もごもごと言葉を口の中でくぐもらせ、アスリンは顔をそらした。

　ためらいがちに踏ふみだしたのは、玉乃が待つ方向だ。

　その歩を止めなくては、と瑠佳は強く思った。

「ルフェテ、聞いて。アタシ、アンタのこと友達だと思ってる。だから、敵になっても恨うらまない、なんてキレイなこと言わないよ。アンタと敵になりたくない」

　質量や温度さえ感じるような玉乃の殺気にあえぎながら、瑠佳は正直に自分の考えを打ち明けた。

「虫がいいよね。アタシのせいで、こんなことになっちゃったんだもん。ほんとゴメン。でも、アンタに何かしてほしいわけじゃないんだ。ただ、指宿のことを考えてみて」

　アスリンの足が止まった。

　それだけではない。部屋の空気を固体化させていた殺気に亀き裂れつがはしる音が聞こえた。玉乃の動どう揺ようを、はじめて瑠佳は感じた。

「指宿だったら絶対、アタシに力貸してくれる。自うぬ惚ぼれじゃないよ。アイツは口悪いし、ちょいガキっぽいとこあるけど、ゾンビだから人間だからって理由で相手を判断するヤツじゃないもん」

「……わたし……守りたい。タカハルを……ゾンビから。だから……」

「小鳥遊たかなしのことだったら、それは逆だよ。……この際だから言っちゃうけど、アンタ、指宿のこと好きなんだよね？」

「………!!」

　何十トンという鉄てつ塊かいに頭を打たれたように、アスリンの全身がぐらついた。

「な……な、なぜ……その秘密を……」

「いや、バレバレだから」

「……タカハルに話したら……殺す。もっとも残ざん虐ぎやくな……拷ごう問もんを加えて……」

「あ、言わない！　言わないって！」

　真っ赤になったアスリンが、楽器箱の留め金を外し、あろうことかチェインソーを持ちだしたのを見て、瑠佳は首を激しく左右に振ふった。

「だけど、これだけは言わせてもらうよ。指宿が好きなら、正々堂々と小鳥遊に勝ちな！　アンタだって負けないくらいカワイイんだからさ。それに──それくらいの根こん性じようがなきゃ、だれかを自分のほうに振り向かせることなんかできっこないよ」

「………」

　アスリンはふたたび押し黙だまり、下を向いた。

　彼女がこれほど深刻に悩なやむ表情を、瑠佳は見たことがなかった。恋こいはこの世の何よりも、人間に膨ぼう大だいな思考と苦く悩のうを強しいる。そして、その答えはいつの時代、いかなる場所においても決まっているのだ。

「……わかった。ルカが正しい」

　アスリンが左手でフードを払はらい、軽く頭を振った。小さな尻しつ尾ぽのように、二束の三つ編みが揺ゆれた。

「そんなわけで、悪いね。わたしは天の父と同じくらい、タカハルが大事なんだ。あなたのやり方は、彼を悲しませる」

「交こう渉しよう決けつ裂れつか。……指宿くん。彼は、そうだった、あのときも家いえ長ながという女子生徒を……」

　不思議なことに、玉乃の声には小さな満足が含ふくまれていた。

「そっちのきみは……まぁ、尋たずねるまでもあるまいな」

　最後に玉乃が水を向けたのは瑛だが、彼は不安げに眼鏡めがねに手をやりながらも、もう片方の手に握にぎる電動ドリルをかかげてみせた。

「べつに数の多いほうにつくわけじゃないが、ぼくは荒あら事ごとが嫌きらいでね。申し訳ないけど、彼女たちみたいな粗そ暴ぼうな連中を向こうに回す利点が見つからないんです」

「なるほど。数で趨すう勢せいを見るか。だが──」

「──！」

　瑠佳は攻こう撃げきに備えて、身がまえた。穂稀もアスリンも、玉乃の動きを毛ほども見み逃のがさないように警けい戒かいしていたはずだ。

　それなのに、まったく対応できなかった。

　最初に、穂稀が脇わき腹ばらを蹴けられて横転した。

　一いつ瞬しゆん前、彼女が立て続けに射た矢は、まるで蜃しん気き楼ろうでも貫つらぬいたように、ことごとくが壁や戸と棚だなに鏃やじりを埋うめた。

　次は、アスリンだ。

　チェインソーのスターターを引こうとした彼女の手が、いつの間にか肉にく薄はくした玉乃のブーツの底で押さえつけられ、はっと顔を上げたところに、肘ひじが叩たたきこまれた。

　そして、最後に瑠佳。

　剣つるぎを握る玉乃の右みぎ腕うでに鎖くさりをからみつかせたまではよかったが、それを引きつけた途と端たん、玉乃がこちらへと跳とんだ。瞬時に間合いに侵しん入にゆうした相手の側頭部に、鎌かまの柄頭を叩きこむ。それがあっさりと白い剣けん身しんに受け止められ、その直後、みぞおちに強きよう烈れつな膝ひざ蹴げりがめりこんだ。

「……[image: お゛]ッ……うぶ……！」

　口を押さえた手指の隙すき間まから、胃液があふれた。

　息ができない。

　じゃらり、と床に落ちた鎖鎌が、蛇へびの抜ぬけ殻がらのようだ。

　床に膝ひざをつき、前かがみにうずくまった瑠佳には目もくれず、横よこ倒だおしになってうめく穂稀や壁に寄りかかるようにしてずるずると座りこむアスリンにも興味を示さず、玉乃は出入口のほうへと向き直った。

「──これで一対一だぞ。どうするかね？」

「あ、え、え？　ぼくは……その……」

　瑛は顔面蒼そう白はくで立ちすくんだ。両手で拝むように捧ささげ持った電動ドリルが、彼の指の震ふるえに反応し、発作的に作動と停止を繰くり返す。

「ぼ、ぼっぼくはですね、ゾンビじゃないんですよぉ……ほら、人間！　人間なんです！」

「安永……離はなれ、ろ……」

　気道に入りこんだ胃液でむせ返りながらも、瑠佳は絨毯を指で搔かき、鎌の柄えを探す。涙なみだでぼやけた視界に玉乃の背中を捉とらえ、立ちあがろうともがく。

　玉乃が振り向いた。

「立ちあがらず、寝ねているべきだ。警察とテレビ局に電話しただろう？　あと一時間もすれば、すべて片づく。きみが望んだことだ」

「ちが……う！　アタシは……！」

「やはり、それがきみを惑まどわせているんだな？　さっきからずっと臭におうぞ」

　瑠佳は玉乃が自分を見ていないことに気がついた。

　頭ず巾きん越ごしに老人の目が注がれているのは、瑠佳の背後──台車の上に置かれている大きな木箱だ。

　やはり見抜かれていた！

「それはなんだ？　気に入らなければ、誰だれだ、と言い直そうか」

「……来るな」

「きみの身内か？　友人か？　父親か？　それとも……」

「来るなぁ……っ！」

　瑠佳は絶ぜつ叫きようすると同時に、言うことを聞かない体を強ごう引いんに立ちあがらせた。足がもつれ、ふらついた背中が木箱に支えられる。

「そうか。弟か」

　玉乃が笑ったような気がして、瑠佳は歯ぎしりした。

「……本当なの？」

　左手を脇腹にやり、右手の肘で上体を起こした穂稀が、信じられないといった様子でこちらを見上げる。瑛が怪け訝げんそうに瑠佳と穂稀を見比べた。

「ど、どういうことだ？　宮川さんの弟が、まさかあの箱の中に？」

「いるはずない！　そうでしょ？　だって、るーちゃんの弟は三ヶ月も前に……」

　死んだ。

　雪の日に自転車で転び、縁えん石せきで頭を打ったのだ。

　通夜には別居中の父親や小学校の担任、クラスメイトたちも参列した。それに瑠佳の友人たち、もちろん穂稀もだ。

　──がたん。

　箱が揺れた。がりがりと内側から木の板を爪つめで搔く音が漏もれ聞こえる。

　空腹を訴うつたえる行動だった。

「だって……だって、貴たか史しが生き返ったと思ったんだもん！」

　瑠佳は両りよう腕うでを開き、震え声で訴えた。玉乃や穂稀たちの視線を遮さえぎり、箱の内にいる弟を守りたかった。

「夜中に棺かん桶おけの中から声が聞こえて……アタシを呼んでたんだよ？　お姉ちゃんの顔ちゃんと覚えてたんだ、あの子……」

　死体が再活性するのは、かならずしもゾンビからの感かん染せんが原因とはかぎらない。自然界に伏ふく在ざいするなんらかの要因が、ただの死体を突とつ然ぜんにしてよみがえらせることがある。病院や葬そう儀ぎ社から市役所に通報されるゾンビは、大半がそのような場合だ。

　瑠佳もそれを知っていた。母親が重殺士だったのだ。

　それでも、市役所に知らせる気にはなれなかった。母親は他界し、父親は子供を愛していない。たった二人きりの家族だ。ひとりになりたくなかった。

　だから、隠かくした。以前のように、弟を学校に行かせることはできなくなり、昼間に外へ出すことすらはばかられるような生活だったが、彼は従順だった。

　話しかければ答えたし、テレビを観みて笑うこともあった。でも、それは最初の三週間。やがて、貴史は言葉を忘れはじめた。火を通した料理を拒こばむようになり、何時間も身動きひとつしないことがあるかと思えば、急に走りまわったり壁かべを叩いたり転げまわったりした。

　そして、ある日、中学校から帰宅した瑠佳を出で迎むかえたのは、口もとと両手を血で染めた弟だった。

　廊ろう下かの血だまりに、野の良ら猫ねこの頭と皮と内臓が散らばっていた。

　体に腐ふ敗はいの兆候が現れたのも、その頃ころだった。瑠佳は毎日スーパーで肉を買い、消毒液と防ぼう腐ふ剤ざいと消しよう臭しゆうスプレーを用意した。

　窓の鍵かぎを開けて外へ出ないように、瑠佳は外出するときは弟を箱に閉じこめた。生肉と、いつでも声が聞けるように携けい帯たい電話を持たせて。

　異常な日常。どうにもならないことはわかっていた。

　大家や近所の大人や数ヶ月に一度だけ帰ってくる父親が、見逃してくれるはずがない。隠しとおすことができないのなら、隠す必要がないように、世の中のほうを変えるしかなかった。世の中が変われば、弟の病気を治す方法も必ず見つかる。

　瑠佳が玉乃に会ったのは、そのあとだ。

　……がりがり……がり……がっ……。

「…………ちゃん……お姉ちゃん……お姉ちゃん……おねぇ……」

　爪が半分近く剝はがれた手が、箱の内側を執しつ拗ように削けずる。そして、肺病の患かん者じやの呼吸みたいな声が繰り返すのは、彼の脳が記き憶おくしている数すくない単語。

　弟は死に、生き返ったのではなく、ゾンビになった。

　そして、徐じよ々じよに知能を退行させている。

　これは病気ではない。死んでゾンビになった人間をもとに戻もどす方法など、ない。

　玉乃が正しく、自分が間ま違ちがっていることを瑠佳は痛感していた。それでもなお、涙があふれるのに任せながら、昂こう然ぜんと顔をあげて、玉乃を睨にらみつける。

「アンタなんかに、触さわらせるもんか！　アタシのたったひとりの──」

「結ゆ花かなら──きみの母親なら、こうしたと確信する」

　玉乃の右みぎ脚あしが大きく前に踏ふみだした。と同時に、半身になり、右腕を突つく。下から跳はねあがるように剣が伸のび、瑠佳の胸の真ん中を穿うがった。

　音もなく、物質としての質量さえ感じさせずに刃やいばは瑠佳の体を貫かん通つうし、木箱を形作る板をも貫いた。針で豆とう腐ふを刺さすよりも静かだった。

　ぴゅん、と鞭むちのようにしなって瑠佳の胸から滑すべりだした剣は、その錐きりのごとき刃に血や脂あぶらの汚よごれひとつない。

　それを見つめる瑠佳の両眼が、焦しよう点てんを失い、瞼まぶたを落とす。

　弟の指が木箱を搔きむしる音が途と絶だえた。姉を呼ぶ声も、もう聞こえない。箱の中身は、今はただ一個の死体だ。

　視野から光が失うせ、何か叫さけんでいる穂稀の顔が遠のいていく。自分が地べたに倒たおれたことがわかったが、頰ほおや体を叩く床ゆかはなま暖かく水のようにやわらかかった。

　不思議と玉乃に対する憎にくしみを感じなかった。それよりも、安あん堵どに近い感情が胸の傷から拡ひろがる。わかっていたからだ。どうせ、弟とは別れなくちゃいけない。それが早いか遅おそいか、そしてどういう形で別れるか。それだけの問題だった。

　自分にその勇気がないなら、誰かに手を汚してもらうしかなかったのだ。

　──指宿。

　孝たか晴はるのことが思い浮うかんだ。

　ゾンビの女の子を追いかけて、なんの危険もない進学校から、わざわざこんな物ぶつ騒そうな高校へ転入してきた変なヤツ。みんながアイツみたいなものの見方をしてくれたら……瑠佳はこんな無む謀ぼうなことをしなかったかもしれない。

　アイツに話しておいたら、貴史とこんな別れ方しないで済んだかもしれないなぁ……。

「瑠佳さん！」

　聞いたことがない声が名前を呼んだ。声は少女のものだ。

「──宮川！」

　今度の声はわかった。孝晴だ。

　来てくれたの？　ありがとう。でも、遅いよ。女の子待たせるなんてサイテー。でも、それもイイ男の条件かな。




　斬ざん首しゆ斧おのを手に、若わか鹿じかのような軽快さで廊下を走るユーフロジーヌが、放送室の前で体勢を低くしてブレーキをかけた。銀の髪かみとドレスをなびかせて体の向きを変えた彼女が、室内の様子に顔色を変える。

「瑠佳さん！」

　ユーフロジーヌに遅おくれること数秒。息を切らせて放送室の出入口へとたどりついた孝晴が見たのは、床にくずおれる瑠佳の姿だった。

　クリーム色に近い、まろやかな色しき彩さいの金きん髪ぱつが、ハチミツを溶とかしたミルクみたいに床に流れた。まどろむように目を閉じ、横たわった瑠佳は、それきり動こうとしない。

「──宮川！」

　返事はなかったが、瑠佳の唇くちびるがほんのすこしだけ形を変えた。微び笑しようだった。

　玉乃が剣つるぎの切きつ尖さきで、宙に十字を切った。そして軽くドアのほうを見返る。

「指宿くんか。きみには見せたくなかったな」

「てめぇ……」

「あぁぁァッ……おまえッ！　おまえッ！　おまえぇぇ……ッ！」

　悲鳴に似ていたが、それは我を失った猛もう獣じゆうの咆ほう哮こうでもあった。

　穂稀の足が、だんっ、と床を踏みつけた。だんっ、だんっ、と幾いく度ども。

　折れそうなほど食いしばった歯が耳みみ障ざわりな音をたてる。取り澄すました余よ裕ゆうは微み塵じんもなく、涙なみだと鼻水で濡ぬれた顔は憎しみと怒いかりで歪ゆがんでいた。

「殺してやる！　ぶっ殺してやる！」

　穂稀の右腕が膨ぼう張ちようした。ぶつぶつと皮ひ膚ふが裂さけて、あちこちから濃こい緑色の触しよく手しゆがうねり出る。それがからみ合い、癒ゆ着ちやくし、身の丈たけよりも長大な槍やりとなる。その光こう沢たくは金属のそれだ。

「それが本ほん性しようか。しょせん化け物は化け物。だが、それは背はい水すいの陣じんだぞ？」

「うるさい！　黙だまれぇッ！」

　左手の洋弓を打ち捨て、穂稀が走った。右腕を振ふりはらうと、槍の穂ほ先さきが壁を削り、すさまじい音と粉ふん塵じんを巻きたてた。玉乃はこともなげに体を傾かたむけ、それをやりすごす。

「この部屋は暗い。きみも疲つかれているだろう。それが最後の力じゃないのか？　枯かれてしまうぞ？　その花が枯れたら、きみはゾンビですらいられない。わたしが重殺するまでもないな」

「黙れ！　黙れ！　それがなんだ！　なんだっていうのよ!?」

　穂稀が踏みこみ、身をひるがえし、槍を突くたびに、左胸の花が散っていく。ほとんど色を失ったそれは、まるで抜ぬけ落ちた鳥の羽根のようだった。

　玉乃は穂稀の攻こう撃げきに逆らわない。棚たなが粉ふん砕さいし、無数のカセットテープや８ミリフィルムが転がり、オープンリール式の映像再生装置やテープレコーダーが粉砕し、それらの内臓のようにおびただしいフィルムの帯がのたうち回る、そんな中、白い防護服の姿は最小限の動きでひたすら回かい避ひに徹てつする。

「緒澤、無茶すんな！　ルフェテもいるんだぞ！」

「危ない、孝晴くん！」

　前へ出ようとした孝晴を、ユーフロジーヌが引き止めた。

「いったん避ひ難なんしたほうがいいんじゃないか？　指宿くんと、きみは……あの人形か!?」

「あ、どうも」

　すでにドアの外まで後退した瑛が目を丸くするのに、ユーフロジーヌがぺこりと挨あい拶さつする。

「説明すると長いので、今はとにかく納なつ得とくしてください。それより、穂稀さんを止めないと……」

「あんなの、どうやって止めるのさ！」

「やるしかねぇだろ！　このままじゃ、あいつ……」

　落下してきた天てん井じよう板いたの一部をかわし、孝晴は壁沿いに移動した。玉乃が指し摘てきしたように、穂稀は身を削って戦っているのだ。若草色の髪が、いつの間にかくすんだ灰はい褐かつ色しよくになっている。弱った植物の色だ。

「許さない！　あんたを殺せるなら、なんにもいらない！」

　真上に跳ねあがった槍が、天井をえぐりながら、正面に着地した玉乃の頭上に叩たたき落とされた。建物が鳴動し、窓が震ふるえ、ブラインドがしゃらしゃらと笑う。かすかに射さし入る光が、舞まいあがった埃ほこりを照らしだした。

　玉乃の姿は、床材を叩き割った槍の下ではなく、上にあった。

　一いつ角かく獣じゆうの角が、その尖せん端たんで穂稀の額に触ふれ、ぷつ、と血に似た樹液の粒つぶを生んだ。

「手首を返せば、きみの脳みそはスクランブルエッグになる」

「やりなさいよ。頭なんかなくたって、あんたを殺すことはできる」

　突とつ如じよ、真下から伸び上がった幾いく本ほんもの蔦つたが、一いつ瞬しゆんで玉乃の両りよう脚あしをからめ取った。煙けむりが晴れてあきらかになったのは、床の亀き裂れつに根を張ったいくつかの苗なえである。まだ芽め吹ぶいたばかりの青々とした葉が、槍の穂先を受けて壊こわれたブラインドの隙すき間まからこぼれ落ちる、ほんのわずかな陽光を浴びて輝かがやいている。

「種子をまいたのか。だが、光はともかく水は……」

　玉乃の疑問のつぶやきが途と切ぎれた。派手に荒あらされた室内で、そこだけは不可視の盾たてに守られているかのような木箱の周囲。そこに倒たおれた瑠佳の胸から流れる血の筋が、青い苗の根本を朱しゆに染めている。

「言ったはずよ。わたしとるーちゃん、二人なら……あんたなんて敵じゃない！」

「しかし、こんなひ弱な芽ではな」

「──それでじゅうぶん♪」

　チェインソーの破は壊かい的な歌声が、空間を粉々にする。

　玉乃の背後の薄うす煙けむりが揺ゆらぎ、あんず色の髪と灰色の瞳ひとみをした少女の小しよう軀くがにじみ出した。

「わたし、ちょっと怒おこってるんだ。あなたは悪い人じゃないような気がしたけど、やっていいことと悪いことがある。それに……わたしはあなたを救いたい。神の御み名なのもとに♪」

　がっ、がっ、と後ろ足で壁かべを蹴けってリズムを取ってから、アスリンが舞ぶ台たいに踏みだすように前へ出て、その体を回転させた。二度、三度、その美しいターンにあわせて、チェインソーが銀の歯で床に火花を曳ひく。

　フーデッドパーカの裾すそで円を切っては、激しく踵かかとで床を踏みならし、アスリンが音楽を奏かなでる。漆しつ黒こくのチェインソーがそれに倣ならい、叫ぶ。

「………！」

　玉乃の肩かたがぐらりと傾かしいだ。

「これは……そうか、呪じゆ術じゆつだな？　修道女がこんな異い端たんの法技を……？」

「黙らっしゃい！　峻しゆん険けんなピレネーの邑むら々むらで、異教徒と交わるグラナダの城じよう郭かくで、芸術花咲さくバルセロナの都で、いろんなものと混ざりあって、いいものも汚きたないものも吸収して、わたしたちの教えは生き抜いてきたんだ。だけどね、この力をわたしに行使させるのは、神の意志だよ。なんたって、この世界すべては神がお作りになったものなんだから♪」

「……笑わせるな。もしそうなら、わたしは神を許さない」

　玉乃が剣を床に突き立てた。かろうじて持ちあがった右手が、頭ず巾きんの首もとの密閉式のジッパーを横に引く。じ、じ、じ……。虫の鳴くような音がした。

　内側から現れた老人のしわばんだ口が──違う。それは老いた男の肌はだや唇ではない。珊さん瑚ごの死し骸がいのように白い頰と、くすんではいるが形のいい唇。その唇が、開いた。

　深く空気を吸いこみ、静かに呼気を吐はく。長く、低く。

「金かな縛しばりにされてはかなわんな。だが、わたしも似たようなことができるんだ」

「あなたは……！」

「まさか……」

　アスリンの驚きよう愕がくと同じものが、正面の穂稀の表情にも浮かびあがる。

　壁に沿って穂稀のほうへと向かっていた孝晴も、足を止め、窓を背にした白衣の影かげを凝ぎよう視しした。頭巾という遮しや蔽へい物を失った玉乃の声もまた、老人のそれではなかった。

「女……？」

「心外だな。男に見えていたのか？」

　くすくすと笑う声は、せいぜいが十代後半のそれだ。

　キンモクセイの花の香かおりを、孝晴の鼻び孔こうが感じた。あるいは、それは果物が爛らん熟じゆくし、腐ふ敗はいする一歩手前に発する、どろりとした甘い匂においにも似ていた。

　その匂いの正体を探さぐろうとする前に、孝晴は自分の体の異変を察した。歩兵銃じゆうが棒っきれのように足もとに転がり落ちた。両手の指の感覚がない。ちょうど冬場に冷たい水で洗い物をしているときのように。

　足もだ。指先から四し肢しが消えていく。そう、このキンモクセイの、腐くさったリンゴの芳ほう香こうが、体を溶かしていくのだ。もちろん、肉体そのものはそこにある。だが、もう孝晴は二本の足で立っていることができなかった。

「な、なんだ、これ……」

　膝ひざと肘ひじを床ゆかにつき、体を支えていることすらむずかしい。見れば、穂稀は右みぎ腕うでの槍でなんとか体を支え、ひざまずいたアスリンのチェインソーは名残なごり惜おしげに回転を止めようとしている。

「わたしの、まぁ特技だよ。体の中の小さな小さな微び生せい物ぶつが、息とともに体外に出て、きみらの肺から浸しん透とうし、神経を侵おかした。体が麻ま痺ひしているだろう？　だが、心配しなくていい。ほんのわずかだ。後こう遺い症しようも残らない」

　孝晴が苦労して顔を上げたとき、玉乃は防護服の頭巾を左手で剝はぎ取った。

　癖くせのない真っ白な髪があふれ、ひとうねりしてから肩かたや背に流れた。その色はまさに白色で、あきらかに老人の髪である。

　だが、その顔立ちはどうだろう。彫ほりが深く、鼻び梁りようが通り、二ふた重えの瞼まぶたが切れ長の目に気品を与あたえている。真冬の湖のごとき蒼そう溟めいの瞳が、孝晴の顔を映す。ただし、それは右側のみに限られた話だ。左の目は斜ななめに巻きつけられた包帯に隠かくされ、その瞳も見えない。

　声の印象は間ま違ちがっていなかった。玉乃の姿形は、孝晴よりも二つ三つ上、十八歳前後の少女のものだ。

　だが、孝晴がしばし絶句したのは、彼女の容姿の若さではなく、彼女の顔そのものが原因だった。

　似ている。

「おふくろ……？」

　仏ぶつ壇だんを嫌きらった父親が、居間の簞たん笥すの上に飾かざっている幾葉かの写真。その中で笑っている母親は、孝晴を産んだ二十歳はたちのときにこの世を去った。玉乃よりも年上だ。髪かみ型がたもその色も違う。けれども、似ていた。

　玉乃がかすかに微笑ほほえんだ。

「そうか。きみのお母さんは、わたしに似ていたか。彼女が生きている間に会う機会はなかったが……喜ぶべき、なんだろうな」

　その笑みは母親とは似ていなかった。ずっと寂さびしそうだ。

「あんた、誰だれなんだ……？　親父おやじのことも、俺のことも……おふくろのことまで、なんで知ってる？」

「きみから見れば、母方の高祖母ということになるかな。つまり、きみのお婆ばあさんのお婆さんだ」

　落ちた沈ちん黙もくが、室内にいる玉乃以外の全員の驚愕を表していた。

　ややあって、孝晴はようやく声を取りもどしたが、それはしどろもどろで満足な言葉にならなかった。

「え……婆ちゃんの……え？」

　目の前の少女と、盆ぼん正月には毎年のように顔を合わせる祖母がかさなり、一瞬でそれが崩ほう壊かいした。脳が理解を拒きよ否ひしている。

「ずいぶん若いお婆さんのお婆さんね、指宿くん」

「お、お婆さまのお婆さま！　はじめまして、わ、わたし、孝晴くんのお友達で、ユーフロジーヌ・フォン・シュトゥディオンと申します！」

「い、いや、待てよ！　おかしいだろ!?」

　穂稀の皮肉に応じる余よ裕ゆうも、ずるずるとドアにすがりつくように倒れこみながら律りち儀ぎに挨拶をするユーフロジーヌをたしなめる分別も、今の孝晴にはなかった。

「あんた、どう考えても十代じゃねぇか！　俺の婆ちゃんは七十超えてるぞ!?　そのまた婆ちゃんなんて……一世紀は前の人だろ！」

「ふふ、そんなにわたしは若く見えるか。うれしいな」

　まんざらでもなさそうに、玉乃が両りよう腕うでで髪かみを搔かきあげる。それは自分の女性的魅み力りよくを強調するためではなく、首の後ろにあるベルトの留め具を解除するためであった。続いて、背中のボタンをひとつひとつはずし、比ひ翼よくになった生き地じの内側の密閉式ジッパーを下ろす。

「これを人前で脱ぬぐのは、ひさしぶりだ。最後は……結花との仕事のときだったか」

　脱ぎ捨てられた防護服が、長い素す足あしにまとわりつきながら、床にわだかまった。細身だが、敏びん捷しような獣けもののような力強さと、性的な艶なまめかしさも備えた肉体だ。食肉加工業者が使うような分厚い革かわ手て袋ぶくろを両手に、同じ素材の長なが靴ぐつを両りよう脚あしに、そしてこれも革をなめした前まえ掛かけを身につけ、その下はなんと旧時代の体操服であった。孝晴が見たこともない紺こん色いろのブルマである。

「さて、お待たせした」

　おそらく、今まで浴びた何万リットルという血のせいで黒っぽく変色した手袋が、床に屹きつ立りつしていた愛あい剣けんをふたたび引き抜ぬいた。玉乃の両脚を束そく縛ばくしていた蔓つるが、ひと薙なぎで伐ばつ採さいされた。

「先ほどの疑問の答え、わかったんじゃないか？　指宿くん」

「………」

「百をかぞえても十八のときのまま。息に混じる嫌けん気き性バクテリア。そして、わたしのこの……血の色のない肌。どこかで見たことはないか？　たとえば、この資料館の展示室で」

　にたり、と玉乃の口が耳もとまで裂さけたように見えた。

　歯のエナメル質が変化することで、鮫さめのような鋭えい利りさを得た歯並びが、白々と光る。

「……ゾンビ、なのか？」

「そう！　正解だ！　賢かしこいぞ、指宿くん！　わかったかね？　わたしはゾンビだよ！　これやそれと同じ、醜みにくく危険な汚お物ぶつだ！」

　長靴の底が力ちから尽つきて床に膝をついた穂稀の横よこ面つらを蹴りつけ、剣先がドアの下にへたりこんでいるユーフロジーヌを示した。

「く……っ」

　横転した穂稀が、孝晴のすぐそばに仰あお向むけになる。唇くちびるから樹液の血を流し、穂稀は目だけで玉乃を睨にらみ据すえた。視線を刃は物ものに変える魔ま法ほうがあったなら、彼女は自分の命を喜んで代価に支し払はらっただろう。

「緒澤……！」

　穂稀の頭を抱かかえ起こそうと孝晴はしたが、腕に力が入らない。情けなかった。

「なんでだ！　なんで、ゾンビのあんたが同じゾンビをそんなに憎にくむんだよ！」

「ゾンビだからだ！　好き好んでゾンビになったとでも思うか!?」

　玉乃の左手が孝晴の喉のどをつかみ、五本の指がおそろしい力で皮ひ膚ふにくいこんだ。

「孝晴くん！」

「タカハルに触さわるな！　呪のろわれた化け物！」

　ユーフロジーヌとアスリンの声がかさなったが、玉乃はそれに耳を貸そうとはしなかった。

「わたしの思い出話をすこし聞いてもらおうか。──わたしの名前は玉乃ハイネエリゼ。日本人とドイツ人の混血だ。一九〇八年、中国の上海シヤンハイで生まれた。当時の上海は〝魔都〟などと呼ばれたように、列強各国が極東アジアの利権を巡めぐって権けん謀ぼうを競いあう国際都市だった。石造りの洋風建築と路面電車、大世界ダスカにキャセイ・ホテル……ダンスホールに茶さ館かんに阿あ片へん窟くつ、そして娼しよう婦ふと諜報員スパイと芸術家と青幇マフイアがあふれていた。美しく愉たのしい街だったよ。わたしは華はなやかな上海と落ちついた大連ダーレンが東洋の都市ではもっとも好きだった」

　孝晴の喉のど頸くびを絞しめつける握あく力りよくはそのままに、玉乃──ハイネエリゼの面おも持もちがやわらいだ。

「最初は居い心地ごこちがよかった。中国人は英国人を憎み、日本人に親切にしてくれたからな。だが、それも一九一五年までだ。第一次世界大戦がはじまると、父の国と母の国は敵同士になった。それでも両親は愛しあっていたが、家族が上海で暮らしづらくなったのは、日本帝てい国こくが中国に対して欧おう米べいにまさる態度を取りはじめてからだ。有名な対たい華か二十一箇か条じよう要求がそれだ。中国人の反応はなかなかに鮮あざやかなものだったよ。行きつけの商店主や租そ界かいに出入りする売り子や港の苦力クーリー、いや、わたしと変わらぬ年の子供までが、日本人に対する態度を変えた。むろん欧米列強は日本以上に中国やアジアを食い物にしていたが、彼らにとっては白人に搾さく取しゆされるよりも同じ東洋人に搾取されることが屈くつ辱じよくだったのだろうな」

　ハイネエリゼの口ぶりは、それほど悲ひ愴そうなものではない。彼女の胸の内では、中国で受けた差別さえ、なつかしい記き憶おくのようだった。

「わたしは十六で日本人の実業家の青年と結けつ婚こんし、十八には四人の子を授さずかっていた。難産だったが、子だくさんが喜ばれた時代だ。長男──きみの曾そう祖そ父ふを内地の学校へやるために、早くから夫の実家へ預けたが、三人の子の世話で毎日が忙いそがしく、だがとても幸せだった。わたしの一生で、一番幸せだった」

　その一いつ瞬しゆん、彼女の表情は、年よりも幼くさえ見えた。若すぎる母親だったのかもしれない。将来への不安や緊きん張ちよういや増す国際情勢には見向きもせず、ただ少女のように身に受ける幸福の大きさを味わっていたに違いない。

　その表情が、次の刹せつ那なには、憤ふん怒ぬにこわばった。

「……その年の冬だ。上海には多くのメースンリー──俗ぞくに言うフリーメーソンの支部ロツジがあったが、そのうちの十三がアメリカ系の支部だった。その中のひとつ〝アンシェント・ランドマーク〟ロッジの会員が、米国からあるものを密輸し、上海進出をもくろむ哥か老ろう会系の頂爺ボスに叩たたき売った。……ゾンビだよ。のちの帝国陸軍のように、不死身の兵士を作ろうとしたわけじゃない。連中はもっと単純だ。対立する都市系の青幇が拠きよ点てんにしていた大世界近きん隣りんの商会に、ゾンビを放ほうりこんだんだ。手しゆ榴りゆう弾だんや火か炎えん瓶びんの代わりにな」

　百年も前である。まだゾンビの種別についての研究も、その対策も講じられていなかったはずだ。人口密集地帯に放たれた一体のゾンビが及およぼす影えい響きようは想像を超こえるものだろう。

「最初はただの一体。それが五分後には二十体。一時間後には三百を超えていた。大人も子供も男も女も、中国人もフランス人も日本人も、散仔チンピラも堅かた気ぎもお構いなしだ。わたしは逃にげた。子供を抱だいて、必死で逃げたよ。だが、あのときのフランス租界は上海事変のときよりひどかった。夫とはぐれ、乳母うばともはぐれ、それでも走って……気がつくと、わたしのまわりで動く人ひと影かげはどれも死体だった。死体しかいなかった。死体が動いて、わたしのほうに押し寄せてきた。怖こわかった。夫の顔があった。子供も、父母も、乳母も、友人も、わたしを嫌きらっていた中国人娼婦も、無口なユダヤ人の金貸しも、陽気で話が楽しかったアメリカ人の青年も、みんないた。そして、みんな死体だった。わたしが大事に抱きしめていた一番下の子も、もう死体だった。……わたしは、彼らに殺された」

　ハイネエリゼの歯が、がちがちと音をたてる。恐きよう怖ふなのか、怒いかりなのか、おそらくその両方だろう。

「わからんだろう？　ゾンビに殺される怖さ。愛いとしい人たちがゾンビになる怖さ。わたしは今も夢に見るよ。この胸に抱いていたわが子が、わたしの喉に小さな指を立て、目玉を喰くいちぎって、脳みそをすすった、あのときの情景を！」

　孝晴は呼吸が楽になるのを感じた。喉を圧あつ迫ぱくするハイネエリゼの指から力が抜け、その手が彼女の左の眼がん窩かを覆おおう包帯を搔いた。

「何百というゾンビの中で、わたしだけが正気を保った。義務を課せられたんだ。あのとき死んで、ゾンビと化し、陸戦隊に焼かれた何百人の人々に代わり、わたしはゾンビを減らしつづけなくてはならない。わたしのような思いをする人間の存在を二度とは許さん。一いつ匹ぴき残らず、ゾンビを重殺しつくさなくては……」

　最後は自分への教きよう戒かいのように聞こえた。

　白色の長剣が、あらためてその刃を穂稀へと向ける。ハイネエリゼは右足を引き、両手で握にぎった剣が水平のまま肩かたまで上じよう昇しようした。両手剣ツヴアイハンダーを得物とするドイツ剣術では〝雄牛オクス〟の構えと呼ばれる姿勢だ。

　身動きできない相手に構えをとるのは、せめてもの敬意だったかもしれない。だが、その構えは結果的には穂稀以外のものに備えるものとなった。

「──孝晴くんのお婆ばあさまのお婆さま。もうおやめになったらいかがですか？」

　ほんの数分前には半開きのドアにすがりついてへばっていたユーフロジーヌが、すっくと膝ひざを伸のばした。長大な斧おのを握る手にも震ふるえはない。

「……動けるのか？　そうか、息を止めていたな？」

「最初は吸っちゃいましたけど」

　嫌気性のバクテリアということは、大気に触ふれて反応し、はじめてその毒性を発揮するのだ。そして、その性質上、彼らは空気に触れたあとは長く活動できない。吸いこんでも麻ま痺ひは数分程度。その時間を超えれば、バクテリアは死し滅めつしてしまう。ようするに、その数分を呼吸せずに──新しいバクテリアの侵しん入にゆうを許さずに耐たえれば、体は自由になる。

　もっとも、そんなことができるのはゾンビだけだ。それも穂稀のように大気を必要とすることがない、古典的な動く死体である。

「妙みようだな。たしかにゾンビだが、人間だったときの匂においがしない。まるで、生まれたときから死体だったような……いや、見覚えがあるぞ。あの役立たずの少女人形フランシーヌか？」

「返してもらいました。わたしのお父さまがお作りになったものですから」

　ユーフロジーヌが左手を胸にあて、微笑ほほえんだ瞬間、ハイネエリゼは孝晴の眼前から姿をかき消した。孝晴が突とつ風ぷうに目を閉じ、ふたたび開けたとき、白はく髪はつの少女は銀ぎん髪ぱつの少女の間合い深くに侵入し、右手の長剣を突ついていた。

　紗しやのように拡ひろがった白銀の髪かみに、ぱっ、と穴が穿うがたれる。

　軽く体を傾けい斜しやさせたユーフロジーヌが、右手の斬ざん首しゆ斧おのを振ふりあげた。重い金属音が轟とどろき、剣が跳はねあげられる。と同時に、ハイネエリゼの両脚が床ゆかから離はなれた。

　浮うきあがった彼女の体が、そのまま足をあげて宙返りし、再度、地に降りる。そこへユーフロジーヌがすかさず踏ふみこみ、無造作に右みぎ腕うでを薙いだ。

　がんっ！　からくも剣身で受けたハイネエリゼだが、勢いに負けて二メートルも横よこ滑すべりし、壁かべに肩がぶち当たる。

「……すごい力だ。わたしなど一いち撃げきで真っ二つになるな」

「そんなことしません！　孝晴くんのお婆さまのお婆さまのお婆さまですもの」

「ひとつ多いぞ！」

　加算された年ねん齢れいに抗こう議ぎしつつも、ハイネエリゼは素早く横に体を回転させる。一瞬前、彼女の姿があった場所を斧の刃が縦に裂き、壁に深い傷を刻んだ。

　床までめりこんだ斧が、そこから跳ねかえるように斜ななめに奔はしり、標的を襲おそう。

　剣身に左手を添そえ、それを受け流したハイネエリゼが、大きく体勢を崩くずし、片方の膝をついた。斧がユーフロジーヌの右手から左手へと軽かろやかに受け渡わたされ、そのまま鋼はがね色いろの閃せん光こうのように直滑かつ降こうした。

　ぎぃ……ん！

　ハイネエリゼの頭上を横切る白い剣つるぎが、その鍔つば元もとで斧の柄えを受けとめ、間一髪、叩きつぶされようとした主あるじの頭ず蓋がいを守っている。衝しよう撃げきが伝わった床がひび割れ、ハイネエリゼの歯の隙すき間まから、かすかな苦鳴がこぼれる。

「本当に……真っ二つにする気はないんだろうな？」

「ごめんなさい。わたしも冷静じゃないみたい」

　ユーフロジーヌは右腕だけで斧を押しこむ。両手で剣を支えるハイネエリゼの肘ひじが徐じよ々じよに下がっていく。

「男だん爵しやく家のご令れい嬢じよう……ほんとの体を手に入れたんだね。このままじゃ、いいとこぜんぶ持ってかれちゃいそう」

　埃ほこりまみれで横たわり、アスリンがちょっと残念そうに笑った。痙けい攣れんする手をチェインソーに伸ばそうと必死だ。

　孝晴は息を詰つめ、ふたりの様子を無言で見守った。

　あれが、あの鈍どんくさかった眞ま子こ──ユーフロジーヌだろうか？　一方的だ。ハイネエリゼは反撃の糸口さえその手に握れず、追いつめられてしまった。

　たぶん、ユーフロジーヌは怒おこっているのだ。瑠佳のことを。

　加減をする意志はあるかもしれないが、体はそのとおりに動いていない。へたをしたらハイネエリゼの腕や足の一本は叩き斬きってしまいかねなかった。

　しかし、そうはならないだろう、と孝晴は確信に近い危き惧ぐをおぼえていた。

　ハイネエリゼは百年もゾンビと戦い、何万という人体を破は壊かいしてきたのだ。並はずれた経験がある。そして、特異な能力も、だ。彼女が先ほどからユーフロジーヌに話しかけているのは、無む駄だ口ぐちではない。相手に答えさせるためだ。

　ゾンビは酸素を必要としない。だが、声を出すためには肺に空気を導き入れる必要がある。それは呼吸をするのと同じことだ。

　しゃべるな！　ユーフロジーヌに警告したかったが、孝晴も呼吸を止めている。体内が浄じよう化かされ、ふたたび動けるようになるまでの時間、声を出すわけにはいかない。そんな長い時間、息を我が慢まんできるかはわからないが、ほかにできることがなかった。

「……あ、あら？」

　ユーフロジーヌの口から、困こん惑わくのつぶやきがこぼれた。

　ハイネエリゼが笑う。その腕が持ちあがり、軽々と斧を押しもどしはじめた。

「おしゃべりが過ぎたな。この香かおりの中で動けるのは、わたしだけだ。わたし以外の者は、わたしに斬られるための肉につ塊かいでなくてはならない」

　ハイネエリゼが愛剣をわずかに傾かたむけた。しゃぁぁ！　と砥と石いしをかけるような音とともに、斜めになった刃の上を斧が滑すべり落ちる。

「……っと」

　ユーフロジーヌの上半身がつんのめり、足がたたらを踏んだ。ハイネエリゼは苦もなく体を彼女と壁の間から逃のがれさせ、逆に死角からユーフロジーヌの側頭部を狙ねらって刺し突とつを繰くりだす。

　一瞬にして攻こう守しゆは入れかわり、完かん璧ぺきにして無む駄だのない一撃が、ユーフロジーヌの脳を貫つらぬきとおす──。

　だが、現実はその未来を拒こばんだ。

「わあ……っ。あだっ！」

　まるで古くなって関節の接合部がゆるんだオモチャのように、首の上からこぼれ落ちたユーフロジーヌの頭部が、壁におでこをぶつけてから床に転がった。

　虚こ空くうを貫かん通つうした長剣が、がっ、と壁にえぐりこむ。

　ハイネエリゼは驚おどろいただろう。こんなゾンビはほかに類がない。

「トライオキシン系に冒おかされているのか……？　いや、違ちがうな。知能が高すぎるし、人間を襲う意志もない」

　そう戸と惑まどいを口にしながらも、彼女の五体は攻撃のために躍やく動どうしている。壁から剣を引き抜ぬき、くるり、と柄つかを逆手に握ると、真下へ向けた錐すい尖せんを打ちおろす。

「ちょ……っ、待っ……！」

　地べたに転がったユーフロジーヌの頭は、文字どおり手も足も出ない。が、無抵てい抗こうに串くし刺ざしにされようとする頭部を、その首から下の体が放ほうっておくことはなかった。

　ユーフロジーヌの右足が、自分の頭を蹴けり、横へ逃がした。剣先はまたも空気と床のみを穿つ。だが、ハイネエリゼも簡単に追撃をあきらめたりはしない。すかさず引いた剣を、間髪入れず突く。

「はいっ……と」

　ユーフロジーヌの左足にぶつかった頭部が、つま先で蹴りあげられ、空中へ逃とう走そうした。さらに膝ではずみ、胸で跳ね返り、もう一度、今度は右みぎ脚あしによって宙高く放られる。

「ほっ……とぉっ……そぉい！」

「こ、この……！」

　ハイネエリゼはユーフロジーヌの頭を追つい尾びし、鋭するどい突きを間断なく浴びせたが、すべてむなしい結果に終わった。銀髪の帯を引きつつ、体の上を越こえた頭部が、最後は左足の踵かかとに跳ねあげられる。業ごうを煮にやして胴どうを襲った剣を、体をひねってかわしたユーフロジーヌの首の断面に、彼女の頭はちょこんと載のった。

　だが、顔が横になっている。

　ハイネエリゼが、蠅はえでも打つように、乱暴に剣を払はらった。ユーフロジーヌが軽く肩を揺ゆすって頭を浮かせると、斬ざん撃げきは首と頭の隙間を素す通どおりしていった。宙でくるくると回転した頭部が、三み度たび、もとの場所に降りたとき、切断面同士はぴったりと密着していた。

「よっ……と」

　左手でつむじを押さえ、顔の向きを整えたユーフロジーヌが、こきこき、と頸けい椎ついを鳴らす。その様子を、ハイネエリゼは口惜くやしげな嘆たん息そくとともに睨ねめつけた。

「……器用な真似まねを」

「たぶん戦うことに関しては、あなたのほうが経験豊富でしょうけど、ゾンビとしてはわたしが先せん輩ぱいですよ？──お嬢ちゃん」

　ハイネエリゼの頰ほおが紅潮した。最強の重殺士にとっては屈くつ辱じよくだったろう。

「いい気になるな、たかが古いだけの死体が！　その動きをあと一分でも続けられるのか？」

「無理、みたいですね」

　首もとのリボンをほどき、ユーフロジーヌは口と手を使って、それを斧の柄えごと右手に縛しばりつけた。もう斧を握にぎっていられないほど、麻痺が進行しているのだ。

「悪いが、手は抜かないぞ。出し惜おしみもなしだ」

　ハイネエリゼの唇くちびるが陰いん惨さんな笑みにゆがみ、ぬるり、と紫むらさき色いろの舌がのぞいた。右手を持ちあげ、その鍔もとに口づけをする。そして腕を横へ引くと、移動する剣身の上を、濡ぬれた舌が蛭ひるのように這はいずった。

　たっぷりと唾だ液えきを塗ぬりつけられた白い剣が、異様な光こう沢たくを宿す。熱帯の花のように、甘ったるい香こう気きが濃のう度どを増した。

「呼吸器からごく微び量りようを吸収すれば四し肢しが麻痺する程度だが、これだけの量が直接、傷口から体内に触れればどうなるかな？　教えてやろう」

　ハイネエリゼの右手が動き、空気が鳴いた。

　顔の前に斧を立て、ユーフロジーヌが白はく刃じんを逸そらす。火花を飛ばし、顔の横を擦さつ過かした剣先が、白銀の髪を突きやぶる。

　すっ、と横へ体を逃にがしたユーフロジーヌが、不意に頰をひきつらせた。

「こ……これって……」

　銀糸のような髪から、いやな臭においがただよう。髪から、ドレスの肩かた口ぐちの生き地じから、うっすらと白はく煙えんがたなびく。

　溶とけていた。

　孝晴は目をみはった。酸かアルカリ……？　違う。嫌けん気き性バクテリアだ！　唾液の中に潜ひそむ微び生せい物ぶつが、空気に触ふれて苦しみ、暴れているのだ。人の体や絹──つまり有機物を腐ふ食しよくし、ぐずぐずに溶かしてしまうに違いない。

「あのとき、上海で再活性した何百人のゾンビの中で、わたしだけに与あたえられたものが二つある。人間としての精神と、この変異した微生物だ。……心配ない。感かん染せんしたところで、ゾンビはもうゾンビにはならないからな。だが──かすりでもしたら、おしまいだと思え。どろどろの蛋たん白ぱく質しつのスープになってしまうぞ！」

　ハイネエリゼが前へと疾しつ駆くした。体ごと槍やりのように突いた一撃を斧おのではじき、ユーフロジーヌが後退する。足が倒たおれた棚たなの残ざん骸がいにとられ、仰あお向むけに倒れたところへ、ハイネエリゼが殺さつ到とうした。

「……くぅっ！」

　すっぽ抜けそうになった頭部を押さえながら、体を横へ転がし、なんとかかわす。棚の裏側の板が白い角に突きとおされた。

　起きあがったユーフロジーヌに、白はく髪はつの重殺士が追いすがる。青い隻せき眼がんを見開き、唾液に濡れた牙きばを光らせて。

　完全に優ゆう劣れつが入れ替かわった。

　ハイネエリゼの刃はを、ユーフロジーヌは防ぐだけでせいいっぱいだ。足が重く、距きよ離りをとることさえままならない。機き関かん銃じゆうのように連続する刺突を、斬撃を、ひたすら斧で受けるだけである。そして、ついにはそれさえ不可能となった。

「いつまでもそれを握っていて平気かな？」

「え……!?」

　ユーフロジーヌも気づいた。飾かざり気けのない斧の表面が、いやらしく照り光っている。打ちあううちに、剣に塗と布ふされていた唾液が飛び散り、斧にもその領域を拡大していたのだ。

「わっ、わ、わぁ……っ!?」

　リボンが溶けはじめていたのが幸いした。あわてて右みぎ腕うでを振ふると、斧はあっさりと手から抜けて床ゆかの上を滑っていた。

　だが、これでユーフロジーヌは徒と手しゆ空くう拳けんである。

「──っ！」

　孝晴は、拳こぶしを床に叩たたきつけた。

　手足の感覚はかなりはっきりしてきたが、強い痺しびれが筋肉を蝕むしばんでいる。数万倍か数十万倍かに希き釈しやくされ、気体にわずかに混じったバクテリアの毒でさえ、このありさまだ。もしハイネエリゼの剣けんがユーフロジーヌの体に触れれば……。

　今すぐ立ちあがり、婆ちゃんの婆ちゃんだか知らないが、あいつを止めなくては。

　だが、動けない。這いずることはできても、まだ立てない。

　息ももう限界だ。ふたつの肺の中で火が燃えている。脈の音が爆ばく発はつのような大きさで頭ず蓋がい骨こつを内側からぶっ叩き、それなのに心臓は鼓こ動どうを打っているのかどうかさえ定さだかではない。吐はき気がひどく、視界が周囲から白い霧きりに吞のまれていく……。

　もうすこし。もうすこしで動く。だが、麻ま痺ひから回復したところで、肺は空っぽだ。この苦しみに耐たえながら、立つことすらできるかどうか。

　せめて声を出して叫さけびたい。

　だが、声をあげたら、次の瞬しゆん間かんには、開いた口いっぱいに息を吸いこんでしまう。孝晴はこらえた。下した唇くちびるを嚙かんだ歯が肉をやぶって血を流していることにも気づかなかった。

　不意に肩をつかまれ、孝晴は首を動かした。

　穂稀の思いつめたような目が、意外なほど近くで孝晴を迎むかえた。

　彼女は何かに迷っている風ふ情ぜいだった。いったん逸らした眼まな差ざしが不安げに揺れ、唇がもごもごと言葉にならぬ想おもいを含ふくんで動く。頰が赤らみ、額には汗あせの粒つぶが浮ういていた。

「………」

　おもむろに穂稀が上体をよじり、首を伸のばした。

　彼女の秀しゆう麗れいな顔が接近し、孝晴の視界いっぱいを覆おおい、そして唇にやわらかく熱いものが触れた。

　穂稀の唇は、ツツジの花のように、甘い蜜みつとほのかに苦い樹液の味がした。

「な……っ!?」

「ちょっと！　ちょっと、ちょっと、ちょっとぉ……っ!!」

　ハイネエリゼと対たい峙じするユーフロジーヌが腰こしを抜かして、ぺたん、と尻しり餅もちをつき、アスリンがこの世の終わりとばかりに泣き叫んだ。ハイネエリゼでさえ振り向いて、感かん嘆たんしたふうに眉まゆを上げる。
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「………ッ!?」

　もちろん、誰だれよりも驚きよう愕がくし、混乱しているのは孝晴だ。

　人生初の事態、そして非常事態である。

　まさか、相手を選ぶ自由意志すら与えられず、このような形で奪うばわれるとは！

　だがしかし、穂稀を問いつめたり運命を嘆なげくことを、孝晴はしなかった。彼女の意図がわかったからだ。

　固く食いしばっていたはずの歯が、湿しめった舌によっていともたやすくこじ開けられた。そして、その隙すき間まから入りこんでくる穂稀の吐と息いきは、彼女の体の熱を宿していたが、清せい涼りような森林の香かおりを含んでもいた。

　酸素だ。

　二酸化炭素を呼吸した穂稀が肺の中にためていた酸素だ。彼女も孝晴と同じように、体内の微生物が消え去るまで息を止めていたのだ。もちろん、孝晴と同様、まだ動けるほどには回復していない。だが、酸素は供給できる。そして、それを必要としている人間がすぐ近くにいた。酸素さえあれば、孝晴は体が動くまで──それはあとほんの十秒、いや五秒かもしれない──耐えぬける。

　ふたつの唇が離はなれた。

　間ま抜ぬけ面づらで放心しているユーフロジーヌや、涙なみだを滂ぼう沱だとたれ流してこちらを見つめているアスリンをよそに、穂稀は仕事は済んだとばかりに体を倒し、小さく胸を上下させた。紅潮した顔をそっぽに向け、ばつが悪そうに唇をとがらせる。

「い、今のは医い療りよう行こう為いよ！　……大事に使ってちょうだい」

　彼女にはどのみち、もう動くだけの力がないのかもしれない。色あせた髪かみや花びらがほとんど散った胸の花を見れば、その憔しよう悴すいはあきらかだった。

　孝晴は肘ひじで体を立て、痺れにかまわず両りよう脚あしで床を搔かいた。まだ自由には動かない。だが、立てる。走れる。

　しかし、孝晴はその刹せつ那な、迷った。

　ハイネエリゼに向かうべきか？　当然、そうすべきだ。ユーフロジーヌを助けるために。

　それに、歩兵銃の銃じゆう剣けんをハイネエリゼに突き立てることはかなわずとも、せめて一発殴なぐりつけてやるくらいはしないと、瑠佳が浮かばれない。

　しかし、冷静に考こう慮りよすれば、べつの方向へ走るという選せん択たくもあった。

　窓だ。窓を壊こわして、室内に外の空気を入れる。廊ろう下か側のドアは半分ほど横に開いているから、窓さえ開けば風が通り、すぐに室内の空気が入れ替わる。そうすれば、ユーフロジーヌもアスリンも動けるようになる。

　しかし、もちろん一度に両方はできない。選択しなければ──。

「迷ってる場合か、指宿くん！　きみが今しなきゃいけないことはひとつだろ！」

　孝晴の横面を張り飛ばしたようなその怒ど号ごうは、妙みように低く、音程が狂くるっていた。まるでディズニー映画のドナルドダックのように。

　入り口のドアを蹴け破やぶらんばかりにして駆かけこんできたのは、栗くり色いろの豊かな髪をなびかせた眼鏡めがねのウェイトレス──とっくに逃げたはずの瑛だった。

　右手に握にぎったスプレー缶かんを口にやって、ひと吸い。やけっぱち気味に叫ぶ。

「廊下の窓をぜんぶ開けてきた！　あとはここだけだ！」

　お笑い芸人御ご用よう達たしのヘリウムガスのスプレー缶には、使用者の酸欠を予防するため、およそ二十％の酸素が含まれている。地下室にあったそれを、瑛はリュックに入れてきたのだろう。まさかこんな使い方をするとは夢にも思わなかっただろうが。

　一目散に窓へと向かう瑛にうなずき、孝晴は走った。歩兵銃をつかみ上げ、まだ痺れる足を叱しつ咤たして、前へと。

　瑛が瑠佳の鎖くさり鎌がまを拾い、それでブラインドの残ざん骸がいを搔き落とした。ぱっ、と陽光が射さし入り、室内の時間が黄昏たそがれから真昼へとさかのぼった。

「つまらん義理で動くと、怪け我がをするぞ！」

　ハイネエリゼが急激な光量の変化に隻せき眼がんを細めながら、ユーフロジーヌが捨てた斬ざん首しゆ斧おのを左手でつかむ。身をかがめながら体を半転させて、それを投じた。

　瑛の脚を狙ねらい、斧が地を滑すべるように滑かつ空くうする。唾だ液えきはすでに乾かわき、危険なバクテリアは死し滅めつしているだろうが、斧それ自体が脚を切断しかねない凶きよう器きだ。

「安永っ！」

　孝晴は歩兵銃を肩にかかげ、疾しつ走そうする勢いに乗せて投とう擲てきした。斧は銃身を両断したが、方向を逸そらして床に墜つい落らくする。その直後、瑛が鎌かまの柄つか頭がしらを窓ガラスに打ちつけた。

　冷れい涼りような破は壊かい音。砕くだけたガラスが床に散らばり、さらに音をたてる。

　建物の三階という高さの強い気流が、大きく口を開けた窓から吹ふきこんだ。

　ハイネエリゼの長い白はく髪はつが、ユーフロジーヌのやわらかな銀ぎん髪ぱつが、艶つややかに躍おどり、やがて静かに地上へ向かう流れへともどった。

　キンモクセイの花のような、熟うれた果実のようなあの芳ほう香こうは、もうなかった。海風がすべてさらっていった。潮の香りを残して。

「はじめて役に立ったわね、安永くん」

「失敬な！　だが、まぁ泣いて感謝しろなんて言うつもりはないさ。それ以上水分を失ったら、きみは枯かれてしまいそうだからな」

　さらに横の窓ガラスを割ってから、瑛はリュックサックから出した飲料水のペットボトルを穂稀に放った。

「──このぉっ！　くそ婆ばばぁぁッ！」

　孝晴は雄お叫たけびをあげ、がむしゃらにハイネエリゼめがけて突つっこんだ。

　重殺士候補生とは名ばかり、ろくな実戦経験もない高校生の単純な突とつ進しんだ。ハイネエリゼは微み塵じんもあわてることなく、孝晴のほうへと体を向けた。

「聞き分けがない子供に対するに、わたしは体たい罰ばつを否定しないぞ」

「やめて！」

　鋭するどく叫さけんだユーフロジーヌが、ハイネエリゼの足首をつかむ。麻ま痺ひした手指とは思えぬ握あく力りよくに圧あつ迫ぱくされ、腱けんが異様な音をたてた。ハイネエリゼが歯ぎしりする。

「きさまはもう動くな、死体め！」

　くるり、とハイネエリゼの右手の中で剣が逆手に向きを変えた。その錐すい尖せんが、床ゆかに膝ひざをついているユーフロジーヌの後頭部へと垂直落下する。

「そいつに手ぇ出すんじゃねぇ！　この……っ！」

　孝晴の怒号。ハイネエリゼの隻せき眼がんに、動どう揺ようがよぎる。身をかわそうとするが、脚をつかまれて動けない。

「く……！」

　相手はただの高校生だ。一瞬で片がつく。そのはずなのに、ハイネエリゼは反射的にかまえ直した右手の剣を、あろうことか投げ捨てた。

　その直後、孝晴はハイネエリゼに正面から激突し、そのまま馬乗りになって倒たおれた。

「よせ！　離れろ！　触さわるな！」

　下になったハイネエリゼが、必死で身もだえしながら、左手で孝晴のあごを押し返す。なんの技ぎ巧こうも冷れい徹てつさもない、ただの小こ娘むすめの暴れ方だ。とても歴戦の重殺士とは思えなかった。

「うるせぇっ！　宮川の拳げん骨こつだと思え！」

　相手の胸むなぐらをつかみ、孝晴はことさら大声で怒ど鳴なりつけた。そうでもしなければ、男として最低と言われる行こう為いに踏ふみきる勇気がない。振ふりあげた右みぎ拳こぶしを──思いきり、とはいかなかったが──少女の頰ほおに叩たたきつける。

　悲鳴をあげて、ハイネエリゼは両りよう腕うでで顔を覆おおった。だが、彼女は自分が傷つけられることを恐おそれているのではなかった。

「わたしを殴るな！　わかっているのか!?　経口感かん染せんだぞ！　もし手に傷がついたら……！」

　彼女の恐きよう怖ふは、孝晴が自分と同じものになってしまうことなのだ。

「頼たのむ！　わたしの負けでいい！　頭をつぶして重殺してくれ！」

　ハイネエリゼは腕を伸のばし、かたわらに座りこんでいるユーフロジーヌに哀あい願がんした。

　もはや矜きよう持じも憎ぞう悪おもなかった。彼女が一番毛け嫌ぎらいしているゾンビに向かって、訴うつたえる。子供のようにおびえながら。

「お願いだ……！　早く！　早く殺して！　伝染うつってしまう……！　この子を助けてやってくれ！　お願いだ！」

「……お婆ばあさまのお婆さま……」

　ユーフロジーヌの瞳ひとみを曇くもらせる憐れん憫びんを知れば、一分前のハイネエリゼは火のように憤ふん激げきしただろう。だが、今は違ちがった。その憐憫にすがりつき、慈じ悲ひを請こう。

「わたしが憎にくいだろう!?　いいんだ、この頭をつぶして、焼いてくれ！　わたしはもう抵てい抗こうしない。手足を切って焼しよう却きやく炉ろにぶちこんでくれてもいい！　だから……！　この子を早くわたしの体から離してくれ！　医務室で検査を……！」

「………」

　続けて殴りつけようとかかげた腕を、孝晴はゆっくりと降ろした。

　ハイネエリゼが平素、防護服を着用している意味をようやく理解できた。ゾンビから自分を守るためじゃない。逆だ。他人を守るために、自分を閉じこめていたのだ。

「シュトゥディオンのお嬢じようさま」

　アスリンが右手を払はらい、チェインソーを床に滑らせた。回転しながら移動したそれが、計ったようにユーフロジーヌの膝もとで静止した。従順にグリップを向け、銀色の牙きばを光らせて。

「ごめん。わたしはまだ立てないから……ずるいと思うけど、お願い。ルカの仇かたきじゃなくて……その人のためにやってあげて」

「………」

　ユーフロジーヌは助けを求めるような目を、瑛に助け起こされた穂稀に向けた。

　穂稀がハイネエリゼを許していないのは、その憎しみに燃えたぎる眼まな差ざしが能弁に語っていた。だが、彼女は口をむすんでいる。罵ば倒とうの言葉の百万言は胸の中に渦うず巻まいているだろうが、それを口にすることはなかった。

　ユーフロジーヌはチェインソーに手を伸ばし、つかみ上げた。エンジンを起動するまでもない。彼女の力で振りおろせば、それだけで人間の体は完熟トマトになる。

「……ありがとう」

　ハイネエリゼの顔を、安あん堵どがやわらげた。

「指宿くん、離れていろ……といっても、わたしを信用できないだろうな。せめて、わたしの体液が入らないように目と口を閉じていてくれ」

「………」

　孝晴は何も応こたえられず、彼女に馬乗りになったまま、動くこともできなかった。

　どうしたらいい？　どうすべきだろうか？　ユーフロジーヌに押しつけたりせず、自分の手で重殺処理を執しつ行こうしてやるべきではないのか？　本当に彼女と血けつ縁えんがあるのなら、それが自分の義務なのかもしれない……。

　だが、何かが心に引っかかる。

「あの、それじゃ、やります……。ごめんね、孝晴くん」

　申し訳なさそうに孝晴に一言告げてから、ユーフロジーヌはチェインソーを振りかぶり、一いつ拍ぱくおいて振りおろした。

「待て──待ってくれ！」

「!!」

　ユーフロジーヌの顔が恐怖にひきつった。

　断頭台の速度で下降したチェインソーが、がくり、と急停止する。その銀歯がわずかに皮ひ膚ふを裂さき、小さな血の玉がいくつも噴ふきだす。

　両腕を交差させ、ハイネエリゼの頭をかばった孝晴の皮膚だ。

　ハイネエリゼが狼ろう狽ばいの声を張りあげる。

「な──なんてことをするんだ！　くだらん同情はよせ！　わたしが何者か忘れたか!?　ゾンビだ！　そして、きみの敵だ！　同情には値あたいしない！」

「うるせぇ！　宮川なら……あいつだったら絶対、同じことしたんだよ！」

　そうだ。

　大事な人が死んで、人と違うものになっても──。

　引っかかっていたのは瑠佳の言葉だ。

「………」

　穂稀が唇くちびるを嚙かみ、しかし反論はしなかった。彼女は孝晴よりも瑠佳を知っている。ハイネエリゼの面おも持もちにもまた、痛みが垣かい間ま見みえた。瑠佳は彼女にとっても親友の娘むすめだ。

「た、孝晴くん……血が……わ、わたし……」

「馬ば鹿か、おまえのせいじゃねぇだろ。……気にすんな、だいじょぶだから」

　震ふるえるユーフロジーヌの手に自分の手を添そえて、孝晴はチェインソーを地面へと導いた。

「だいじょうぶなものか！　傷口から感染したら……！　もういい！　早くどけ！　わたしが自分で始末をつける！」

　すさまじい力で、孝晴は突き飛ばされた。それと同時に、ハイネエリゼのもう一方の手が、ユーフロジーヌの手からチェインソーを奪うばう。

　だが、それはどちらも成功しなかった。

「だめです！　やっぱり、だめ！　わたしたちは簡単に逃にげちゃいけないのよ、ハイネエリゼ！　だって悪人なんだから！　いつか人に倒される怪物ドルーデなんだから！」

　ユーフロジーヌはチェインソーを離はなさなかった。そして、孝晴も両手でハイネエリゼの前まえ掛かけをつかみ、逆に彼女の体を引き起こした。

　そのまま孝晴は後ろへ倒れ、上からのしかかるような形になったハイネエリゼの頭を両腕でかかえた。白い髪かみが波打ち、消毒液の涼すずしい匂においが香かおった。

　ハイネエリゼは暴れた。だだっ子のように身をよじり、両りよう脚あしでばたばたと地を打ち、すこしでも孝晴と自分との距きよ離りを拡ひろげようと両手で彼の顔を押す。

「放せ！　放せ！　放せぇ……ッ！」

「いやだ！」

「放してくれ！　頼む！　後生だから！　もうあんな思いをするのはいやなんだ……！　怖こわい！　怖いんだ！　助けてくれ！　わたしにこれ以上……家族を喪うしなわせないでくれ……！」

「だからだ！　家族だからだろ!?　だから放せないんだろ!?」

　びくり、とハイネエリゼの体が打ち震えた。孝晴はなおも彼女の頭を胸に抱いだき、両腕に力を込こめる。

「そこまで突っ張らなくたっていいじゃねぇか！　ゾンビが嫌きらい？　そりゃけっこうだよ！　だけど、あんた自身まで嫌うことないだろ!?」

「……だめだ……でも、だめだ……！　だって、感染してしまうから……わたしといると……」

「嚙まれたら、だろ？　そんなに怖がることなのかよ!?　俺はずっとあんたの近くにいるのに、こんなに長く触ってるのに、ぜんぜん平気じゃねぇか！」

「だけど……怖いんだ……。わたしの体は普ふ通つうじゃない……。息を強く吐はくだけで害になる。一ひと滴しずくの唾だ液えきでも人を殺せる。……怖い……怖いよ、わたしはわたしが……」

　体の震えに嗚お咽えつがともない、ひとつしか残されていない目から涙なみだが次々にあふれた。

　彼女は臆おく病びよう者なのだ。誰だれよりもゾンビの怖さを身に感じ、今も自分の体を通して感じつづけているから、頭が理り屈くつを受け入れても心がそれを拒きよ否ひしてしまう。隙すき間まひとつない防護服の中に体といっしょに百年も押しこめ、化石になっていたその心が、涙とともに、言葉という破は片へんになってはがれ落ちていく。

「いつも思うんだ……。いつか何か間違いが起きるんじゃないかと。防護服から呼気が漏もれていないか……体の中の微び生せい物ぶつが変異するんじゃないか……指で触っただけで他人に感染するんじゃないか……わたし自身が存在しつづけることが、わたしが重殺した何万のゾンビたちを放置することよりもずっと危険なことなんじゃないか……」

「そんなわけあるかよ！　だって──」

　独白に近いハイネエリゼのつぶやきを、孝晴は吐き捨てるように否定し、それから言葉を区切った。彼女の顔を、目を見て、彼女が恐れている彼女自身をしっかり見つめて、伝えなくてはならなかった。

「あんたがゾンビだから……百年間もがんばってきたから、俺はあんたに会えたんじゃねぇか。そうだろ？」

「………！」

　驚おどろきでいっぱいに見ひらかれた隻せき眼がんの中で、湖のように澄すんだ蒼そう眸ぼうが、孝晴の顔を映した。今、ハイネエリゼが見るべきなのは、彼女と同じ泣き顔や押しつけがましい説教顔ではないはずだ。だから、孝晴は強ごう引いんに笑おうと努力して、それは──ぎこちなくはあったが──成功した。

「あんた、さっき、俺のことを家族だって言ってくれただろ？　そうだよ。これって幸運なことじゃねーか？　百歳超こえて、孫の孫に会えたんだぜ？」

「……いいのか？」

　ハイネエリゼの声の揺ゆらぎは、戸と惑まどいと、そしてかすかな期待だ。

「わたしが……きみを家族だと思っても……。玄孫やしやごだと思っても、いいのか……？」

「あたりまえだろ。本当のことなんだからさ。……な、婆ばあちゃんの婆ちゃんの婆ちゃん」

　ふたたび、孝晴はハイネエリゼの頭を抱だき寄せた。

「……婆ちゃんがひとつ多いぞ」

　ささやくように文句をこぼし、白はく髪はつの少女は瞼まぶたを閉とざした。彼女よりも背が高い孫の孫に体重を預け、その胸に頰をつけて、そっと微笑ほほえむ。

　父親に抱かれる赤ん坊ぼうのような顔だった。







　八　Night of the Loving Dead







　ベッドに横たわる瑠る佳かの横顔は、おだやかだった。

　ゆっくりとシーツを上下させる胸の動きからも、今は呼吸が安定していることがうかがえる。四分の一ほどの隙すき間まを作ったカーテンの奥にそれを眺ながめつつ、孝たか晴はるは尋たずねた。

「宮みや川がわの具合、どうなんすか？」

「どうもこうも、傷口に絆ばん創そう膏こう貼はっておけば、今日じゅうにも歩けるようになるよ。今はショックで寝ねてるけどね」

　白衣のポケットに両手をつっこんだ庄しよう司じが肩かたをすくめた。

「へ？　でも、剣けんで胸をこう……ぶすっ、とやられたんだけど……」

「多少の出血があったんで、どんな大おお怪け我がかと思ったけど、いや、びっくり。傷らしい傷がないんだ」

　事務机の前の壁かべ、シャウカステンの光に照らしだされた数枚のレントゲン写真をあごで示し、庄司は嘆たん息そくする。

「針で刺さされたほどの傷はあるけど、骨も筋肉も臓器も完全に無傷。──神かみ業わざだよ」

「じゃあ……宮川の弟は？」

「箱の中にいたゾンビのことかい？　あっちもある意味、神業かな。頭ず蓋がいの穴はたった一カ所、それも直径数ミリのだよ？　それなのに、内部の脳だけがプリンをシェイクしたみたいに完かん璧ぺきに破は壊かいされてた。もし生きた人間だったとしても、一いつ瞬しゆんの痛みもなかったろうね」

　ハイネエリゼが瑠佳と弟の貴たか史しをつらぬいた長ちよう剣けん〝一角獣の角モノケロスホルン〟は、槍やりのような先細りの円えん筒とうに近い形状で、鍔つばもとで直径七、八センチ、切きつ尖さきもすくなくとも針よりは太い。それなのに、外傷らしい外傷はなかったのだ。何万回と人間の肉体を突つき、切り裂きつづければ、やがてそういう芸当も可能になるのかもしれなかった。

　孝晴は、瑠佳のベッドのかたわらを見やった。そこに椅い子すを置き、玉たま乃のハイネエリゼは背筋を伸のばして腰こしかけている。

　彼女は瑠佳を殺さなかった。その弟は重殺したにしても、外見を傷つけることをしなかった。

「結ゆ花かの子供だからな」

　孝晴の視線にふくまれる疑問に答えるように、ハイネエリゼが口を開いた。きちんと膝ひざをそろえ、その上に両手を置いて、身じろぎもせずに瑠佳の寝顔を見守っている。

　防護服は身につけていない。手て袋ぶくろや前掛けをはずし、ただの体操服姿になった彼女は、その白く長い髪をべつにすれば、百歳あまりの年ねん齢れいを感じさせるものは何もなく、ただの少女に見えた。

「結花は、わたしの数すくない友達だ。わたしを尊敬してくれる子たちは多かったが、結花のように家へ呼んだり外出に誘さそってくれた子はいなかった。夫以外では彼女だけだよ、わたしの裸はだかを見たことがあるのは」

「えぇっ!?」

「玉乃教官！　それはひょっとして、そういう……!?」

「……何を勘かん違ちがいしている。風ふ呂ろだ」

　孝晴が仰ぎよう天てんし、庄司が過度の興奮を隠かくさず身を乗りだす様子に、ハイネエリゼは眉まゆを寄せて釘くぎを刺した。ちょっぴり頰ほおが赤らんでいるところからして、人並みの羞しゆう恥ち心しんはあるらしい。

「結花は強引な子でな、わたしは拒こばんだが、あれよあれよという間に留め具とボタンをはずされ、ジッパーがおろされ、防護服も体操服も、その下も、すべて脱ぬがされてしまった。そのときには、もちろんあの子も下着一枚身につけていなかった。わたしははじめて女性の体を美しいと思ったよ。そして、自分の体が醜みにくく、恥はずかしく感じた」

「ほんとにボクの勘違いなんですか!?　お風呂だって？　馬ば鹿かな！　そうじゃないはずだ！　ボクは自分の直感を信じる！」

「しつこいな。きみは二枚目だが、女性からモテないだろう？」

「！」

　衝しよう撃げきを受けてよろめいた庄司が、後ろのベッドに脚あしをぶつけて座りこんでしまう。それを捨て置き、ハイネエリゼは言葉を続けた。

「わたしは結花の前で裸でいるのがつらかった。彼女に感かん染せんしてしまうのではないかという恐きよう怖ふもあったし、正直……何十歳も年下の小こ娘むすめにいいようにされるのが腹立たしくもあった。でも、あの子はおかまいなしだったな。わたしの腕うでをつかみ、湯船に引きずりこんだ。お湯をぶっかけて楽しそうに笑った。それから、石けんとタオルで背中を洗ってくれた。シャンプーの泡あわでシャボン玉を作って、それを吹ふいて飛ばしてみせた」

　思い出し笑いのひとつもなく、淡たん々たんと事実を事実として伝える口調。

「いつの間にか、わたしは楽しくなっていた。すごいことだろう？　ゾンビを処分することしかやってこなかった年寄りが、ただ風呂に入っているだけで、楽しいと思ったんだ。そのときだけは、わたしは自分がゾンビであることを忘れた。生者に対する劣れつ等とう感もなかった。……結花はわたしの恩人だ」

　瑠佳の顔にそそがれるハイネエリゼの目は、彼女の母親を見ているのかもしれなかった。

「わたしの敵はゾンビだけだ。この子を傷つけたくなかった。この子の弟も、できれば傷つけたくなかった。だが、甲きのえ乙きのと丙ひのえ三種のゾンビを見過ごすことなどできん。それに、よかった、とも思う。この子は憎にくむ相手ができた。すくなくとも自分を責めることはないだろう」

　そこでハイネエリゼはふたたび面おもてを上げ、はじめて笑った。

「話が長くなったな。わたしは何を言いたかったんだろう？　つまり……そうだ、ゾンビが風呂に入ると溶とけるという話は迷信だ」

「それは知ってる」

　孝晴も苦く笑しようした。ユーフロジーヌも露ろ天てん風呂の中で平気で暴れまわっていた。

「だけど、宮川はあんたを恨うらんだりしねぇと思うぜ？　こいつは強いからな」

「わたしと違って……か。そうだな」

　ハイネエリゼは小さくうなずくと、今度はいたずらっぽく唇くちびるをゆがめた。

「だが、ひとつ忠告しておこう。女性に対して、強い、などという言葉は褒ほめ言葉ではない。そして、きみがそう思うほど相手も強くない。心当たりがあるんじゃないか？　そういえば、名前を聞いていなかったな、あの〝少女人形フランシーヌ〟の──」

「あんた、親父おやじに似てるな！　そうやってすぐ……」

「義よし崇たかくんか！　そうかもしれないな。わたしは彼のような男性が好きだ。夫も彼のように陽気でやさしく、ちょっと照れ屋でかわいいところがあった。きみも似ているぞ」

「うるせーよ」

「そう。そういうところだ」

　下からのぞきこむような上うわ目め遣づかいに、子供をあしらう大人の余よ裕ゆうがある。年の功だろう。

「似ているといえば、結花ときみもそうだ。この宮川くんともな。……きみら二人が交際すればお似合いだろうに」

「な、なんでそういう──」

　真っ赤になった孝晴の反論を、がたんっ、とベッドが揺れる音がさえぎった。

「………」

　枕まくらの上で目を閉じている瑠佳の顔が、孝晴以上に赤くなっていた。

　ハイネエリゼと目配せし、孝晴は声をかける。

「宮川、おまえ……」

「あーもう！　そうだよっ！　はいはい、起きてます！　とっくにね！」

　シーツをはねのけ、瑠佳が勢いよく上体を起こした。

「だって、しょうがないじゃん!?　気づいたらなんか医務室で仰ぎよう々ぎようしく寝かされてるし、アンタらは深刻そうに話してるし！　どのタイミングで起きればいいのよ!?」

　照れ隠しにしては過か剰じようなほど取り乱し、瑠佳は孝晴に嚙かみついた。

「わかる!?　頭の上で自分のこと話題にされてんのに、寝てなきゃいけないこのツラさ！　中学んときの女子思い出したわ！　宮川さんってさー、なんかヤンキーっぽいよねー、根こん性じよう焼やきとかしてそうなー……って聞こえてんじゃ、ボケ！　気づかないフリしてあげてるアタシの寛かん容ようさに感謝しろっつー話よ！　あと根性焼きとか、いつの時代のヤンキー像!?」

　そこまで一気にまくし立ててから、瑠佳はちょっと口ごもった。視線をさまよわせつつ、人差し指で鼻の頭を搔かく。

「……ま、なんだ。指宿たちには迷めい惑わくかけちゃったね。ゴメン。でも……その、うれしかった。来てくれて」

　尻しりすぼみに小さくなる声で感謝の言葉をつけ加えた瑠佳が、頰の火ほ照てりをごまかすようにあたりに首を巡めぐらせる。

「そういえば、ルフェテとか緒お澤ざわたちは？」

「緒澤は地下にあるゾンビ用の医務室だか実験室で点てん滴てき受けてるって。ルフェテは班長代理で先生のとこ行ってくれてる」

　磨すりガラスの窓がついたドアが開いた。

　自分の名前が聞こえたかのように、フードをかぶった小こ柄がらな女子生徒が入室する。

「ルフェテ！　よかった、ケガとかしてない？」

「ルカよりは……」

「そっかそっか。無事でよかったぁー。いろいろゴメンね？」

　上うわ履ばきをぺたぺた鳴らし、室内に並ぶベッドの間を縫ぬって孝晴の隣となりまでやってきたアスリンを、瑠佳は両手で抱だき寄せてぽんぽんと背中を叩たたいた。

「ルカも……健康そうで何より……」

「おかげさまでね。──ほんで？　先生のとこ行ってたんだって？」

「これ……」

　ルフェテが班長の瑠佳に差しだしたのは、一枚のわら半紙である。テストの答案か通知票のような不ふ吉きつな雰ふん囲い気きがある紙面には、『椛祢かばね学園特別練士高等学校新入生歓かん迎げい合宿臨時実技試験採点結果』と長ったらしい題名が記され、宮川班の班員の名前の下に、それぞれ点数が振ふられている。

　宮川瑠佳　60点　５位

　指宿いぶすき孝晴　80点　４位

　アスリン・ルフェテ　１２０点　２位

　班総合順位　２位

「何だ、これ？」

　横から瑠佳の手もとをのぞきこみ、孝晴は眉を互たがい違いにした。こんな試験を受けたおぼえはなかった。

「幸こう谷たにくんの労作だな。読んでのとおり、臨時実技試験の採点だ。今回、宮川くんが起こした騒そう動どうを候補生・協賛生の一学期の成績の参考にするんだそうだ」

「アタシが起こしたんじゃなくて、アタシたちが起こした。でしょ？」

「そうだな。こうして素す顔がおで話すのはこれが最初か。──すまなかった、宮川くん。きみが望むならば、わたしはきみに重殺されることを拒まないつもりだ」

「やめてよ！」

　ハイネエリゼの神しん妙みような申し出を、瑠佳は鋭するどい語気で切り捨てた。

「ナメてるでしょ？　ガキだからって。貴史のことでアタシがアンタに仕返しすると思ってんの？　あれは……悔くやしいけどアンタが正しかった。ううん、ホントならアタシがやらなきゃいけなかったんだ。……いくらアタシがバカだって、それくらいわかるよ」

「……すまない」

「だから、謝んないでって！　お母さんなら同じことした。そうでしょ？」

　瑠佳の強い確かく認にんの言葉に、ハイネエリゼは目を伏ふせ、ややあって首しゆ肯こうした。

「そう、だな……結花なら……」

「今、アンタが考えたこと、わかるよ。もしお母さんが生きてても、アンタはお母さんの代わりに手を下してた。お母さんにつらい思いさせるくらいなら、自分が憎まれるほうがいい。そういうふうに考える人だよね、玉乃サンって」

「………」

　ハイネエリゼは返答を避さけたが、その沈ちん黙もくが答えだった。瑠佳は腹立たしげに口をへの字にしていたが、おもむろにベッドの上で姿勢を変え、無造作に右手を差しだした。

「ん！　仲直り」

　戸と惑まどうハイネエリゼの右手を強ごう引いんに握にぎり、ぶんぶんと縦に振る。

「今度、ウチに来てよ。アタシもひとりになっちゃったし、料理食べてくれる相手がいないとつまらないんだ。ゾンビだって食べられるんでしょ？」

「……いいのか？」

「いーよ。お母さんの写真とか見てあげてよ。なんなら泊とまって、いっしょにお風ふ呂ろ入る？」

　わざとらしく肩かたを前に出して胸を強調し、片目をつぶってみせた瑠佳に、ハイネエリゼの唇に苦笑いが浮うかんだ。

「ふふ……それはすこし早いな。きみのことをもっと教えてくれ。結花のこと、お父さんのこと、貴史くんのこと、友達のことを」

「アンタのことも教えてね。アタシが生まれる前のお母さんのことも」

　握あく手しゆをほどき、拳こぶしで軽く相手の肩を叩いてから、瑠佳は堅かた苦くるしい空気を振りはらうようにわら半紙をひと振りし、頓とん狂きような声を出した。

「しっかし、なんなの？　この点数。ルフェテや指宿よりアタシが下って納なつ得とくいかないわー」

「むしろ５位でも上出来だろ！　おまえ、悪の首領ポジションだったんだぞ？　０点でも文句言えねぇ立場だよ」

　孝晴の苦情を受けた瑠佳は、人差し指をハイネエリゼに向ける。

「首領はこの人。アタシは途と中ちゆうで寝ね返がえって、四天王の面つら汚よごしめ、とか言われちゃう感じでしょ。でもま、ぶっちゃけ退学覚かく悟ごだったから意外だわ、ホント」

「そりゃ、きみ、玉乃教官のおかげさ」

　庄司がベッドから腰こしを上げ、教師然とした態度でことの経けい緯いを述べる。

「ボクたち教師も事情はだいたいわかってる。ほんとならきみは、一週間の停学処分とか重殺道徳の赤点くらいは宣告されてたとこなんだ。大甘で、ね。でも、今回のことは玉乃教官が候補生の適性を測るため、独自におこなった臨時訓練。そういうことで落ちついたわけ」

　宮川班のほかの二名はよくやった。

　危険な状じよう況きよう下から、十体近くのゾンビを独力で重殺処理し、事態解決のために行動したのだ。ゾンビの重殺数で上まわる、協賛生側の緒澤班を除けば、抜ばつ群ぐんの出来である。点数はいったん班単位で集計されるため、何もしていない瑠佳にも加点されたわけだ。むろん、ほとんどの生徒が体調不良だったことも、宮川班の成績の助けとなっただろう。

　この採点結果が一学期の成績の参考とされるならば、班長の瑠佳は停学や赤点どころか、通知票に〝優〟の判子をひとつ増やすことになるだろう。




　瑠佳が身を預けているベッドから垂直方向に七・二メートル下方。

　地下の実験室──それは旧軍時代の戦争犯罪を証しよう拠こ立だてる陰いん鬱うつで血なまぐさい空間──兼けん、協賛生専用の医い療りよう設備である。コンクリート打ちっぱなしの壁かべには血ち塗ぬられた手形や爪つめで搔かれた傷が錯さく綜そうし、数十のベッドのシーツには今も血やリンパ液のしみが残る。床ゆか石いしに刻まれた数字の羅ら列れつやベッドのパイプの中に押しこめられたメモの切れ端はしには、いかなる秘密が隠かくされているのか。はたまたそれは、哀あわれな捕ほ虜りよが遺族へ残した愛の言葉かもしれない。

　緒澤穂ほ稀まれはベッドの背もたれに寄りかかり、園芸用の活力素を栄養ドリンク代わりにすすりながら、ちょうど七・二メートル上方で瑠佳が見ているのと同じわら半紙を手にしていた。

「なんなの、この採点は？」

　緒澤穂稀　１４０点　２位

　小鳥遊たかなし眞ま子こ（重殺済み）　１６０点　１位

　安やす永なが瑛あきら　60点　５位

　班総合順位　１位

　穂稀が班長をつとめる班が総合首位なのは悪くない。というより、それは小・中学時代のあらゆる発表会やコンクールでそうだったように、自然の摂せつ理りともいうべき当然の帰結だ。

　問題は──緒澤穂稀　２位、小鳥遊眞子　１位──この部分だ。

「納得できないわ！　小鳥遊さん、じゃなくてシュトゥディオンさんだったわね。あなた、どう思います？」

「どうって言われましても……」

「だって、変じゃない！　わたしとあなたの順位は逆であるべきよ。こんなに点差がつくなんて何か不正がおこなわれたとしか思えないわ」

　ストローをくわえた唇くちびるをとがらせ、穂稀は剣けん吞のんな視線を銀ぎん髪ぱつの少女に送る。髪かみの色はいくぶん青さを増し、ブラウスに咲さく花もみずみずしさを取りもどしてはいたが、顔色は悪く、目の下には濃こいくまが残っているし、目つき自体もよくない。迫はく力りよくがあった。

　椅い子すに腰かけたユーフロジーヌは、身を引きながら首をかしげた。

「計算間ま違ちがい、じゃないですかね……？　あっ、じゃあ、こうしましょう！　わたしの点数から10点、穂稀さんに分けてあげます。そしたら、ほら、ぴったりおんなじ！」

　穂稀から引ったくったわら半紙をかたわらのチェストに置いてボールペンで数字を訂てい正せいしたユーフロジーヌが、１５０点で並んだ点数と２位から１位に書きなおされた穂稀の順位を示した。

　言うまでもなく、こんな子供だましが穂稀の自尊心を喜ばせる道理はない。

「……あなた、わたしを幼よう稚ち園えん児じか何かだと思ってない？　まぁ、年の差を考えれば、そう思われても仕方ないかもしれませんけどね」

「と、年の話はやめてください！」

「だって、その新しい体、ずいぶん昔に造られたものだそうじゃないの。ひょっとしたら、あなた自身もとんでもない年ねん齢れいなんじゃないかしら？　指宿くんも物好きねぇ」

「前から思ってたんですけど……穂稀さんって、性しよう根ねが曲がってますよね……」

「なっ、何を……！　わたしの心は竹のようにまっすぐよ！　あなたこそ、ずいぶん大きな口がきけるようになったじゃないの！　このっ！　この口がっ！」

「ひゃえれぇ！　ひゃえれくらひゃい！」

　穂稀の両手でほっぺたを餅もちのように左右に引き伸のばされ、ユーフロジーヌが小さな反はん撃げきの代だい償しようを支し払はらわされたとき、だだっ広い監かん獄ごくのような実験室の扉とびらが、さびた鉄の苦鳴をともないつつ両側に動いた。

「なんだ、元気そうじゃないか」

「やふにゃがくん」

「あら、安永さんじゃないあなたに会うのはひさしぶりね」

　安永瑛は学園の制服こそ身につけてはいないが、彼が入学する予定だったという都内の有名私立高校の詰つめ襟えりをきちんと着こんでいた。

「べつに趣しゆ味みで女装していたわけじゃない！　まぁ、きみが嫉しつ妬とするのもわからなくはないけどね。男としては悩なやみどころだよ、ときに女性以上に魅み力りよく的に見えてしまうというのは」

「ああ、そうですか。それはごくろうさま」

　面めん倒どうくさそうに相づちを打ち、穂稀はユーフロジーヌの頰ほおをぐにぐに引っぱる。

「それで、上の様子はどう？」

「ああ、警察や市役所の衛生管理課はまだ残っているけど、報ほう道どう陣じんは追い返されたようだね。片づけもそろそろおわりそうだよ。先生たちの指導で、候補生がゾンビの死体を……いや、死体にもどったゾンビを焼しよう却きやく炉ろに運んでる。協賛生は資料館の掃そう除じに駆かりだされてるし、まるで学園祭の放課後さ」

　今朝はこの実験室でベッドに拘こう束そくされ、治療を受けていた協賛生たちの姿はすでになく、数十のベッドの中で患かん者じやが身を横たえているのは穂稀のベッドのみだ。

「あにょ、瑠佳ひゃんは？」

「宮川さんなら、医務室でもう起きてた。なんだか、だまされたような気分だな。てっきり死んでしまったと──あぁんっ!?」

　不服そうに眼鏡めがねを中指で持ちあげた瑛が、小こ娘むすめのような悲鳴をあげてぶっ倒たおれた。彼の頰をしこたま殴なぐりつけた緑の蔦つたが、しゅるしゅると穂稀の手もとでうねる。

「まったくね。死んだと思って損したわ」

「そう思うなら、なんで今、ぼくを鞭むちで叩たたいたんだ!?」

「あら、鞭で？　わたしが？　ごめんなさい。ぜんぜん気づかなかったわ」

　まったく思いも寄らない嫌けん疑ぎをかけられたという顔で、穂稀は目をまたたいた。

　瑛の受難によってやっと穂稀の指から解放されたユーフロジーヌが、両手で頰をなでながら、遠えん慮りよがちに口をはさむ。

「あの、穂稀さんもお見み舞まいしてきてあげたらどうですか？　瑠佳さんの」

「なんでわたしが、わざわざ宮川さんのためにベッドを降りて、疲つかれた体で階段を上らなきゃいけないのよ？」

「また……」

「なんです？」

「いいえ、なんでも。性根が曲がってるなんて思ってませんから」

「思ってもないことを勝手に言うの!?　この口は！」

「ひゃえれぇぇ！」

　その後、五分あまりにわたって、ユーフロジーヌの頰は穂稀の指で縦に横に引っぱり伸ばされ、ぐりぐりとねじり回されつづけた。




　日が落ちる頃ころになって、ユーフロジーヌは地下から地上へともどった。

　一階の廊ろう下かに人ひと影かげはなく、静かだったが、二階にいる大勢の生徒たちの足音や小さな喧けん噪そうが気配となって伝わってきた。彼ら彼女らはみんな、二段ベッドに寝転がってテレビを観みたり、並んで腰かけて雑誌をめくったり、お菓か子しの袋ふくろを開けたり、トランプをくばったりしているはずだ。そんな空気の中で、高価で旧時代的なシュミーズドレスで身を飾かざっているのが、ユーフロジーヌはなんだか気き恥はずかしく思える。

　窓から望む西の空が、炎ほのおにあぶられたように鮮あざやかなあかね色に染めあげられ、そして上空へと向かうにしたがって濃のう密みつな紺こん色いろに溶とけていく。

　屋外運動場にはまだいくつか人の姿があった。見慣れない作業着は市役所からやってきた清せい掃そう作業員だろう。ジャージ姿の候補生たちが、折りたたみ式の担たん架かやバケツなどを手に、談だん笑しようしながら宿舎へともどってくる。

　彼らが向かうのは、ユーフロジーヌが足を向けているのとは逆の方向である。協賛生の部屋があるのは、この通路の奥の別べつ棟むねだ。

「ユーフロジーヌ」

　名前を呼ばれ、どきっとして、ユーフロジーヌは振ふり返った。

　玄げん関かんのほうから、孝晴がやってきた。医務室から階上の部屋へともどるところだったのだろう。階段は玄関の近くにあるから、本来、こちら側には彼は用がないはずだ。

「緒澤の具合はどうだ？」

「はい、お水と栄養のおかげでもうだいぶ元気になりました。蛍けい光こう灯とうじゃなくて太陽の光じゃないといやだって文句言ってますけど」

「そうは言っても、もうじき夜だもんなー」

　ユーフロジーヌの横から孝晴の腕うでが伸びた。窓まど枠わくに手をかけて、ちょっと身をかがめて外を眺ながめる彼の顔が、ほとんどユーフロジーヌの顔と同じ高さにある。

「………」

「でも、ま、よかったよな。あいつも宮川も無事に済んでさ。家いえ長ながもよくなったし、明日あしたは全員歩いて帰れそうだな」

「孝晴くん」

「……なんだよ？」

　孝晴が妙みような顔をした。ユーフロジーヌの真しん剣けんな声の音程と、その硬かたい表情のためだろう。

「わたしのこと、訊きかないの？」

「おまえのことって？　あ、年齢の話か？　いーよ、べつに言いたくなきゃ」

「ち、違います！　そうじゃなくて……でも、ちょっとそれとも関係してるんだけど……ほら、わたしってただのゾンビじゃないでしょ？」

「そうなのか？」

「ええと、そう……じゃないかなぁ、って思うんですけど……」

　孝晴が意外そうな顔をするものだから、ユーフロジーヌは自信がなくなってしまった。

　いろいろなことを訊かれ、答えようと覚かく悟ごしていたのだ。

　ユーフロジーヌ・フォン・シュトゥディオンの歴史は、とても長いのだから。

　時間的にも距きよ離り的にもずっと遠いところで、彼女は生まれ、そして死んだ。シュトゥディオンの姓せいを受け継つぐ歴代の博士たちによって、死者の国から──あるいはアスリンが言うように神の国から引きずりもどされ、それからいろいろなことが起こり、さまざまな場所へと移った。

　本領地である神聖ローマ帝てい国こくはビュルテンブルク選定侯こう麾き下かの男だん爵しやく領、生きて最後に見たヴェネツィアの美しい潟ラグーナ、ブルゴーニュの自然豊かな山々、うら寒いリトアニアの古城、英国が誇ほこる学都オクスフォードの研究室……そして、この極東の島国。

　何人ものシュトゥディオン男爵──大好きなお父さまたち！──につれられて、あちこち旅をするのは、ときにつらいこともあったけれど、ユーフロジーヌにとっては苦痛ではなかった。アルマ以外の従者たちはおおむねやさしく、たいていのわがままをきいてくれたし、お父さまはいつも娘むすめを愛してくれた。

　きっと、ただの娘以上に──。

　錬れん金きん術じゆつの蘊うん奥おうを宿すこの体。その神秘を、彼らは自分の命よりも大切に守ってくれた。けれども、永遠というものは、この世にはユーフロジーヌの体のほかには存在しない。どこへ引っ越こしてもかならずやってきては弓や鉄てつ砲ぽうや剣けんで追いたてる野や蛮ばんな騎き士したちや、聖書と拷ごう問もん具と火か刑けい台を神さまよりも崇あがめる司教たち、それから目には見えない病びよう魔まや寿じゆ命みようという神のおぼしめしによって、お父さまはいつもユーフロジーヌを残して逝いってしまう。

　思い返すと、ずいぶんと長くさまよった。

　最後のお父さまが〝シュトゥディオン男爵家のご令れい嬢じよう〟をあらゆる〝遺物〟や〝従者〟といっしょに古物商に叩き売り、新大陸へと逃にげていったのはもう百年以上も前のことだ。

　百年、時間の波に運ばれて、ユーフロジーヌはここに流れついた。

　身辺にはたったひとりの従者しか残っておらず、歴代のお父さまがお造りになった奇き蹟せきの術はすべて散さん逸いつしてしまったけれど、それでも幸運だったのかもしれない。

「………」

　ユーフロジーヌは頰の熱さを意識しながら、孝晴を見つめた。

　不思議だ。

　止まっている心臓が高鳴り、血液がないはずの体が火ほ照てる。本当に不思議で、すてきな気持ち。何百年もこの世界にしがみついてきて、こんなことを知らなかったなんて。

「あのね、孝晴くん。わたしは──」

「無理して話すことなんてねぇぞ？……まぁたしかに、怪け我がしたら体の交こう換かんできるなんてのは、ゾンビでも珍めずらしいのかもな。でも、それ言ったら緒澤だって変なやつだし、玉乃さんも普ふ通つうじゃねぇし……」

　孝晴が気を遣つかってくれてると知って、ユーフロジーヌはうれしかった。でも、ここでその好意に甘えるのはだめだ。そんなことをしたら、この距きよ離りが平均になってしまう。

　この人との距離を縮めたい。

　自分でもびっくりするほど強く、ユーフロジーヌはそう願った。そのためには勇気が必要だ。そしてそれは、何百年もの間、彼女に決定的に欠けていたものであった。

「聞いてほしいの。……聞いてくれる？　わたしの話を」

　窓枠にかけた孝晴の手に、ユーフロジーヌは自分の右手をかさねた。

　孝晴が億おつ劫くうそうな顔でうなずいた。裏返った彼の手が──すこし躊ちゆう躇ちよしてから──指をからめてユーフロジーヌの手を握にぎった。表情とは逆に、その手はやさしく、あたたかい。

　ユーフロジーヌは微笑ほほえんで、唇くちびるを軽く湿しめらせ、それから口を開いた。

「わたしの名前はユーフロジーヌ。わたしが生まれたのは──」

　ユーフロジーヌの言葉を中断させたのは、こつこつと窓を叩く音だった。

　ガラス窓の向こう側に、人影がある。市役所の清掃作業員だ。しかし、それにしてはやけに背が低い。作業着はだぶだぶで、まるで子供が大人の服を着ているようだ。

　いや、実際、それは子供だった。十歳前後の青白い肌はだの少女。濃のう紺こんの短い髪かみに、この上なく不ふ機き嫌げんそうな金の双そう眸ぼう。

「なぁぁぁ……!?　なん、なんで!?　なんでここにいるの!?　アルマ・Ｖ！」
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「いてはいけませんか？」

　のけぞる主人を冷ややかに見つめ、幼い侍じ女じよは、がらり、と窓を横に動かした。

「お嬢じようさまはまったくお考えではなかったでしょうね。〝フランソネット〟を発見したあと、それをどうやって持ちだすか、あるいは、どうやってこの施し設せつから脱だつ出しゆつするか、といったことを。もちろん、わたくしは考えましたよ？　ですから、危険を冒おかし、このような不自然な変装をしてまで潜せん入にゆうしてきたわけです。その忠実な侍女に対して、かけるお言葉が、なんでここにいるの？　ですか。わたくしはじつにすばらしい労働環かん境きように身を置いているようですね」

　長々と慨がい嘆たんしながら、アルマは帽ぼう子しを取り、頭巾ヘツドドレスを着けた。さらに作業着を脱ぬぐと、その下から現れたのはスタンドカラーのお仕着せである。

「ご、ごめんなさい。でも、その、先に教えてくれたら……」

「お嬢さま、携けい帯たい電話はどちらに？」

「あ……」

　ユーフロジーヌは口を半開きにして固まった。たしか携帯電話はチアリーダーのワンピースの裏ポケットに入れたはずだ。そして、そのワンピースを身につけているのは、今は資料館にある〝小鳥遊眞子〟の肉体である。

　おそるおそる横目でアルマを窺うかがうと、その瞳ひとみはいよいよ冷ややかだった。

「そういうことです、お嬢さま。可能でしたら、回収していただきたいものですね。わたくしからの二十五回にわたる着信履り歴れきが残っている携帯電話を。何せ、我が家はけっして裕ゆう福ふくではありませんので」

「はい……努力します」

　視線でユーフロジーヌの頭を、白銀の髪が床ゆかにつくほど深々と下げさせてから、アルマはかたわらで当とう惑わく気味に立っている孝晴に顔を向けた。

「お目にかかるのははじめてですね、指宿さま。アルマ・Ｖと申します」

「あの家政婦の……だよな？　なんつーか、思った以上に小せぇんだなー」

「背が低いことで、実務能力に欠けつ陥かんがあるとでも？」

「いや、背じゃなくて年の話な。まだ小学生だろ？」

　一いつ瞬しゆん、むっとしたアルマが、ちょっと気き抜ぬけしたふうに息を吐はいた。

「わたくしは小学生ではありません。それに、あなたよりも十倍は年上ですから、あなたのほうが小さいのです」

「え？　てことは、ユーフロジーヌも──」

「あーっ！　あーっ！　っと、ねぇ、アルマ！　何か用事があって来たのよね？　その話をしましょうか」

　孝晴の疑問を絶ぜつ叫きようで搔かき消し、ユーフロジーヌが力任せに話題を変えた。

　アルマが眉み間けんにしわを作る。

「ですから……お嬢さまをこの施設からおつれするために来た、と申し上げたはずですが」

「そ、そうよね。そうだったわ」

「もうじき警察と清せい掃そう作業員が撤てつ収しゆうします。わたくしが身につけてきた作業着にお着き替がえになってください。首しゆ尾びよくお体の交換も済んだようですし、もうこの学園に用はありません。わたくしのことはご心配なく。教師の髪の毛でも入手すれば……って、心配してませんね」

　アルマがあきらめたように言葉を止めた。

　ユーフロジーヌはたしかにアルマの話を途と中ちゆうから聞いていなかった。左手でぎゅっとドレスの生き地じをにぎり、おそるおそる孝晴に目をやる。

「孝晴くん、あのね」

「……出てっちまうのか？」

　つまらなそうに、孝晴が尋たずねた。

「いえ、わたしは……」

「お嬢さま」

　アルマの強い声。ユーフロジーヌはうろたえ、ふたりの顔を交こう互ごに見やった。

　アルマの言いたいことは、口にしなくてもわかっている。彼女が考えているのは、常に主人の安全だ。看過できない事情で入学したとはいえ、このようなゾンビ退治の技術を鍛たん錬れんするような場所が、ユーフロジーヌにとって安全なはずはない。

　ユーフロジーヌが聞きたいのは、孝晴の言葉だ。

　でも、孝晴は何も言ってくれない。たまに見せる、怒おこっているんだか拗すねているんだかよくわからないような、すこし子供っぽい顔で、黙だまってこちらを見つめている。好きにしたらいい、と突つき放すような態度だ。

　だが、ユーフロジーヌは気がついた。

　右手のてのひらに伝わる、あたたかい圧力。ずっと孝晴の手をにぎっていた。

　そして、彼もずっと手をにぎってくれていた。

　そうだ。迷う必要なんてちっともなかったのだ。

　ユーフロジーヌは、窓まど枠わく越ごしに小さな侍女へと顔を向け、自信をもって口を開いた。

「アルマ・Ｖ。わたしは……」

「はいはい。お聞きしなくてもわかりますよ。そのお顔を拝見すれば」

　最初から何も期待していなかった。そうとでも言いたげに、アルマはため息とともに軽く夕空を仰あおいだ。

「世間知らずの箱はこ入いり娘むすめ──この場合、箱というのは棺かん桶おけですが──が世の中に出ると、得てしてこういう事態になるものです。多少、覚かく悟ごはしておりました」

「じゃあ、アルマ！」

「可能なかぎり、厄やつ介かい事を起こさずに三年間を送ることを、強く要望します。……が、お嬢さまのことですから、無理でしょう。こういうとき、メルセデスやコンスタンスやプルーデンスがいたら、とつくづく思います」

「ありがとう！　愛してるわ、アルマ・Ｖ！」

　憂ゆう鬱うつそのものの口調で、かつての同どう僚りようたちの名前を羅ら列れつしたアルマの首を、ユーフロジーヌは窓枠から身を乗りだして抱だきしめた。アルマは暑苦しそうに顔をしかめ、しかしくちびるを苦く笑しようにも見える形にして、孝晴のほうにその金きん褐かつ色しよくの瞳を動かした。

「お嬢さまをよろしくお願い申し上げます。手に余るようでしたら、返品はいつでも承うけたまわっておりますので」

「電化製品じゃねぇんだから、そんなことしねーよ」

「そう願います。では、お嬢さま、わたしくはお邪じや魔まのようですし、これで失礼いたします。お屋や敷しきのほうはお任せください」

「気をつけて帰るのよ」

　ユーフロジーヌがアルマから体を離はなす。侍女はふたたび作業着に袖そでを通した。

「もちろん、そういたしますとも。わたくしのようにかわいらしく無力な女児をこんな時間にひとりで帰す主人は、いったいどのような血も涙なみだもないお方なんでしょうね？」

「あー……えーと……きっとご主人も胸が張り裂さけるほど心配していると思うわ、うん」

「それは果報なことで。その胸が本当に張り裂けてしまわないように、わたくしは一秒でも早い帰宅に努めることにいたしましょう」

　そっけない顔でユーフロジーヌに一礼、さらに孝晴にも頭を下げてから、アルマは背を向けた。

　定規で歩ほ幅はばを測ったように、規則正しい歩度で正門の方角へと去る彼女の、小さな背中を、ユーフロジーヌは見えなくなるまで見送った。それほど心配はしていない。あの侍女は本人が自負するように、主人よりも賢かしこく、したたかなのだ。

　すこし前なら、ユーフロジーヌのほうがアルマの脚あしにしがみついてでもここから出ていこうとしただろう。でも、今はちがう。

　ユーフロジーヌは、夕暮れに沈しずみゆくグラウンドから廊ろう下かに顔を戻もどした。まだ照明がついていないため、薄うす暗ぐらく、人の声は遠い。放課後の校舎のよう。そこにはユーフロジーヌと孝晴だけがいる。

「なあ、さっきの続き、聞かせてくれよ」

「え……？」

「おまえの話。中ちゆう途と半はん端ぱじゃ気になるだろ」

　孝晴が体の向きを変え、窓枠に両りよう肘ひじをかけるようにして、壁かべにもたれた。ユーフロジーヌは横に並んで、同じように廊下のほうを向いた。

「………」

　すこし沈ちん黙もくを置いてから、おもむろに腰こしを下ろす。そして、照れ笑いを浮うかべ、右手を孝晴に差しだした。

「ん……」

　孝晴はその意味を察して、黙って左手でユーフロジーヌの手を握にぎった。そのあたたかさが、自然と頰ほおをほころばせる。

　孝晴が横に座るのを待ってから、ユーフロジーヌは口を開いた。

「それじゃあ、聞いてね？　わたしの名前はユーフロジーヌ。わたしが生まれたのは──」

　今度は、なんの緊きん張ちようもなく、流れるように言葉が滑すべりだした。

　話は今日だけではおわらないだろう。

　ゆっくりと、時間を見つけて、すこしずつ聞いてもらえばいい。

　ユーフロジーヌ・フォン・シュトゥディオンの歴史は長く、その中で多くをなくしたけれど、時間だけはまだたっぷりと持っているのだから。
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念願かなって（？）のゾンビ映画デビュー!!







アルマ・Ｖ（以下：ア）　[image: 逢]あい沢ざわさま、はじめまして。早さつ速そくですが映画の撮さつ影えいを終えてみての感想を伺えればと。

[image: 逢]沢りな（以下：[image: 逢]）　大変でしたね。撮影をする内容が普ふ段だんの人間味のあるお芝しば居いと全く違ちがうから、想像できない部分が多すぎて。どんな撮影になるのかが、全部現場で説明されてその場で考えないといけないので難しかったです。

ア　[image: 逢]沢さまが演じたユーフロジーヌお嬢さまは、はっきりいえばゾンビなのですが抵てい抗こうはなかったのですか？　だってゾンビですよ？

[image: 逢]　実は、前からゾンビっていう存在とかけっこう気になってました（笑）。「バイオハザード」とか、マイケル・ジャクソンの「スリラー」とか見てて、ゾンビ面おも白しろいなぁって思っていて。やってみたいなぁ～みたいな軽いノリで言っていたんですけど、まさか本当に自分がゾンビになるとは思ってなかったです!!　でも今回の作品ではゾンビの中でも新しいジャンルを築いたんじゃないかなぁ～と。ゾンビ界の革命児的な（笑）。

ア　ポジティブですね。ユーフロジーヌお嬢さまにも見習ってほしいくらいです。でもゾンビならではの苦労もあったのではないですか？　ゾンビメイクとか……。

[image: 逢]　ゾンビメイク怖こわい！　自分でも怖い!!　鏡を初めて見たとき、自分がいまこんな顔をして歩いていたんだって思うとゾッとしましたね。

ア　かえって誰だれにも気づかれないのでは……。

[image: 逢]　普通にこの格好で道路とか歩いてると、一いつ般ぱんの方ともたまにすれ違ったりするんですけど、意外と「わっ」って声を出して驚いたりしないんですよ。多分、自分の見ているものがなんなのか理解するのに時間がかかっているんだと思うんです（笑）。逆にその反応が一番面白かったですね。

ア　変なところで冷静ですね。

[image: 逢]　でもユーフロジーヌなら一般社会にもなじめそうですよね。特に見た目とのギャップというか、やわらかい性格ですし。だから、最初は驚かれそうだけど、だんだん溶とけ込んでいきそうな気はしますよね。







アニメっぽい映画







ア　ところでこの映画の原作は、いまは角川スニーカー文庫から出ているライトノベルになるのですが、[image: 逢]沢さまはライトノベルという小説ジャンルがあることはご存ぞん知じだったのですか？　イラストがたくさん入ったマンガやアニメに近い印象の小説なのですが。

[image: 逢]　すいません……全然知らなかったです。実は本とかもあまり読まなくて……。でも今回の撮影を通して興味がわきました!!

ア　熱心ですね。そこもお嬢さまに見習ってほしいです。ユーフロジーヌお嬢さまが[image: 逢]沢さまのような方であればわたくしも苦労せずに済むのですが……。とはいえせっかくですし、もう少し映画について質問させて頂きます。初めに仰おつしやっていたように、今回の映画は少しアニメっぽいというか、普通の人間味のあるお芝居とは違うと思うのですが（まあゾンビですし…）、そのあたりについてはどうですか？。

[image: 逢]　確かにアニメっぽいというか……例えば喋しやべり方とか、今回みたいなボケたお姫ひめ様さまだったり、ツンデレっぽいキャラのように、誇こ張ちようされた表現だからこそ、この作品におけるユーフロジーヌとアルマの関係や繫つながりがしっかり見えてくるんだと思います。そうそう、アルマとの関係が本当にいいんですよ!!







アルマが欲しい!!







ア　ついに最も重要な名前に触ふれましたね。[image: 逢]沢さまはわたくしアルマ・Ｖについてどのように思っておられるのですか？

[image: 逢]　しっかりしてて、言うことをきちんと言うみたいな。冷たい言葉を発しててもそこに愛情があるみたいなところが凄すごくいいですね。アルマみたいな従者が欲ほしいです!!

ア　わ、わたくしはお嬢さまに愛情などありませんが。でも[image: 逢]沢さまは流石さすが見所がありますね。いまの言葉を無理やりにでもお嬢さまに聞かせてやりたいです。ではもう一つ。映画版のわたくしを演じられた春はる奈なるなさまとは、撮影の現場ではどのようなご関係だったのですか？

[image: 逢]　今回の撮影で初めてお会いしたんですけど、同い年で地元もすごく近くて。背がちっちゃくて小こ柄がらで可愛かわいらしい人だなぁ～っていうのがあったんですけど、でもクールな印象で、あんまし喋るのとか好きじゃないのかなって最初は思ってました。だからこんなに仲良くなれるって思ってなかったんですけど、でも現場で自然に仲良くなりましたね。現場ではいつも二人で不思議なトークをしている気がする……。二人ともふわふわしてるんで、トークもふわっふわっしてる気がしますね!!

ア　わたくしは別にふわふわしていないのですが……。ではどちらがよりお姉さんだ、ということもなかったのですか？

[image: 逢]　時と場合によるんですけど、映画の中でアルマが膝ひざ枕まくらしてくれるシーンがあるんですけど、あの時は（春奈さんが）すごくお姉さんな感じでしたね。実はしっかりしているところはもの凄くしっかりしてるんですよ。

ア　ある種のギャップ萌もえですかね。そんな人からキツいセリフを言われるわけですが、それについてはどうでしたか？

[image: 逢]　ユーフロジーヌっていうキャラの相手と考えれば、ユーフロジーヌは性格がふわっとしてますし、ぜんぜんアリだと思いますね。それに彼女なりの同世代というか、仲間や友達っていう存在はうれしいと思いますね。もし自分の友達にアルマみたいな子がいたらって考えても面白いかも（笑）。友達になるならユーフロジーヌよりもアルマがいいな。口が悪くてもさっぱりしている人の方がいいです。







ア　[image: 逢]沢さまは本当に素す晴ばらしい感性をお持ちですね。本日のインタビューで、わたくしは何度感動したかわかりません。では大変名残なごり惜おしいのですが、最後に読者の皆みなさまにメッセージをお願いできますか？

[image: 逢]　原作のファンの方から見て、自分がどう見えるのか不安もありますけど、原作とはまた違う面白さのある作品になっていると思いますので、いろんな角度から楽しんでもらえるといいなと思います。映画も原作に負けず面白いので、是ぜ非ひ見に来て下さい!!

[image: ]










あるゾンビ少しよう女じよの入にゆう学がくⅡ








池いけ端はた　亮りよう





角川スニーカー文庫





平成25年1月1日　発行





発行者　新名　新

発行所　株式会社角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見2-13-3

http://www.kadokawa.co.jp





(C) 2012 Ryo Ikehata, Hagane Tsurugi





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『あるゾンビ少女の入学Ⅱ』平成24年12月1日初版発行








[image: ]



item/image/gaiji-dakuon-o.png
6%





item/image/p083.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		五　続・死霊の入浴。



		六　不死姫、ユーフロジーヌ。



		七　滅屍剣、ハイネエリゼ。



		八　Night of the Loving Dead



		映画化記念　アルマ・Ｖがじっくり聞いちゃう、逢沢りな特別インタビュー



		奥付











item/image/p280.jpg
K2R
BRI SHDOIE AR HKDHER N —

D0

V0#° HE BRI - S

OSBRIV ONR RUHHRSNRBEWT LBHVHERN It RL°
VB BL [BRDINVUIKERE R NIIRISRB0P

KD EK B2 46 I SOV S LV BRIV f° 16 O {2V

BEOHVEKF L OVECWRIENS I IS INR®
NSRBI O VRSV SRR A — D

B83WL i

M24h L2 10 HE YU 16 W IR D10 SN BPK S S8 qu 6 LY

BLNLROMVB#HOBINR® —=-






item/image/gaiji-cid1133.png





item/image/cover.jpg





item/image/p233.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p273.jpg





item/image/gaiji-cid1133-gfont.png





item/image/p023.jpg





item/image/p286.jpg
WNH#” 8D RVONWSHD42°
N RBHFETIO D SIQUUBDOMIBH RV BV UIBREESVOSIVDE®

@[NNIl
NO—HIENRN reer
Y R#IVKOB LGNS 2 —-






item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/p147.jpg





item/image/p169.jpg





